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はしがき
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第1章家庭科教育における福祉教育のカリキュラム編成と実践

選択科目の授業から

1
静岡県立小笠高校

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（T：授業者，Ci～C5：学習者）

T：今から，プリントとワークシートを配ります（プリントには，学習者を対象に行った事前調査「こ

　　のクラスのみなさんのいだく高齢者に対するイメージ」の結果のうち，「高齢者の生きがい」「高

　　齢者の家庭や地域での役割」について載せている。これらは，前時までに学習者が調査し集計し

　　た「同居世帯高齢者の生活に関するアンケート」結果との比較が可能1’，しかも双方の考えにギ

　　ャップの認められた項目である）。

T：では，このプリントの説明をします。（以下説明略）

丁．プリントのみなさんの高齢者に対してイメージしている結果と，実際に自分たちで調査・集計し

　　た高齢者を対象とした調査結果をくらべて，何か気づきませんか。（3班のまとめた，「高齢者（自

　　身の考える）の生きがい，役割」（写真1）を黒板に貼る）（考える時間をとる）

T：出ないようなので，先生が見て気づいたことを言

　　います。高齢者の生きがいのところを見てくださ

　　い。高齢者に対する調査結果では，仕事や役に立

　　つことを自分σ）生きがいだと答えている人が10

　　名いますよね（3班のまとめた模造紙の「生きが

　　い」のところで，畑仕事，漬物づくり，ペットの

　　世話など仕事や役に立つことについて，下線を引

　　いて強調する）。

T　でも，プリントを見てください。みなさんのなか

　　では，高齢者の生きがいを趣味や好きなこととイ

　　メージしている人が一番多いんです。家庭や地域での高齢者の役割についてのイメージは，高齢

　　者の実際の考えとそうちがいはなかったけど，生きがいにはこんなにギャップがあるね。では，．

　　先生の言ったことをヒントに，ワークシートに「高齢者の考える生きがいと自分たちのイメージ

　　していた生きがいのちがい」をまとめよう。（まとめる時間をとる。授業者は，机間巡視をし，指

　　名する生徒を予定しておく）

T　では，増田さん，どんなことが言えますか。

C、高齢者の人は楽しいこと，ゲートボールやカラオケなどに隼きがいを感じている人が多いと思っ

　　ていたけど，本当は，仕事とかに生きがいを感じていることがわかりました。

T　そうだったね。みんなも，このような主旨のことが書けたかな。

　　では，ここで，高齢者にとっての生きがいは，どんな意味をもつのかを知っておいてほしいと思

　　います。何を「生きがい」とするかは，高齢者自身が決めることだよね。これがあなたの生きが

　　いです，って言われても，本人がそれに自分を生き生きと充実させるような何かを感じないと，

　　　　b　　それは「生きがい」とはいえないね。逆に，人が何と思おうと，その人が「生きがい」だと思っ

　　たら，それが「生きがい」になるよね。このように考えると，「生きがい」とは，高齢者の一種の

　　意志・考えの現れだといえます。また，「生きがい」は，高齢者自身が自分にとって大事だと思っ

　　ている物または事，そして，生活に張りを与える物や事ともいえます。

　　（板書：生きがい＝高齢者自身が大事だと思っている物，事。生活に張りを与える物，事）

　　（学習者は板書を写している）

一一
P－一

「



T　高齢者にとって「生きがい」がどれほど大事なものかわかったかな。これからの高齢社会では，

　　高齢者もひとりの人間として尊敬されて生きていくようにするために，私たちは，高齢者自身が

　大事だと思っていることを理解してあげることが大切です。高齢者が何に価値を見いだしている

　　かを理解していないと，悪意はなくても，知らないうちに高齢者から「生きがい」などを取り上

　　げてしまっているかもしれないね。みんなには，高齢者の気持ちを理解し，見守ってあげてほし

　　いですe趣味や楽しみだけが「生きがい」ではないことを，今回の授業で，ぜひ覚えておいてく

　ださい。

　では，次の課題に移ります。（授業者は，黒板にカードを貼る）

高齢者自身の考える「生きがい」を満たすための方策を考えよう

T：では，課題を考える前に．今回わかった高齢者の生きがいとは何だったか，だれかに言ってもら

　　いましょう。鈴木さん，お願いします．

Ct：自分たちの予想とは違って，野菜作りや畑仕事を生きがいとしている人が多かった。

T：そうでしたね。今回わかった高齢者自身の考える「生きがい」を生かせるような方策を考えよう。

　　ワークシートの2つめの空橋に，みんなのアイデアを書いてくださいe（授業者は，机間巡視をし

　　ながら，なかなか考えが浮かばない生徒に声かけをする。また，指名予定者を2，3名決めてお

　　く｝

T：では，みんなすごくいいことを書いていたので，発表してみよう。じゃあ，大林さん，石田さん，

　　高森さんに1ってもらいます。

Cs：家の祖母がそうなんだけと，野菜づくりが生きがいだったら，野菜をつくったとき「おいしい」

　　と言ってあげる。野菜を無人販売にの地域には，家族用につくった野菜などの余リを小さな小

　　屋に並ぺておき，地域の人に買ってもらう習慣がある｝に出して．地域の役に立っていることを

　　実感させてあげる。

丁：無人販売か。農業が盛んなこの地域特有の方策だね。では，次に石田さん。

C4：繕み物を教えてもらう。話をしながらいっしょに食器を洗ったりして，高齢者が「生きがい」と

　　感じていることを楽しくできるようにする。どんな事を「生きがい1としているか聞いて，私た

　　ちがしっかり理解する。

T：そうだね，高齢者にとって何が一番大切なことかを理解することは，いつでも大切だよね。では，

　　最後に高森さん，お願いしますe

Cs：漬物づくりが「生きがい」なら，その漬物の味つまり，高齢者の伝統の味を受け継ぐe犬の散

　　歩なピいっしょに行ってあげる。高齢者と何でも一緒にやって，楽しむことが大切だと思います。

T：私たちがいっしょに楽しむことって，高齢者にとってはもちろん，自分たちにとっても勉強にな

　　ることが多いと思うよe今からでも，家のおじいちゃん，おばあちゃんとかといっしょに何かや

　　ってみようe嘉齢者に対する見方が変わるかもしれないね。ほかにもいい意見がいっぱいあった

　　ようです。友だちの意見で参考になったことは，ワークシートに■いておいてください。

丁：今回の6時聞の授業で勉強したことを生かして，これからは，身近な地域の高齢者についての学

　　習を，自分たちでもっと深めていってください。

　　　終わります。
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＠事例の操学習aeらのかか籾樋視詩
　　　　　この事例の授業は，1995年10月に，静岡県立小笠高等学校3年L組（生活科学科，女子

　　　18名）の生徒を対象に実施したものである。このような内容であれば，家庭科の必修科目

　　　　「家庭一般」などでの実践も十分可能と考えるが，研究的取り組みであり，また，あとで

　　　示すように6時間の授業時間を確保する必要があるため，協力の得られた選択科目「福祉

　　　一般」の授業の中で実施している。授業者は元場由香里（当時，筆者の研究室の4年生）

　　　である。

　　　　　この授業を計画するにあたってまず考えたことは，一般に，高齢者対策は地域の実情に

　　　即した形で，といわれるが，地元で共に生活している高校生の立場から，地域外の者には

　　　考えつかないようなすばらしいアイデアが出てくるのではないかということがある。その

　　　ために，第1に地域に特徴的な高齢者問題に気づくことのできるような教材を作成するこ

　　　　と，第2には，授業の一環で，生徒たちが主体的に地域の高齢者と接する機会として調査

　　　活動を仕組むことを考えた。具体的には，前者については，小笠町近辺の町村の「保健福

　　　祉計画」を収集し「地域の高齢者の現状と生活を支える福祉サービス」という資料集を作

　　　成し，教材とした。後者については，本単元の学習の始まる3週間前に，生徒たちに3部

　　　ずっ調査票を渡しておき，学習が始まるまでに，三世代同居で暮らしている高齢者（小笠

　　　町近郊は，静岡県下でも三世代同居の割合が著しく高い｝を対象に聞き取り調査を実施し

　　　ておくように指示した。調査票は，基本属性，健康状態，外出能力，病気のとき家族のだ

　　　れが看病してくれるか，福祉サービスの利用実態や要望，そして生きがい・役割に関する

　　　ものであり，筆者らが作成した。

　　　　単元の学習指導計画は，表8－1のとおりである。

　　　　地域の高齢者の特徴については，前述した資料集を用いて，世界の中での日本の特徴（人

　　　口高齢化のスピード），日本の中での静岡県の特徴，静岡県の中では市町村別に見た特徴（こ

　　　れらはともに，高齢化率と高齢者のみの世帯率を組みあわせて示している），そして，高齢

　　　者の就業率や住宅事情に注目させた。この授業後の感想からは，たんに日本の高齢化のス

　　　ピードに驚いている者から，自分の住んでいる地域の高齢者には単身世帯が少なく住宅は

　　　持ち家が多くても老朽化などの問題が多いことなどに気づいている者まで多様であった。

　　　そこで，ここでどのような高齢者対策を課題とすべきかが大きなテーマとなった。結局，

　　　事前調査で得ていた学習者の高齢者の生きがいなどについてのイメージと，前述した学習

①表8－1　単元「私たちの地域と高喘」学習指一8t画

小単元 時数 学習内容

1　高備の現状 3 ↑・2

R

　　高齢書を中心にみたときの地域の特患に気づく

a｡院雪福祉サービスの葛幡と内容を知る

2　私たちと高■緒 3 456理解し，麗萱結果をワル・一ブごと1こまとめる

[童のまとめから地域の身近な高静青の実態を把聾する

w諶ﾒ自身の雪える生きがいと生徒の予想とのちがいを

@　　高縮の生きがいを満たす方策を考える（本時）

一3一



者が高齢者から直接聞き取ってきた調査結果を突きあわせて，その差異に気づかせること

から，高齢者の生きがいについて考えさせ，それを支えるための対策（自分にできること

を含む）を考えてもらうことにした。

　授業の計画段階では，高齢者の中でも最も多くの福祉課題をかかえている要介護者対策

が出てくることを期待したが，学習者が集めてきた調査結果からほとんどそのような問題

や要求があがってこなかった。しかし，前述したような学習者自身がともにかかわったデ

ータ間の矛盾に気づかせることから「高齢者の生きがい」についてあらためて課題とした

結果，「生きがい」対策として，学習者自らの手でできることを中心に具体的なものが出た

ことは，たいへん貴重といえるのではないかと考えている。

③展開一家麟における「高鰭贈者Ptawのカリキュラム繊⇔

　福祉教育の内容は，もちろん高齢者や高齢者福祉に限定されるわけではないが，本章で

はそれを切り口として，しかも，次で詳述するように，それが現行の文部省学習指導要領

においても内容として組み込まれている家庭科という一教科において，具体的にどのよう

にカリキュラム編成を行い，実践するのかについて考察する。このようなことを，各教科

や教科外活動について積み上げていくことで，やがて，「福祉教育をすべての学校教育活動

の中でJという理念も具体化されると考えている。

（1）　文e菅学N指導要領の場合

　1989年版の文部省学習指導要領によれば，小・中・高等学校家庭科の目標は，生活に必

要な知識や技能を習得するとともに家庭生活についての理解を深め，「家庭生活をよりよく

しようとする実践的な態度を育てる」ことに置かれている。学習内容としては，家族や家

庭生活に関する領域と衣食住の生活財にかかわる領域，そして保育がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　I）
　このようななかで，「高齢者，高齢者福祉」の内容は，高等学校家庭科「家庭一般」など

の「家族と家庭生活」の中において，「高齢者の生活と福祉」という形で位置ついている。

その内容は，指導書によると，「胡　高齢者の心身の特徴と家庭生活，m　社会福祉とボラ

ンティア」である。同様に今次改訂で家庭科の選択科目のひとつとして「家庭看護・福祉」

という科目が新設されたが，この科目は普通科ではなく，職業課程の福祉科などで開設さ

れるのが一般的であるので，ここでは検討の対象とはしない。

　さて，前述した「高齢者，高齢者福祉」に関連する内容は，たしかに前次（1977，78年版）

の小・中・高等学校学習指導要領家庭科にはなかった内容であるが，これらは，戦後，家

庭科が誕生して以来，1989年の改訂で初めて登場した内容なのであろうか。答えは否であ
　　　　　　　　　　　　2）
り，「戦後教育の反改革の総括」といわれる1958年の大改訂に至る直前まで，「高齢者，高

齢者福祉」の内容は指導要領においても小・中・高等学校家庭科で「家庭看護」という形

で取り入れられていた。この内容は，小学校では「老人や弟妹には思いやりの心をもって
　　　　　　　　3）
親切に世話ができる」，中・高等学校では「家庭における看護の技術を習得させ，病人に対
　　　　　　　　　4｝
する正しい態度を養うjなどである。

　すなわち，学習指導要領における「高齢者，高齢者福祉」に関連する内容は，約30年間
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のブランクを経て，今日再登場したわけである。しかし，プランク以前の「高齢者，高齢

者福祉」の内容は・家族の中の・しかも，介護・看護される対象としての高齢者という取

り扱いが中心であったことが明らかである。これに対して，プランク以降の「高齢者，高

齢者福祉」は・「家族と家庭生活」の中に位置してはいるものの，家族から相対的に独立さ

せ，高齢者それ自身についての学習（高齢者の心身の特徴）を重視している点，また，そ

の福祉は・家族の中で完結するのではなく，社会福祉や地域社会で相互に支えていくもの

ととらえている点の2点が大きな特徴といえよう。以上のような文部省学習指導要領にも

認められるブランク前後の「高齢者，高齢者福祉」の学習内容の差異は，今後授業実践を

進めるにあたって重要な示唆を与えてくれる。

（2）教科［の場合
次に，現胡いられている高等学校家庭科「家庭一般」6冊の教科齢ら，「高齢9，高

齢社会」についての記述内容を明らかにしつつ，カリキュラム編成に示唆を得たい。

　まず，指導要領の中で重点的に位置づけられていた「家族と家庭生活」の章では，「高齢

者の生活と福祉」という節にかぎらず，「家庭の機能と家族関係」や「生活設計」でも取り

上げられている。具体的には，高齢者のみ世帯の増加傾向や高齢者の子どもや孫との交流

の実態，そして，高齢期までを見通した生活設計の必要性である。「高齢者の生活と福祉」

の節では，高齢化と社会，高齢化と家族、高齢者自身について，その心身の特徴，社会参

加，経済・所得保障，介護，医療・保健・福祉，そして子どもの側からみた高齢社会の生

き方，ボランテdア活動などについて取り上げられている。

　特徴的な記述内容として，高齢化と家族については，高齢者のみ世帯の増加について6

冊の教科書すべてでふれている。また，家族による介護の限界について述べるものも多い。

高齢者の心身の特徴としては，老化や日常生活での援助の必要を述べるものが多いが，な

かには「人生の大先輩」「知恵と生活文化の伝承者」，高齢期は「すべてが失われる過程で

はなく，高齢期になって初めて獲得できたり，若者よりすぐれている点もある」とするも

のもある。高齢者の介護や福祉に関しては，「日常生活の中で本人自らがやろうとする動機

付けをすることの大切さ，残存能力の活用」について，また，具体的に特別養護老人ホー

ムの不足や在宅福祉の充実，地域の実情にあったきめ細かな施策の必要性を述べるものも

ある。ボランティア活動に関しては，「高校生にもできるボランティア活動のすすめ」を述

ぺるものは2冊にとどまり，ボランティア活動の意義や定義（地域住民の参加，共生の意

識を高める，高齢者・障害者からみた社会観を学ぷ，自立的な意志で行うものなど）につ

いて述べるもののほうが多い。また，この節は，ページ数でいうと，6冊いずれも章全体

の22～46ページ中10ページ以上を占めている。

　以上のほか，「食生活の設計と調理」の章でも，ほとんどの教科書で「家族の食事と栄養」

「献立と調理」の節で，高齢者に注目させている。また，「住生活の設計と住居の管理」の

章でも，すべての教科書で「住生活と社会」「住居の機能と住生活の設計」といった節で高

齢者が取り上げられている。このほか，「乳幼児の保育と親の役割」の章では，6冊中3冊

で，「子どもの人間形成と親の役割」の中で，父母だけでなく，祖父母も含めた環境の中で

子どもが育つことの大切さが述べられていた。
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（3）家庭科の教育謀程研究における「高齢者，高齢者福祉」

　ここでは，家庭科の教育課程にかかわって理論的，実践的に研究した成果において，「高

齢者，高齢者福祉」がどのように位置づけられているかについて検討した。この結果，大

まかに3通りの考え方があり，これらは発表された時期によっても区分することができた

ので，発表時期の早いものから順に，その特徴を述べる。

①「保育・看劃領域
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s｝
　日本家庭科教育学会が1977年にまとめた構想研究では，小・中・高等学校の家庭科の教

育内容として，「家庭経営」「食生活」「衣生活」「住生活」に続いて，「保育・看護」領域が

構想され，そのひとつの内容区分「家庭における看護」の中に，「老人の心身の特徴，老人

施設の見学」が入っている。このような位置づけと内容は，さきにみた指導要領上の30年

間のプランク以前にあった「家庭看護」の延長上のものと考えられる。

㊧　「保育・家族」領域

　村田泰彦ほカllま，家庭科を「生活と諸科学が結合し交差する領域で成立する教科」とと

らえ，その教育内容を構想するために，日々の生活過程にっいて，①日々の生理的エネル

ギーの回復過程を担う衣・食・住の領域と，②世代の再生産を担う性と保育・家族の領域

に分ける必要があると考えている。「高齢者，高齢者福祉」は，このうち「保育・家族の文

化」の中に「高齢者・障害者問題」として位置ついている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　s）　また，1988年に発表された日本家政学会による提案では，家庭科の内容構成は，「家族・

保育」「家庭経営」「食生活」「衣生活」「住生活」とされる。最初にあげた「家族・保育」

領域は，「家庭を構成している人間」について扱い，「他の領域の土台となる基本的な領域」

とされる。「高齢者，高齢者福祉」は，この領域の最後に，「高齢者と家族・地域」という

項目名で位置づけられている。

◎　「発達・保育」領域

　家庭科教育研究者連盟は，現行指導要領の改訂を機に，従来の領域構成を改め・「家族’

家庭」「食」「衣」「住」「人間の発達・保育（仮称）」とした（1992年）。「高齢者，高齢者福

祉」の内容は，高齢社会の到来によって，「人間は生涯発達し続ける存在であることを理解

し，離都対するマイナスのイメージを払iftる緒が若い世代に求められる」㌔㌍

なったととらえ，中学校期には「障害者，高齢者とともに生きる環境について考える」と

いう内容を取り上げている。

　さらに，日本家庭科教育学会は，21世紀の家庭科教育を展望して，「人間・家族の発達と

生活環境・文化の創造に働き掛けることの出来る人間育成や人間の生き方に関わる教育を

担う教科であることを明確に打ち出すことをkdi｝t°」，　r個人及び家族のmeと福祉」「生活

資源と暮らしの知識・技術」「消費生活の営みと生活環境・文化」「総合」の4領域を構想

している。「高齢者，高齢者福祉」の内容は，「個人及び家族の発達と福祉」の領域に位置

づけられ，小学校では「祖父母と孫との生活」，中学校では「地域の生活と福祉」が中項目，

高等学校では「高齢者の生活と福祉」が大項目として取り入れられている。

（4）生活全体としての視点を琉椀したカリキュラム繊を

　高齢者もまた生活する主体であり，また，家族を構成する人間のひとつの特徴的な世代
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；〉
として，まず，高齢者それ自身についての学習が必要である。直井道子は，家庭科の基礎

的な部分として「人間理解」「人間が生活するとはどういうことか」を位置づけることを提

案している。筆者もこれに同感であり，このなかに高齢者それ自身についての学習が，乳

幼児期，学習する主体の世代，成人と人生を見通すなかに位置づけられることが大切と考

えている。ここでの学習内容は，高齢者をかつて「介護の対象」としてのみとらえてしま

っていたことの反省の上に立って構成するべきである。

　また，以上の基礎的な部分の上に，従来から家庭科の教育内容の中心であった衣食住な

どの生活資源の学習や，今日その重要性が高まっている消費生活，生活環境・文化，そし

て社会福祉にかかわる学習が必要と思われる。これらの学習においては，すぺて「人生80

年」の高齢社会の中で営まれる生活であることをふまえ，絶えず高齢者の視点からも問う

ていかねばならないと考える。

　すなわち，「高齢者，高齢者福祉」の学習は，まず，生活主体それ自身の学習の中で，そ

して，今日すべての人々の生活に不可欠となった社会福祉の学習の中で，とくに重点的に

取り上げられる必要がある。さらに，衣食住の生活資源の学習や消費生活，生活環境・文

化の学習においても，生活主体のひとつの典型的な世代として，常に，他世代と同様に，

高齢者にも注目しながら学習が進められる必要がある。

＠・鞭と展望一家麟蹴る「高儲滴鯖融輸あたって⇔

（1）身近なところから

　まず，子どもにかぎらず，教師を含めて私たち（高齢者ではないと自称するすべての人々）

は，これだけ「高齢社会」が声高に叫ばれ，身近に高齢者があふれているにもかかわらず，

高齢者についてほとんど何も知らないことを自覚すべきと思う。したがって，「高齢者，高

齢者福祉」の学習は，まず，身近な高齢者を知ることから始めるのがよいと思う。方法と

しては聞き取り調査によるが，ここで大切なことは，第1に，子どもたち自身が高齢者や

彼らの生活の諸局面について関心のある事項について予想し，仮説を立てて，調査票を作i’一

成することである。第2には，聞き取り調査は，可能なかぎり高齢者の日常的な生活の場一r

で行い，さらに第3には，以上の調査結果を集計し，仮説と突き合わせる時間を確保する

ことである。そうすれば，調査対象者が，たとえ調査者の子ども自身と同居している祖父

母であったとしても，さまざまな新たな発見，これまでの認識不足が自覚できるであろう。

ひとり暮らしの高齢者宅を訪問しての調査であれば，訪問し，玄関に一歩足を踏み入れた

だけでも大きな刺激を与えてくれるだろう。ただし，以上の学習の方法は，比較的健康で

自立した生活を送っている高齢者の場合である。
　　　
｛2）一人ひとりのすばらしきに気づく

　今後増加するであろうし，社会的な対策の急がれる要介護高齢者，なかでも痴呆症のお

年寄りについての理解についても，避けて通るわけにはいかない。幸いにも，今日ではわ

が国にも，痴呆性のお年寄りをテーマにした映画や介護体験記も散見されるようになった。

また，その看護・介護の方法や空間的な対応についての研究や実践の蓄積も早いスピード
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で進行している。それらの成果から，痴呆性であっても時折現れる人間性のすばらしさに

こそ注目させ，そして症状を安定させるための人的・物的環境の大切さを伝え，そのため

に努力を続けている多くの人々の存在にも気づかせたい。

　以上のような学習を通して，学習者のいだいている高齢者についての既成概念を突き崩

し，高齢者もまた自分自身と同様に一人ひとり個性的であることを知らせたい。それは，

祖父母も，両親も，やがては自分自身も「たどる道」であることから，そこまでを見通し

た自分の一生を考え，今の生き方を問い直すことにも発展するだろう。

　社会福祉施設や在宅福祉サービスに関しては，すでに制度化されているものについての

解説といった授業になウがちだが，教師が地域の身近なひとっの施設などに継続的にかか

わることによって（ボランティアなどで），その内容はまったく質の異なるものになり得る

と思われる。また，福祉職員などを講師として学校へ招くことも効果的であろう。

［註・引用文献］

　　　　1）現行の高等学咬京庭科には，男女ともすべての生徒の必修科目として「家庭一般」「生活技術」「生活一般」（う

　　　　　ち1科目を選択），その胞選択科目及び職巣科目として「家庭情報処理」などの23科目がある。

　　　　2）　「道徳」の特殴，教育扉程の国家基準による統制強化の中で，家庭科教育は，京庭生活に閤する内容を「道徳」

　　　　　へもっていか拓衣食住を中心とした技能主義的な内容に変質した（山ロ1子「三　載後の家庭科教育」「現代家庭

　　　　　科教育研究序説」1972年，pp．27－40．）。

　　　　3）1956年版小学校学習指導要領，家庭科日

　　　　4）　1956年版中学校学習指導要領，職業・家庭科■

　　　　5）　ここで検討した「家庭一般」の教科書6冊は以下に示すものであり，いずれも現行の学習指導要領下で1993年

　　　　　1月に検定が行われているe阿部明子ほか「家庭一般1東京書籍，香川芳子ほか「新・家庭一般」中教出版，伊藤

　　　　　央子ほか「家庭「般1敏育図1，伊藤セツほかr家庭一般　新しい家庭の創造を求めて」実敦出版，－1ヶ瀬康子

　　　　　ほか「家庭一般「生活をつくる一1一槙出版，樋口恵子ほか「新家庭一般」一橋出版

　　　　6）　日本家庭科敢育学会「家庭科敏育の構想研究」1977年

　　　　7）村田泰彦ほか「共学家庭科の理M」光生館，1986年

　　　　8｝　日本家政学会（編）r新時代への家庭科教育」東京書籍，1988年

　　　　9）家庭科教育研究者連盟（纒）「男女が学ぶ家庭科の授業中学校篇」大月書店，1995年

　　　　le｝日本家庭科教育学会｛編著）「家庭科の21世紀プラン」家政教育社，1997年

　　　　11｝直井遭子「高齢化社会と家庭科教育への期待」「日本家政学会誌」1997年1月，Vol．　48，　No．1，pp．101－102・
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第2章　「家族・家庭生活」領域の指導の工夫一実習・紮験学習一

1．本領域の学習・指導における実習・体験学習の位置

　「家族’家庭生活」領域の学習・指導の方法として，実習・体験学習という方法はどのような意味，

位置づけを持つのであろうか。

　このことに関して・すでに田結庄順子氏らは戦後家庭科の実践史研究の立場から，次のことを明ら

かにしている。すなわち，「1980年代，1990年代になると，それら（「板書中心」など，筆者注）に加え

て，学習方法が多彩になり，「見学」「訪問交流学習」「校外体験」「観察」などが取り入れられるように

なってきており，それらは教育内容に社会保障や社会福祉，高齢者福祉への理解など福祉関係が導入

されたことと関連があろうJ　i｝という。つまり，「家族・家庭生活」領域の学習・指導における実習・

体験学習は，社会保障・社会福祉，高齢者の生活といった教育内容と強く結びついているわけである。

また，本領域における実習・体験学習を用いた授業実践は，蓄積が少ないという状況にある。しかし，

以下に述べるように，昨今の中央教育審議会答申，教育課程審議会中間まとめにみる，高齢社会に対

応する教育・中でも（ボランティア活動など）体験の重視，そして，家庭科における高齢者の生活・福

祉に関する内容の重視の傾向から，ここで，本領域の実習・体験学習の具体的な進め方や課題につい

て熟考しておくことは非常に重要なことである。

　まず，中央教育審議会審議のまとめ（その2）（1997年6月12日）では，「高齢社会に対応する教育

の在り方」という章を設け，「各学校が，こうした教育活動を進めるに当たっては，各教科や道徳，特

別活動，「総合的な学習の時聞jなどにおける効果的な指導方法の工夫・改善を図ったり，教材を工夫・

開発していくことが必要である」としている。

　さらに，教育課程審議会中間まとめ（1997年11月）では，「高齢社会への対応」について，まず「各

学校段階・各教科を通じた横断的・総合的な課題」の一つとして取り上げている。「さらに，家庭科で

は以下のように明快に示している。すなわち，高等学校において，「（前略），少子高齢化やサービス経

済化などに対応する観点から，家庭生活における男女の協力，親としての責任，高齢者などに対する

理解や福祉マインドと介護の基礎，消費者としてめ自覚などを重視して改善を図る。そのため，（中

略），家庭生活に最小限必要とされる少子高齢社会の課題などの基礎的・基本的な内容で構成する科目

を設け，（後略）」というわけである。以上の記述から，次期学習指導要領の改訂では，高齢社会や福祉

についての内容は，「総合的な学習の時間」のみならず，高等学校家庭科において重点的に取り上げら

れることは間違古ないと考えられる。

2．先行的な授業実践にみる傾向

　ここでは，実習・体験学習を導入した家庭科における「高齢者の生活と福祉」に関連する先行的な

授業実践報告を手がかりとして考察を進める。分析した雑誌は，共に月刊誌である家政教育社「家庭
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科教育」と家庭科教育研究者連盟「家庭科研究」の1993年1月号から1998年1月号までである。その

結果、該当する実践報告は，高等学校のものばかり計10篇であった。これらは，実習・体験学習を含

めた「高齢者の生活と福祉」に関連する実践が，家庭科を中心としてどういう時聞に取り上げるのか

によって，大きく3つに分けられた。一・つは家庭科の選択必修科目（「家庭一般」など3科目）で取り

上げた場合であり，第二は選択科目「家庭看護・福祉」「課題研究」で取り上げた場合，第三は家庭科

以外の学校教育活動とも関連させて取り組んだ場合である。

　まず，第一の「家庭一般」などで取り入れたという実践（6例）では，「高齢者の生活と福祉」の単元

に充てる時間数が全体でも3～10時間といずれの実践でも時間数が限られている。そのため，この場

合の実習・体験学習は，6中4例で授業時間外の生徒自身の取り組みである。極端な例では，授業で自

主的活動を大いに促し，それを含めて評価の対象にしたPtというものもある。限られた授業時間内に

は収まらないが，高齢者や彼らの生活を理解することをねらいとして，単元の最初にグループの自由

課題研究を課しておき，最後の時間に発表させるというもの3），また，単元の学習の前後の時期に合わ

せて，学校家庭クラブで老人ホームへの訪問を2回実施したというもの4），さらには，「冬休み中の希

望者による」施設見学やボランティア活動を実施した例5｝もある。いずれにしても「家庭一般」など

の授業の中でこれらの実習・体験活動を行うには，時間数の不足のみならず生徒数の多さや施設まで

の距離など課題が多く，実習・体験学習は一部の生徒に留まるものが多い。その他，残る2例では授

業時間中に実施（すなわち，すべての生徒が関わる）していたが，その体験は，他者，そしてハンディ

を理解することをねらいとする，高齢者，視覚障害者，車椅子などの疑似体験であるS）’　7｝。これらの

内，「試食体験」において，「食ぺさせる」体験だけでなく「食べさせてもらう」体験（介護体験ではな

く介護される体験）にも注目していることは，後述するように今後重視したい点である。

　第二の，家庭科の選択科目で実習、・体験学習を取り入れた実践は，i普通科の選択科目「家庭看護・福

祉1における実践S），農業高校生活科学科・生活福祉コースにおける「家庭看護・福祉」「課題研究」さ

らに農業科目の「総合実習」の一部をも組み込んだ実践9）である。これらの実践では，病院や老人ホー

ムなどの施設での看護，介護実習（宿泊や同一施殴における数週間に亘る実習も含む）や校内で地域

の高端と共に食事をするなどの体験学習が組み込まれている。これは，単に高等学校の種類による

ばかりではなく，周辺地域の実状（施設などが近くにあるなど）とも関わっている。

　第三の，家庭科以外の学校教育活動とも関連させて取り組んだ例としては，次の2例がある。農業

高校におけ・る「総合実習」での実践10｝と；．学校全体のふれあい教育の体制のもとでの実践11｝である。

前者では，生徒たち自身が決めたテーマ，目標，内容に基づいて，実際に一年間かけて追求していっ

た成果の内，「老人問題」と「障害者と共に」というテーマの例が紹介されている。後者は，11年前の

開校以来，学校の教育目標としてふれあい教育が掲げられ，学校全体としてボランティア学習会（LHR

の時聞を活用），夏休みのフィールドワーク，三世代交流会などの機会が設けられ，各教科でもその一

環としての教育を展開しているというものである。必修「家庭一般」では，福祉マップ作りやノーマ

ライゼーションの学習，そして先輩たちがまとめた「上郷の語りべたち1を用いることによって，地

域の暮らしの移り変わりについて学習した様子が報告されている。

3．今後の「家族・家庭生活」領域における実習・体験学習への提案

　本稿では，「家族・家庭生活」領域に属する内容の内，特に「高齢者の生活と福祉」に関わる実習・
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体験学習について検討してきた。2で明らかにしたように，この領域における実習・体験学習は，大ま

かには三通りの取り組みの場が考えられよう。一つは，選択必修3科目（次期改訂によって名称や内

容の変更と共に単位数減の可能性も懸念される）の中での取り組み，第二は，職業課程やコースを中

心とする家庭科選択科目の中での取り組み，そして，第三の，学校全体の教育目標に基づく諸活動と

一体となった家庭科「高齢者の生活と福祉」の学習である。今後はさらに，これら各々と，新設「総合

的な学習の時間」における活動との組み合わせが加わり，家庭科「高齢者の生活と福祉」の学習は地

域や学校の性格によって著しく多様化すると予想される。以下，本領域における実習・体験学習にお

ける基本的な課題と提案を述ぺておきたい。

（1）実習・体験活勘のねらいはどこにあるのか

　1で紹介した中央教育審議会の審議のまとめでは，「高齢社会に対応する教育の在り方」の章の最後

が，これらの体験活動を通して「将来，ボランティア活動を自然に行うようになってほしいと願って

いる」と結ばれている。すなわち，ここでいう「高齢社会への対応」のねらいは，福祉関係のボラン

ティアを育てることに置かれているようであり，それは厚生省の福祉マンパワー政策lz，と連動してい

る。しかしながら，このようなねらいについては，次の二点について検討した上で掲げるべきと考え

る。第一点は，これからのわが国の高齢社会におけるボランティアの位置づけを，高齢者，すなわち

介護される者の立場に立って検討することである。高齢化先進国スウェーデンにおいては，この議論

を尽くした結果「生活の自立をサポートするケア・サービスのような仕事は，公的な職員と家族・友

人によって担っていくゴ3）という線を出しているという。わが国で，政策的に福祉マンパワーの一つ

としてボランティアを期待するのであるならば，彼らに福祉関連サービスの内一体どのような仕事を

どこまで分担してもらうのか，はっきりさせておく必要があると考える。検討すべき二点目は，学校

での体験活動によって，果たして将来のボランティア活動家が育っていくものかどうかということで

ある。この検討結果を得るには長期間を要する。2で検討した生活福祉コースで施設学習からボラン

ティァまで取り組んだ西里先生は，「高校生にとってボランティアは‘サークル活動’や’趣味”に近

いものである」9｝という実感を持ったという。それは，自己主張の一つであり，何より自分から望んだ

活動であることが重要という。しかし，現状では，学校でこのような形でボランティア活動を行った

生徒たちでさえ，将来，ボランティア活動家として地域の中で活躍していくのかどうか検証されては

いるわけではない。いわんや，教師主導でボランティア活動をやらされた生徒たちの将来は，まった

くわからないといえよう。いずれも，経済大国といわれて久しいわが国における福祉マンパワー政策

としては無責任な内容といえ，再検討を要すると考えている。

　さて，実習・体験活動の場としての地域に注目すると，2で検討したわずか10篇の実践の行われた

学校の状況だけみても，施設までの距離が遠くて授業時間内に実習・体験学習が組み込めないという

ものから，施設学習一一覧として11施設を挙げ「ほとんど徒歩か，車で10分以内の範囲に」あるとする

もの9）まで，大きな開きがある。90年代に入り福祉政策に関わって市町村の権限が増大したことを考

慮すると，地域差はさらに拡大していく方向にある。小規模市町村の財源問題は看遇できないことで

はあるが，しかし，これは地域住民の主体性が生かされるという積極面をも持っている。地域住民の

考え方が地域の福祉に直接反映するというわけである。筆者は，本領域の実習・体験学習の最終的なね

らいは，ここ，すなわち，地域に住む人々の生活の現実をしっかりみつめ，今後，自分も含め幸せに暮ら

すためにはどのような福祉対策が必要なのか考え，創り上げていく力を育てることにあると考えている。
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②ハンディキャップなどの疑似体験

　現行必修家庭科の授業時間内での体験としては，時間数や人数規模，施設までの距離などの多くの

制約の中で，ハンディキャップなどの疑似体験が唯一取り上げられていた。この体験は，全生徒が参

加できる可能性が最も高い体験であるだけに，慎重でありたいと考えている。というのは・基本的に・

短時間の疑似体験によって，障害，あるいは障害者の理解が深まるということはあり得ないと思うか

らである。例えば，視覚障害者の疑似体験ということでアイマスク体験を想定すると，それによって

確かに「目の見えない」体験はできるものの，現実には，視覚障害者の方々の視覚以外の身体全体を

使って「見ている」体験を疑似体験しているわけではない。授業には視覚障害者に参加してもらい・直

接話を聴くなど，これらの点を押さえた上でのアイマスク体験とするべきであろう。

　また，2でも触れたが，有効と考えられる疑似体験の一つとして，「介護体験」ではなく「介護され

る体験」がある。兵庫県内のある特別養護老人ホームでは，町の役場の職員や町会議員を含めて「’寝

たきりはしんどいなあ研修・というユニークな取り組みをしているJ　iOということである。寝たきり

体験，オムツ体験（排泄を含む）などによって，体験者は高齢者の立場でものを考えてみることの重

要性がわかったという。学校では，寝たきり体験は難しくても，「食べさせてもらう」体験は比較的簡

単に実施できよう。両手が使えない，又は横になった状態で「食ぺさせてもらう」体験の「しんどさ」

は容易に想像でき，生徒たちにも貴重な体験として残ると考えられる。
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第3章　「住生涜」領域における摸業実践研究

一大学生と高齢者の個人的生活空間を教材として一一

第　1　節 授業研究言十画
1．授業研究計画の概要

（1｝授業実践研究の目的

本授業実践研究は・第一に・高等学校家庭科住生活領域において、「自分らしい住tv、
方」についての学習を進めるため1：・個人的生活空間を教材として、どのよう‘二展開して
いけばよいかを検討するものである・ここで教材とする個人的生活空間については、高校
生にとうて近い将来である「大学生の一人住まい」と、遠い将来である「高齢者の＿人住
まい」を取り上げることにした。以上二世代の個人的生活空間を教材とすることにようて
「自分らしい住まい方」の学習にとっての効果を明らかにすることを目的とする。
　第二の目的は、高等学校家庭科住生活領域において、高齢者福祉教育をどのように展開
していけばよいか検討するものである。1989年版高等学校学習指導要領によると、高
齢者福祉教育についての学習は、　「家族と家庭生活」という領域の中で「高齢者の生活と
福祉」という項目が位置づけられるよう1こなった．しかし、依然として衣食住といった領
埴では取り上げられていない。高齢者は特別な人間というわけではなく、生活者の一員で
ある。将来的には、誰もが高齢者となり得ることを考慮すると、高齢者福祉教育は、衣食
住といった生活の各場面で取り組まれる必要がある。本授業実践研究では、高等学校家庭
科住生活領域において、　「高齢者の一人住まい」として「大学生の一人住まい」と空間的
条件がほぼ同じであるケアハウスを教材として取り上げる。「高齢者の一人住まい」と
「大学生の一人住まい」を比較することで、高齢者の理解がどこまで深まるものなのかに
注目する。

｛2｝授業実践の仮説

　本授業実践では、学習者に対する事前調査、指導計画の立案、学習指導案の作成、授業
実践、授業分析、授業評価という一連の授業研究を行うことにより高等学校家庭科住生活
領域において個人的生活空間を教材としてどのように展開し得るかを、具体的に考察する
ため、以下の仮説を設定した。
仮説①一授業の導入として、学習者にとうて近い将来である大学生の一人住まいを教材に
　　　　用いることにより、学習者の住生活に対する興昧・関心を高めることができる。
仮説②一自分自身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢者の一人住まいを教材
　　　　として用いることにより・空間的条件がほぼ同じである個人的生活空間でも、住
　　　　まい手の掴性によって住まい方が違ってくることがわかる。　（仮説②一1）また、
　　　　大学生と高齢者の住まい方を比較することで、住まい手の年齢によっても住まい
　　　　方が違ってくることがわかる。　（仮説②一2）さらに、自分自身の生きがいや趣
　　　　味などが住まいに表れている高齢者の住まい方を学習することで、自分らしい住
　　　　まい方にっいて考え今後に生かそうとする。　（仮説②一3）
仮説③一住まい方の実態を知ることで、高齢者の生活や、趣味などの理解が深まる。

｛3）授業実践計画の概要

　以下のような計画のもとに授業研究を進めていく。

〔授業の設計〕

①授業実践校

　静岡県立磐田南高等学校で、2年生の昔通科2クラス（203HR・男子17名・女子
24名・計41名、207HR・男子32名・女子9名・計41名）を対象とする。
　授業者は、筆者自身である。
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②事前調査
　授業に入る前の生徒のレディネス形成と、生徒の実態を調査するために、授業実施前に
行う。　（頂いた時間の関係から、授業実践時間内に行・・た。）調査は、記名自記式の質問
紙法で、小学校・中学校での家庭科住生活領域の既習学習状況、家庭科において興味があ
る領域、家庭科住生活領域において輿味がある項目内容、現在の住まい及び自分の部屋・
スペースについて、ケアハウスの知識、　「高齢者」のイメージ、将来1人暮らしをしたい
か、以上を明らかにするために実施する。
③指導計画の立案
　「自分らしい住まい方　一個人的生活空間に注目して一一」という題材名で、「1．
大学生の一人住まいの様子」、　「2．高齢者の一人住まいの様子」、　「3．自分らしい住

まい方」、を設ける。1時限65分の授業を2回行い、1回目の授業（授業①）で1．を、
2回目の授業（授業②）で2．3．を行う。以下を題材の目標とする。
〈関心・意欲・態度〉
・住生活に関心を持っ。

・目分らしい住まい方を考え、今後に生かそうとする。
〈創意工夫〉
・自分らしい部屋の構想を考える。
・使用目的や機能に応じた室内装飾と美化の工夫をする。
〈技能〉

・部屋の構想を簡単な略平面図に表す。
〈知識・理解〉
・高齢者の生活や趣味などを理解する。
・空間的条件がほぼ同じである個人的生活空間でも、住まい手の年齢や個性によって住ま
　い方が違ってくることが分かる。
④学習指導案の作成
　事前に学習指導案を作成し、生徒の反応や学習の展開状態に応じて笹正していく。基本
的に2クラスとも同じものとする。

〔授業の実施〕

⑤実施準僧
　授婁に先立って、授業で使用する教材・教具の作成を授業者が行う。具体的には、資料
やワークシート、静岡大学生の一人住まいのVTR、拡大平面図、ケアハウスの写真をの
せたOHPシートである。
⑥授業実践

　指導計画に従い、1時限65分の授業実践を2回行う。また、VTR、カメラを用意し、
授業の記録をする。
⑦資料取り

　授業中に記述するワークシート（3枚）や、授業の感想（2枚）、2回の授業終了後の
事後調査を行い資料とする。
⑧授業記録作成
　授業実施時に採取した各種の記録を総合して、授業記録を作成する。

〔授業の評価〕

⑨授業分析
　事前調査、ワークシート、授業後の感想、事後調査からは学習者の立場、授業記録から
は授業者の立場から、学習者の思考の変化や、授業内容、授業方法について分析する。
⑩授業評価
　分析の結果から授業の評価を行い、高等学校家庭科住生活領域において「自分らし住ま
い方」にっいて学習するため、個人的生活空間を取り上げた教材のあり方を検討するため
の一っの手段として、本授業実践に、どのような効果があったか、また、今後の課題は何

であるのかを明らかにする。
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表2－1－1－1　授業実践計画の概要

①授業実践校
・授業実践校 静岡県立磐田南高等学校
・実践対象学級 203HR（普通科）41名 （男子止7名・女子24名）

207HR（普通科）41名（男子32名・女子9名）
・授業者 増田香織

②事前調査 203HR 207HR授

・調査日時 平成10年9月3日 平成10年9日3日
業 第4時の始めの10分 第3時の始めの10分
・調査対象 203HR（41名） 207HR（41名）

の

③指導計画の立案
設 ・題材名 「自分らしい住まい方一個人的生活空間に注目して一」
・小題材 1．大学生の1人住まいの様子

計 2．高齢者の1人住まいの様子
3．自分らしい住まい方

④学習指導案作成 1時限65分の授業で、 2時限分の学習指導案を事前に作
成する。 1回目の授業の始めの10分は、事前調査にあてる
学習指導案作成の際には、 既習の学習内容を考慮するとと
もに、生徒の反応や学習の展開状態に応じて修正していく
。基本的には、2クラスとも同じものとする。

⑤実施準備 各授業の準備物の作成を行う。
・教材、教具の作成

授 ⑥授業実践 203HR ！　　　207HR

業 ・実践日時・場所 授業①　平成10年9月3日 授業①　平成10年9月3日
第4時 第3時

の 視聴覚室 視聴覚室
授業②　平成10年9月10日 授業②　平成10年9月11日

実 第3時 第5時
視聴覚室 視聴覚室

施 一

⑦資料取り ワークシート（3枚）侵業①時に2枚、授業②時に1枚
・採取日時 授業の感想（2枚）授業①、 ②それぞれの授業時

事後調査　授業②終了後から 1週間後の小杉教論の授業時

⑧授業記録作成 授業実施後、実施時に採取したVTR、カメラ等の記録を
もとに授業記録を作成する。

授 ⑨授業分析 事前調査、ワークシート、 授業後の感想、事後調査、授業
業 記録から、学習者の思考の変化、授業内容、授業方法等の
の 分析をする。
評

価 ⑩授業評価 高等学校家庭科住生活領城で、 「自分らしい住まい方」に

っいての学習を進めるにあたって、教材として個人的生活
空間を取り上げ、そのあり方を検討する上で、本授業の有
効性と、残った課題の検討をする。
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2．事前の学習内容

　授業を設計するときには、学習者の実態把握や学習指導案の作成、教材研究などの他、
学習者の既習の学習内容との関連を考慮する必要があると考える。

　ここでは、授業実践対象である静岡県立磐田南高等学校の203HRと207HRの高
等学校1年から2年の1学期までの家庭一般の授業の内、本研究に関連する授業内容（
「家族と家庭生活」領域の「高齢者の生活と福祉」と住生活領域）を取り上げる。

（1）「高齢者の生活と福祉」の学習内容（1年の1学期に実施された。）
　以下は、指導計画の概要である。

指導内容

高齢者社会と家族・家庭

高齢者福祉

社会福祉の理念と実情

ボランティア活動のありかた

具体的な内容

身近な高齢者の聞き取り調査

VTRr痴呆老人の症状（20分）」視聴
グループ発表①高齢者社会とは何か
　　　　　　②高齢者の特徹
　　　　　　③高齢者の生活
　　　　　　　　高齢者の経済生活
　　　　　　　　高齢者の健康
　　　　　　　　高齢者の生き甲斐

VTRrある特養ホームの取り組み（30分）」視聴

グループ発表④ゴールドプランとは何か
　　　　　　⑤福祉施設とは何か
　　　　　　⑥在宅施設とは何か
　　　　　　⑦社会福祉が進んだ国の高齢者福祉の現
　　　　　　　状と我が国の比較
ディベート（テーマ）「自分の親の老後は施設利用か
　　　　　　　　　　　在宅ケアか」
VTR「公的介護保険　介護は変えられるか（30
　　　　分）」視聴

VTRr二人でシチューを作りたい（30分）」視聴
　　　　障害者の自立と援助のありかた、ノーマライ
　　　　ゼーションNマンパワー
全体討議（テーマ）　「高齢者と障害者等、弱者が安心

　　　　　　　　　　して住める社会」
車椅子・アイマスク体験、磐田市の福祉点検
点字・手話等福祉技術を体験

　授業実践校である静岡県立磐田南高等学校は、平成8・9・10年度、静岡県杜会福祉
教育実践指定校となっている。そのため以上のように学習内容が充実しており、学習方法、
学習形態にも工夫が成されている。しかし、「家族と家庭生活」という領域の中で高齢者
福祉教青が行われているため、衣食住といった生活の各場面での学習内容がほとんどない。
高齢者も私たちと同様に、生活者の一員ということを考慮すると、「家族と家庭生活」以
外の領域（衣食住）でも扱っていく必要があるのではないか。
　本授業実践研究では、住生活領域で「高齢者の一人住まい」の住まい方について取り上
げる。
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｛2D住生活領域の学習内容（1年の3学期に実施された。）
　指導計画の概要はないので、授業で扱った資料、ワークシートから学習内容を見ていく。

〈チラシ広告の検討（私の住みたい家）〉
　チラシ広告の中から自分の住みたい家を選び、選んだ理由を書いている。また＿どのよ
うな住まい方をするか、各部屋の使い方やどのような内容を充実させていくか等も書いて
いる。

〈サザエさんちの間取り〉
　サザエさんちの間取りを見て、そのよい点、悪い点を考えている。また、改造案の間取
りを見て、改造のポイントを考えている。
　サザエさんちの間取りを「明るい家庭のモデル」とし、凶悪犯罪事件を起こした人の家
の間取りを「悪い家のモデル」とし、　「悪い家のモデル」の間取りの問題点を考えている。

〈自分の住まいを見直そう〉
　ある農家の住生活を間取りからみて、その問題点を考えることを適して、自分の住まい
を見直している。

〈住居の機能〉

　住居の機能についての確認をしている。

〈住空間の移り変わり〉
　明治以降の我が国の住空闇の変遷について、それぞれの時代の住空間の型の平面図を見
て、住みよい点と住みにくい点を考えている。

〈ライフサイクルと住居〉
　それぞれのライフステージで、どんな住居が必要とされるか確認したり、老後の居住パ
ターンを①同居型、②近居型、③隣居型、④別居型のそれぞれの型について考え、どの型
がよいかを選択している。また、子供部屋のあり方について考えている。

〈住宅の構造〉
　住宅の構造によるそれぞれの長所、短所を確認している。

〈健康な住まい〉
　健康な住まいの条件の確認をしている。（建築基準法、日射しを防ぐためのひさしにっ
いて、窓について、断熱と熱容量の効果にっいて）
　それぞれの事態に対しての対応を考えている。　（例：ガス漏れが起こった時など）

〈安全な住まい〉
　自分の住居の安全チェックリストを作っている。
　「高齢者・障害者も住みやすく」という参考資料を読み、”障害者が安全で快適に生活
できる住居eTについて意見を書いている。

〈設計とインテリア〉
　和様折衷のゆとりのある住居の平面図に6人家族（両親・中学生と高校生の子供・祖父
母）が住むとした場合の部屋の割り振りを図面に書き込んでいる。
　家族構成、敷地、住宅規模を設定して理想的な間取り図を書いている。また・寸法を入

れたり、家具・畳なども入れている。
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〈住居と社会（住宅間題）〉
　住宅統計萬査、住宅政策の確認をしている。
　lDKの住宅情報の例を参考にし、住居を借りるときにっいて考えている。
　住宅ローンの返済額の計算をし、住宅を購入するときについてを考えている。

　以上の住生活領域の既習の学習内容をみると、〈チラシ広告の検討〉や、＜サザエさん
ちの間取り〉、〈自分の住まいを見直そう〉、〈住空間の移り変わり〉、＜設計とインテ
リア〉などの項目で、間取り図から家族の住まい方を考えたり、家族の理想とする住まい
方から間取りを考え設計している。これは、現行の学習指導要領に準拠した一般的な学習
内容といえ、自分自身の住まい方については深く考えられていないようである。
　〈安全な住まい〉という項目で、高齢者や障害者も住みやすい住居について考えている。
しかし、高齢者の実際の住まい方まではふれていない。また、バリアフリーについてふれ
てはいるが、あまり具体的な写真、絵などがないため・パリアフリーとはどう言うものか

という実感がわきにくいのではないかと思われる。
　以上のことを考慮して、本授業実践研究では、個人的生活空間に注目させ、自分自身が
どう住まうかについて考えさせたい。また、個人的生活空間として・「高齢者の一人住ま
い」　（ケアハウス）を取り上げ、具体的に高齢者の住まい方やパリアフリーデザインをO

HPを使って見せていこうと思う。特に本授業実践研究では、自分らしい住まいにっいて
考えてもらうため、自分自身の趣味や生き甲斐としているものを中心にして整えられてい
る「高●者の一人住まい」を教材として取り上げる・
　既習の学習内容から見ると、平面図をある程度読め、書くこともできると考えられるの
で、授業実践研究では、　「大学生の一人住まい」と「高齢者の一人住まい」の住まい方の
様子を見ていく際に、平面図を使っていく。また、自分らしい住まい方を考えてもらうた
め、　「大学生の一人住まい」で紹介した平面図で、住まい方を具体的に考えてもらう。
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4．学習指導案の作成
｛1｝学習指導案

　ここでは・本授業実践の題材である「自分らしい住まい方一個人的生活空間に注目して
一」の題材目標及び指導計画・題材観、対象生徒（203HR，207HR）の実態につ
いて述べていく。

1）題材目標
　く関心・意欲・態度〉
　・住生活に関心を持っ。

　・自分らしい住まい方を考え、今後に生かそうとする。
　〈創意工夫〉
　・自分らしい部屋の構想を考える。

　・使用目的や機能に応じた室内装飾の美化の工夫をする。
　〈技能〉

　・部屋の構想を簡単な略平面図に表す。
　〈知識・理解〉

　・高齢者の生活や趣味などを理解する。

　・空間的条件が同じである個人的生活空間でも、住まい手の年齢や個性によって住まい
　方が違ってくることがわかる。

2）指導計画（配当時間2時間）＊1時限は65分であるc
　1．大学生の一人住まいの様子　　　　　　　　1時間（授業①）

；：誓鱈晶㌶の竺三二＝コ＿塒間鱈②）
3）題材観
　人はみな住まいのなかで育ち、家庭生活を営み、老後をむかえる。住まいとそれをとり
まく地域の環境は、私たちが長い人生を過ごす生存の基盤であり、生活の器である。
　しかし、西山夘三氏はr住まいを見直す」という著書の中で次のように指摘している。
　「日本の現状は、家づくりと住宅供給の大部分がメーカーの手ににぎられ、金もうけの
手段としての商品になっています。国民は、住宅の確保は個人の甲斐性の問題と思いこま
されたうえ、これらの商品を揮しつけられています。　（申略）わが国の住宅政策が国民の
暮らしといのちを守ることを念頭におかず、景気浮揚と企業の金儲けの手段に堕している
原因のひとっは、わたしたち自身の住まいへの関心の低さにもあるというべきでしょう
。」1）以上のように、西山夘三氏は、住宅政策が国民の暮らしといのちを守ることを念頭
におかず、景気浮揚と企業の金儲けの手段に堕している原因のひとつに、わたしたち自身
の住まいへの関心の低さをあげている。また、同書の申で田中恒子氏は、「今日の私たち
の生活状況は、住宅をもふくむモノの所有量を競わせることによって、かぎりなく要求を
あおりたてられています。個々の家庭にとoて必聾か否かを判断する以前にもう買わされ
てしまっています。　（中略）結果として個々の住宅の内部はモノであふれ、その整理をす
ると称してさらに小型家具を購入し、それがまた居住面積をいっそう狭くしています。こ
の悪循環の由来は、　r私はこう住みたい」という主張がないためであり、さらにr私はこ
んな家庭をっくりたい」という主張のなさにあります。」：）と述べている。住むことをモ
ノの側から考えるのではなく、人の側から考えるという視点、っまり自分自身がどう住み
たいかというような主体性が大切であることを述べている。
　住まいのあり方を考えさせられる絵本のひとっであるrパーパパパのいえさがし」（ア
ネット・ティソン、タラス・テイラー作、やましたはるお訳、講談社、1975年）には、
これからの家づくりは、与えられた「ハコ」ではなく、住み手が家の形を決め、各自の趣
味にあわせて個性的な家をっくることに自主的にかかわることによって、わが家らしさや、
個性を実現する方向に向かうべきではないかということが見事に描きとられている。つま
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り、　「固い箱」を「柔らかい家」に変えるためには、その住み手の関わり如何であり、積
極的な住み手の関わり方が、住むことに自分らしさや生きがいを見いだしていくことにな
るというのである。
　以上のことから、子どもにとって住空間の中で最も自らの裁量が生かしやすい、個人的
生活空間を取り上げることは意味のあることだと考えた。しかも、本題材の対象者である
高校生は、近い将来今の家族から自立して一人で生活していく生徒も多いということや・
発達段階からみても掴人的生活空間は、自分の趣味生活、衣服やヘアスタイルの延長上に
ある自己表現の場となりうることからも、個人的生活空間を取り上げることは意味のある
ことだと考えた。
　本題材では、個人的生活空間を取り上げ、自分らしい住まい方について考えさることで、
積極的に住み手として関わり、住生活をよりよくしていこうとする実践的な態度を育てる
ことを目標としている。個人的生活空間のように、かぎられた空間をどう使うかというこ
とは、生き方の反映であり、もう少し積極的な言い方をすれば、生き方の表現であるとい
える。空間にはかぎりがあるのだから、あるものを置けば、他のものを同一の空間には置
けないということになるし、Mきすぎれば片づかなくなる。このことをしっかり心にすえ
て、自らの生活を見直せば、今日の住生活の矛盾が見えてくるし、個人の努力で解決する
こと、家族の手助けによって解決すること、さらに、そんな住生活をさせる背景となうて
いる住宅政策や経済政策も見えてくるはずである。
　本授業の最初に、大学生の一人暮らしの実態や住まい方の様子を学習することで、生徒
の近い将来であることから、住生活に興味・関心を示すのではないかと思われる。また、
同じ一人暮らしでも年代が異なり、特に自分の生きがいや趣味などで整えられた高齢者の
一人住まいの様子を知ることで、より深く自分らしい住まい方とは何か考えることができ
るのではないかと思われる。さらに、大学生と高齢者の住まい方、大学生同士、高齢者同
士の住まい方を比べることで、高齢者にっいての理解を深め、また、住まいと住まい手と
の関わりにっいて考えることができるのではないかと思われる。最後に、自分はどう住み
たいかを平面計画することで、自分自身の生活を改めて見っめ、生活の主体者であるとい
う自覚を持っと同時に住まいに対して意識が高まり、それは、将来家族や、複数で住むと
きに、住まいや住まい方を主体的に考えていく力の基礎にもなり得ると考えられる。

4）生徒の実態
　授業を行う前に、生徒の実態を把握するため事前調査を行った。調査内容は、①小学校
・中学校での家庭科住生活領埴の既習学習状況、②家庭科において興味がある領埴、③家
庭科住生活領域において興味がある項目内容、④現在の住まい及び自分の部屋・スペース
にっいて、⑤将来一人暮らしをしたいか、⑥ケアハウスの知識、⑦「高齢者」のイメージ、
である。以上の護査結果をもとに生徒の実態を述べる。
①小学校・中学校での家庭科住生活領域の既習学習状況をみると、81名中10名（12
％）しか学習した内容を覚えていない。また、学習した内容を覚えている生徒も学習した
内容がそれぞれ異なっている。しかし、すべての生徒が1年時に住生活領域の学習を終え
ているため、授業で使用したプリント類を見ると、「家庭一般」の教科書に載っている程
度のことは、学習済みであると判断できる。従って、ほとんどの生徒は平面図を読めるだ
ろうと考えられるが、現行の学習指導要領に準拠した一般的な学習内容のため、自分自身
の住まい方にっいては深く考えられていないと推測できる。
②高等学校家庭科において興味がある領域で、　「食生活に関すること」の次に「住生活に
関すること」に興味を持っている生徒が多かった。
③高等学校家庭科住生活領填において輿喋がある項目内容を見ると、設定した19項目の
ほとんどに興味を示す生徒が多いが、その中でも特に興味を示しているものは、インテリ
アデザインであった。また、平面計画に関する項目においては、よく授業で行われる一戸
建てや集合住宅、共同生活空間（居間、食事室など）、家事労借空間（台所など）よりも
個人的生活空間の平面計画に興味を示す生徒が多かった。しかし、本授業で扱う高齢者に
ついての項目に「大変興味がある」と答えた生徒は、　「高齢者の生活と課題」について学

一20一



習済みであるにもかかわらず意外に少なかった。
④現在の住まい及び自分の部屋・スペースについての質問で、住まいに関心がある生徒は
過半数いた。また・71名（88％）の生徒が自分専用の部屋を持っており、多くの生徒
の部屋は家具や電化製品も充実している。自分の部屋・スペースの模様替えや、工夫をし
ているという生徒は・それぞれ過半数いたが、個性（自分らしさ）があるかについては、
「とても自分らしい」と自信をもって答えた生徒は16名（20％）しかおらず、「ふっ
う」と答えた生徒が一番多かった。過半数の生徒が住まいに関心があるなか、部屋の管理
状況をみると中には・まだ親に掃除をしてもらっているという生徒が35名（43％）も
いた。

⑤将来一人暮らしをしたいと答えた生徒は、69名（85％）もいた。授業実践校の静岡
県立磐田南高等学校は・進学校であるため、卒業後の進路として進学する生徒が多数を占
めるため・将来といっても大学生として一人暮らしをしたいと考えているのだろうと考え
られる。

⑥ケアハウスという言葉を聞いたことがあるという生徒は、12名（15％）のみであっ
た。そのなかで・正しくケアハウスについて認識している生徒は、1名だけであった。
「高齢者の生活と謀題」という項目で、ゴールドプランについても学んであることから、
ケアハウスの存在をもっと多くの生徒が知っていると予想していたが、あまり知られてい
なかった。ケアハウスで生活している高齢者の一人暮らしにっいて本授業では接うので、
ケアハウスとはどういうものか分かるように授業のなかで工夫したい。
⑦「高齢者」に対してのイメージでは、明らかにマイナスと思われるイメージを持ってい
る生徒や、どちらかといえぱマイナスと思われるイメージを持っている生徒が多く、プラ
スと思われるイメージを持っている生徒はわずか4名のみであった。このような状況をみ
ると、高齢者をあまり特別視せず一人の生活者として見ていくことも大切であるのではな
いかと，思う。

｛2｝学習指導案の内容

　授業①、授業②それぞれの学習指導案の内容を説明する。

K授業①　第1時限目】
　本時の最初の10分間で、事前調査を行う．本研究授業に割いてもらうことのできた授
業時間や日程との関係でそうせざるをえなかった。

　本時では、　「大学生の一人住まいの様子」という小題材を設定し、近い将来である大学
生の一人住まいの様子を知ることで、住まいに興味・関心を持っことを目標とした。また、
授業②で扱う高齢者の一人住まいについて興味を示してもらうため、同じ一人住まいでも、
生徒が興味を持っていそうな大学生の一人住まいを授業①では扱うことにした。
　まず、静岡大学生の一人住まいの家賃、広さ、置いてある家具・電化製品、下宿を決め
る際重視したことを生徒に予想させた後、予め同研究室の学生が実施した静岡大学生10
7名対象のアンケート調査をもとに実態を伝えることにした。家賃などのように生徒が興
味を持っていそうなことを本時の導入とした。生活感まで、把握させることを目的に、家
具・電化製品についても予想Lてもらう。生徒が主体的に授業に関われるように予想をし
てもらう。

　続いて大学生の部屋の様子（住まい方）を伝えるため、予め筆者が調べた静岡大学4年
女子6名の一人住まい（居室に自分なりの工夫がなされていると筆者が考えた住まいを遍
んだ）の間取り等を平面図に書いた資料を配り、そのうち間取りがほぼ同じである平面図
2っを比較してもらい、さらに、その間取りを拡大したワークシート上に家具顛の配置作
業をしてもらう。同じ間取りでも、住まい手によって家具の配置が変わってくることや、
部屋の感じか変わってくることに気付くだろうと考えた。また、授業②では、自分がどう
住みたいかを平面計画で表してもらうため、その作業にスムーズに入れるように考慮した。
ここでは、何人か黒板でやってもらい、生徒同士の比較も行いたいと考えている．
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　次に、先に配付した平面図の静岡大学4年女子6名の一人住まいの様子を撮影したVT
Rを視聴させる。平面図とVTRを同時にみることで、どのように実際・空間を利用して
いるかを分かりやすくし、また、空間を平面図に表すことや平面図を空間としてイメージ
することができると考えた。
　最後に、授業を通して印象に残ったことや住まいへの関心に影響を与えたことを中心に
感想を書いてもらう。この感想をもとに仮説①を検証する。

【授業②　第2時限目】
　本時では、「高齢者の一人住まいの様子」と「自分らしい住まい方」の2っ小題材を設
定し、次の3つを目標とする。
・大学生の一人住まいと空間的条件がほぼ同じである個人的生活空間として・ケアハウス
　で生活している高齢者の一人住まい、　（特に、自分の生きがいや趣味などが住まいに表
　れている住まい）の様子を何例かOHPで見ることで、ほぼ同一の平面図の住まいでも、
　住まい手によって、住まい方が違ってくることを知る。また、高齢者の生活や趣味など
　を理解する。
・近い将来である大学生の一人住まいの住まい方にっいて計画することで、住まいに主体
　的に関わろうとする。

　本時では、ケアハウスで生活している高齢者の一人住まいの様子を見てもらうので、ケ
アハウスの説明を資料を使って説明する。事前調査の結果を見るとケアハウスのことを知
うている生徒が少なかったので授業の最初に説明することにした。
　続いて、アドナイ館というケアハウスで生活している高齢者の一人住まいの居室の様子
を写したOHPを見てもらい、その感想を書いてもらう。ここでは・生きがいや趣味を持
って生活しており、その生きがいや趣味が住まいに表れている高齢者7名の住まいを中心
に取り上げるaS）同一型の住まいでも、その人個人によって住まい方が違ってくるという
ことに気付くことができ、また、自分らしい住まい方とは何か考えるきうかけになるもの
と考えた。ここで書いてもらう感想は、仮説②、③を検証するために用いる。
　最後に、授業①で扱った大学生の一人住まいの平面図3っの中から生徒一人ひとりに1
っ選んでもらい、そこでどう住まうかを平面計面してもらう。また、選んだ理由やどのよ
うに住みたいか、この住まいがこうだったらいいということも書いてもらう。ここでは、
実際大学生が生活している住まいを使うことで現実的に生徒が考えられ、住まいに対して
主体的に関わうていこうとするのではないかと考えた。
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家庭一般学習指導案（略案）
指導者増田香織

1、日時

2、学級

3、題材名

平成10年9月3日　木曜日　第3時（207HR）／第4時（203HR）

207HR／203HR
自分らしい住まい方　一個人的生活空間に注目して一

4、本時の目標
　・近い将来である大学生の1人住まいの様子を知ることで、住まいに興味・関心を持っ。

5、本時の学習過程

時間

0分1

0分1

0分1

0分1

0分2

5分

生徒の活動 教師の働きかけ・支援

・事前アンケート調査を記入する。 ・事前アンケート調査、ワークシート
を配布する。

将来一人暮らしをしたいと思っているか。

・挙手させる。

家賃、広さ、必要な家具・電化製品、下宿を決める際に重視したことを予想
してみよう。

・ワークシートに記入する。
　（予想）

・ワークシートに言臥する。
　（実態）

・静岡大学に通う場合を想定させる。
・発表させる。

・予想したことを中心に、大学生の1
人住まいの現状を発表する。

・家賃

・広さ、収納スペース
・自室にある家具、電化製品
・決める際重視したこと
・周囲の環境
・居室の様式、設備
・掃除の回数

・大学生の1人住まいの部屋の平面図
を配布する。

自分だったらどのように家具など（最低限）を配置するか。

・ワークシートに作業する。 ・同じ間取りでも人によって家具の配
置が変わってくることや部屋の感じ
が変わってくることに気づかせる。
・次の時間でやる平面計画に入りやす
くするため、1人ひとりが作業出来
ているか確認する。・発表させる。

この部屋はどんな平面図なのだろうか。

・授業を通して印象に残ったことや、住
まいへの関心に影響を与えたことなど
を中心に感想を書く。

・VTRを見せる。
　（大学生の1人住まいの様子）
・平面図を立体的に考えさせる。
・ワークシートなど提出させる。
・次時の予定を報告する。

評価について

＜閲巳・・意欲

態度〉
・自分なりに

予想がたて
　られている
　か。

〈酷亡・・意欲

・態度〉

・意欲をもっ
て作業して
　いるか。

〈技能〉
・人体寸法へ

の配慮など
を考え家具
の配置が出
来ているか
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家庭一般学習指導案（略案）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　指導者増田香織

1、日時

2、学級

3、題材名

平成10年9月10日　木曜日　第3時（203HR）
平成10年9月11日　金曜日　第5時（207HR）

203HR／207HR
自分らしい住まい方　一個人的生活空間に注目して一

4、本時の目標

’製縫；：罐1耀煕奮砦星響票ε議騨欝熱皇品羅鐙6鱗
　何例かOHPで見ることで、ほぼ同一の平面図の住まいでも、住まい手によって、住まい方が違ってく
　　ることを知る。また、高齢者の生活や趣味などを理解する。
　・近い将来である大学生の一人住まいの住まい方について計画することで、住まいに主体的に関わろうと

　する。

5、本時の学習過程

時間

0分3

5分3

生徒の活動 教師の働きかけ・支援

●ケアハウスの概要を知る。
　・資料①を見る。

●ケアハウスに住んでいる1人暮らし
　の高齢者の居室の様子を見る。

　・資料②、OHPを見る。

●感想を書く。

・資料①、②を配布する。
●ケアハウスについて簡単に説明する。

●ケアハウスで生活している高齢者の一
　人住まいの様子をOHPで見せる。
　・自分の生きがいや趣味、生活が住ま
　に反映している例を中心に見せる。

・資料③、④、⑤、⑥を配布する。

どのような住まい方をしたいか考えてみよう。

・資料④を見る。

●前回の授業で扱った平面図A，B，
　Cの中から1っ選び住まい方を考え
　る。選んだ理由やどう住みたいかな
　ども書き、また、家具などに色を入
　れる。

・資料⑤、⑥を見る。
・平面図A，B，　C，のいずれかに住
　まい方を書く。（展開図に）

●静岡大学寮の様子を説明する。（寮に
　住みたいという生徒がいたので）
●展開図の書き方などを説明する。
　・平面図A，B，　Cのプリントのいず
　　れかを配布する。

・前回の授業で行った家具の配置がし
っかりとできていなかった生徒を中
心に机間指導する。

評価にっいて

〈関心・意欲
・態度〉

・近い将来で
ある大学生
の住まい方
　だけでなく
異世代であ
　る高齢者の
住まい方に
　も関心を持
　てるか。

〈関心・意欲
・態度〉

・意欲的に作
業している
　か。

〈創意工夫〉
・使用目的や
機能に応じ
た室内装飾
　と美化の工
夫をしてい
　るか。

〈技能〉
・人体寸法へ
　の配慮など
　を考え家具
　の配置がで
　きているか
く知識・理解
・自分が生活
　していく場
所として考
　えているか
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第　2　節 授i業の実施
1．実施準億
授業実践実施の際に準備した、資料及びワークシート等は以下の遠りである。

【1．大学生の1人住まいの様子」授業①】
●ワークシート1－1　静岡大学生の1人住まいの実態
　　家賃、居室の広さ、家具、電化製品、下宿を決める際に重視したことについての学
　習者の予想と静岡大学生の実態を書き込むため作成した。また、授業の感想を書く楠も
　設けた。

　　静岡大学生の1人住まいの実態にっいては、同研究室4年生の園田友香が行eた静岡
　大学教育学部1、2年生107名に対してのアンケート調査にもとついている。

●資料1－1　静岡大学生（女子）の1人住まいの部屋の平面図
　　居室に自分なりの工夫がなされていると授業者が考えた、静岡大学教育学部4年生女
　子6人の一人住まいを調査し、それぞれの平面図（A～F）を作成した。特にほぼ同じ
　間取りである住まいで、その住まい方が異なるものを意図的に選んだ。また、この6人
　の一人住まいの様子をVTRに記録した。この平面図は、VTR御聴時にも見てもらい、
　平面図から空間を想像する力、あるいは空間から平面図を考える力を学習者にっけるこ
　とを目的に作成した。

●ワークシート1－2　家具を配置してみよう
　　資料①の平面図Dを拡大し、そこに必要だと考える家具を学習者に配置してもらう。
　これは、同じ間取りでも、家具の配置の仕方は人それぞれであり、家具の配置で、部屋
　の雰囲気が変わってくることを実感してもらうこと、また、授業②に「自分らしい住ま
　い方」を考えてもらうのだが、その作業に入りやすいようにすることを目的に作成した。

●VTR　静岡大学生（女子）の1人住まいの部屋の様子を記録したVTR
　　居室に自分なりの工夫がなされていると授業者が考えた、静岡大学教育学部4年生女
　子6人の一人住まいを碧査し、その部嵐の様子や、大学からの距離、周囲の璋境、入居
　する際重視したこと、家賃、居室の広さ、工夫している点、不便な点についてのインタ
　ビューを記録したVTRを作成した。このVTRを視聴することで、大学生の一人住ま
　いに、より関心を高めるとともに、実態を知ってもらうために作成した。

●その他
・静岡大学生（女子）の1人住まいの部屋の平面図BとDを拡大したもの。　（板書用）
・ワークシート②を拡大したもの。　（何人かの生徒に、黒板で家具の配置をしてもらうた

　め。）
・「家賃」、　「居室の広さ」、　「家具」、　「電化製品」、　「下宿を決める際に重椙したこ

　と」、以上を書いた画用紙。　（板書用）

【「2．高齢者の1人住まいの様子」授業②1

●資料2－1　ケアハウスについて
　　事前調査でケアハウスのことを大多数の生徒が知らないということがわかった。その
　ため、ケアハウスの概要にっいて説明するための資料を作成した。この資料は、シニア
　ライフ情報センター編、「最新ケアハウス情報」（1995年）の「高●者向け施設」
　の表と、ケアハウスアドナイ館の入居案内、欄福祉開発研究編の「新ケアハウス入円」
　（199’3年）をもとに作成した。また、高齢者の一人住まいの様子を見た培想を書く

　欄を設けた。
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●資料2－2　ケアハウス（アドナイ館）の一人用居室の平面図
　　OHPでも一人用居室の平面図を提示するが、1例のみ参考資料として配付する。

●OHPシート　ケアハウス（アドナイ館）で生活している高齢者の一人用居室の住まい
　の様子を写した写真と、その平面図を書いたOHPシート（34枚）
　　佐藤由紀r「装いのある暮らし」の実現に向けて一単身高齢者を中心として一」19
　96年度卒業論文の第2章第4節「住まい方調査の分析と考察」から、特に自分の生き
　がいや趣味が住まいに表れている高齢者の一人用居室を7例選択し、その様子を撮った
　写真と居室の平面図を中心にOHPシートを作成した。
　　住まい方の説明とともに、居室の様子やその平面図をOHPでみることで、高齢者の
　一人住まいの実態を知ってもらうために作成した。

【「3．自分らしい住まい方」授業②】

●資料3－1
　　大学生の一人住まいにおいて、自分がどう住みたいかを平面計画するにあたっての参
　考資料として家庭科教科書から抜粋した。以下はその内容である。
・「室内整借の計画」、　「図50インテリア空間の構成要素」　（伊藤セツ、　r生活技術1

　新しいくらしのデザイン」、実教出版、平成5年検定済、Pll9）
・「図18インテリアを構成するもの」、「図23じゅうたんの敷き方」　（伊藤央子、

　r生活一般」、教育図書、平成5年検定済、Pl19、Plo2），
・「必要な空間の検討」、　「4図人体寸法の比率」、
　さ」　（鈴木寿雄、　　r技術・家庭下」、

・「表3室内の色彩の使い方」　（伊藤セツ、　r家庭一般

実教出版、平成5年検定済、P195）
・「表4色の組み合わせと感じ」　（伊藤央子、

　P181）

「5図生活空間と動作に必要な広

開隆堂、平成5年検定済、P136）
新しい家庭の創造をもとめて」、

「生活技術」、教育図書、平成5年検定済、

●資料3－2　部屋を選ぷ時のチェックポイント
　　大学生の一人住まいにおいて、自分がどう住みたいかを平面計画するにあたっての参
　考資料として、静岡大学生活協同組合が編集・発行した「大学入学までのガイドブック

　’95」の資料PP8－10をもとに作成した。

●責料3－3　A，B，　Cから1っ住みたいと思うものを選び、住まい方を考えてみよう
　　授業①で使用した資料1－1から、間取りなどが異なっている3っの平面図を筆者が
　選択し、学習者にはこの3つの間取りから1つを選んで、平面計画をしてもらう。

●資料3－4　私はこうすみたいの例（B）
　　どのように平面計画をするかの例を示した。

●ワークシート3－1　私はこう住みたい　A
　　資料3－3、Aの平面図を拡大したもの。ここに、住まい方を計画してもらう。

●ワークシート3－2　私はこう住みたい　B
　　資料3－3、Bの平面図を拡大したもの。ここに、住まい方を計画してもらう。

●ワークシート3－3　私はこう住みたい　C
　　資料3－3、Cの平面図を拡大したもの。ここに、住まい方を計画してもらう。
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2．授業実践

｛11授業実践の過程

　本授業実践では・同じ学習指導案で2クラス実施する。そのため、各クラスの生徒の実
態に応じて修正を加えていく必要がある。また、事前調査と授業①は、207HR、20
3HRとも平成10年9月3日、授業②は、203HRが平成10年9月10日、207HRが
平成10年9月11日に実施するため、授業②については事前調査の結果を踏まえ、学習内容
や方法を修正して行くものとする。

　ここでは・指導案や・先に実施した授業に対して（授業①では207HR、授業②では
203HR）学習内容や方法に修正を加えた部分について述ぺていくこととする。

　授業①では、先に実施した207HRで、本時の授業目的を言わずに入ってしま’たこ
と、大学生の一人住まいの様子をVTRで祖聴しているとき、授業者の説明とVTRでの
インタビューの声が璽なり、どちらも聞き取りにくかったことについて改善した。っまり、

203HRでは、授業者の自己紹介とともに授業実践の目的を言い、VTR視聴時には、
VTRを一時停止にした状態で補足説明をした。また、207HRでは、大学生の一人住
まいに家具を配置する作業にっいて、5分程しか時間がとれず、作業が終わっていない生

徒がVTR視聴時に作業を続けていた。そこで、203HRでは、10分程作業時間をと
eてみた。
　事前調査で「ケアハウスという言葉を聞いたことがあるか」という質問に「聞いたこと
がある」と答えた生徒は81名中12名のみで、その12名にケアハウスについて知って
いることを記入してもらったのだが、正しく認識している生徒は1名のみであうた。授業
②でes　Nケアハウスで生活している高借者の一人住まいについて学習するため、授業の導
入で・ケアハウスについての資料を用意し、詳しく説明することにした。また、先に実施
した203HRでは、授業者が資料3－3の誤り（自分がどう住まうかについて考えても
らう学習活動で、生徒に選択してもらう大学生の住まい3っのうち2つに関して、平面図
とその説明が入れかわっていた）に気付くのが連かったため、訂正に時間をとられてしま

った。207HRでは、あらかじめその誤りを生徒に訂正してもらったため、203HR
より「自分らしい住まい方」にっいて考える時間を少しだけではあるが多くとることがで
きた。

授業実践の実施は以下の通りである。

【授業①207HR】

日時 平成10年9月3日　第3時

場所 視聴覚室

授業者 増田香績

観察者 小川裕子助教授、小杉よし子教論、園田友香、横山番

記録者 小川裕子助教授、園田友香、横山香

生徒数 41名
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【授業①203HR］

日時 平成10年9月3日　第4時

場所 視聴覚室

授業者 増田香培

楓察者 小杉よし子教論、園田友香、横山香

記録者 目田友香、横山番

生徒数 41名中、1名欠席で40名

【授業②203HR】

日時 平成10年9月10日　第3時

場所 視聴覚室

授業者 増田香培

櫨察者 小川裕子助教授、小杉よし子教論、常勘講師、園田友香、横山香

記録者 小川裕子助教授、薗田友香、措山香

生徒数 41名中、3名欠席で38名

【授業②207HR】

日時 平成10年9月11日　第5時

場所 視聴覚室

授業者 増田香■

櫨察者 小川裕子助教授、小杉よし子教論、園田友香、横山香

記録者 小川裕子助教授、■田友番、横山香

生徒数 41名中、2名欠席で39名
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｛2｝授業記録

　授業記録を作成することで、授業者・学習者の発言や学習者の活動がどのような状況で
行われていたのか・また・授業全体の流れがどのようなものであったのかを授業後におい
て明確に知ることができる。

　ここでは、授業実施に際して用意したVTRとカメラでの記録をもとに、授業①207
HR、授業①203HR、授業②203HR、授業②20了HRのそれぞれの授業での様
子がわかるように授業記録を作成する。

授業記録記入上の諸注意

内　　容

時間 授業開始の挟捗から終わりの挨捗までを計摘する。授業①で
ﾍ、2クラスとも授業の始めの10分間を事前掲査にあてた
ｪ、その時間も授業時間に含めた。1コマは65分である．

発言者 T（授業者の発言）
c…………’－－一『一………－’………’………’… 謔P…’……’……”…………中……’………’古”
b（生徒の発言）　　　　　　iC■　（多数の生徒）　　　　　　　　　　　　　　；

発言番号 発言番号は、授業者の発言と生徒の発言をそれぞれ別々の通し番号にする。また、つぷやきや独り言等は、基本的に番号

�tけないが、その発言が他の多くの生徒の耳に入り、発言
ﾆ同じ性格を持っときは番号を付ける。

その他 ＊印は、注記を表す。これは、授業者の行為の意味などの説
ｾ、授業状況の把握のための補足説明とする。

＊207HR授業①では、VTR視聴時に授業者の説明とVTRでのインタピュ
　ーが重なっており、聞き取りにくいところが多くあったので、VTRのインタ
　ビューの内容については、203HR授業①の授業記録に詳しく記録した。
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授業①203HR授業記録

時間

00

06

08

12

13
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21

艦
T1

T2

T3

T4

T5

T6

T7
CT

　　　0CTCT

CTCTCTCT

C8
TlE
CD
T16
CTCT

CTCTCT

CTCTCT↑

擾　業　の　施　れ

（寧始まりの挨拶をする。〕

自己紹介します．私は、●岡大学教育学部4年の増田番始です．よろしくお脳いします。牢婁研究で家庭科の住居、住生括頓域の研究を
します．モれで、今回はあの、みなさんに授童を2コマいただいてそれで授嵩をやらせていただきます．で、今日の内容は、住まいに、
住まいっていうか、今日1人暮らしを徹うんですけど、住まいに開心をもってもらうっていうことです．じ中あ、さっモくですカにの事
前■査っていうのを配りますので、ありのままを答えてください．10分間ぐらいで．今から1時くらいまででやってください。じゃあ
、配ります．　【寧チャイムが鳴る．）で、ごめんなさいsこれ20Tとt”ているんですけれども、203になおしてください．　｛＊事

恕鰐三；撫詩岳袈議芸雛；ヒぞ継鵠織謬騒琉▲C戟㌔訓分から輌は手を拳げて
』蹴こ吾；㍊三遇霞認；三姜t襟三鶴鑑憂1こ欝懸燈t責まΣ罐識けでいいPtよ．小轍で
学んだこと、中学枚で学んだこと．覚えている細で書いてください．このアンヶ一トは評価とかぜんぜん聞係ないのであbのまま書い
てください．ぺつに輿味がなくてもどってことないですよ．モのまま、ありのままに、面白モうだ屯と思った塙合Ul、iあまあ■味が
あ6場合　tt　2　．原酬ないっていう場合lt　e　rcモのままま6を付けてください．　1
このクラスも本当に善かですね．やりやすいです．最後までこうやって聞いてく皐るとすごくうれしいです．孝ろしくお願いします．笑

了論雛b欝訂當霧…登霞℃：工嘉鷺獣裟罐望努芦昔塾藁E詰±緩あ晶霞莞諸書
ぽ；蕊蒜総書碗いてくださ、一、．ち．。と、蜘繊やユ4いま丸繊い。てe－Mtpt．このMっit”R

大学生の1人住まいの実拍というところに、1と書いてください．どこでもいいから1．Φでもなんでもいいですから．で、次この●掲
大学生のかっこ女子の1人住まいの部置の平面図これが、2．いい？はやい、大丈夫？2ね．で、亮りのこれbt、3．いちおう書いてお
いてください・

あの今アンケートでも箸Xてもらったんですが、一書最書にに、下瑠あ一なんだ、ごめんなさい、融1人暮らしをしたいと恩oている
かってアンケートで答えたと恩う、答えてもらいましたが、今ちょと、一人暮らし将来してみたいなあと思う人、手を亭げてみて。この
クラスもN結構いるねΦありがとう．私も高較生のとき1人遭らししたいなあと屈って、今一人暮らし・・㌔本当は出身・ltft野県で†
bt、今DN”に逼oているので一人」らLをしています．で、さeモくで†がご下宿している静醗大学生107人に一人住まいの寅■
にっいてアンケート特査をしtした．で、最勧にね、みんtsにまず、箪賃、家賃ttどれくらいかなということと、次広さはどれくらいか

欝鵠長晶L離彗：竪3誉雲麗ま嘉惜織誌51「鵠i量濃把；鵠竃；霞誌結晶£能違㌔正
く．）じ苧あ、tずワーク・・；　一ト1を出して予想、う一とどうしよう、じ争あ1時10分くらいtでに書いてみてください．　（＊机間噛
導する．）分からない人いるかな．だいたいどのくらいかな．わからなか’たらこ？マークでいいよ。あ、ごめんこのクラスでも1い忘
れた・すい虫せん・二このね、どのような京員・電化穎品Vあ6かなというところsちょo　t　“bl’jsさいから、このどのような家具・竃
化■品があるかなという下に寧具を書いてください．京真の現モして、電化襲晶ロ予類の口に書いてください．いい、わかった？大
丈夫？分からない人．いい、お口いしますe
あと、1分くらいとります．頑彊って書いてくださいe今度実拍を書くんですPt（，のと白に予麹は鴻さtsいでくださいね．書S直さない
でください・ぜんぜん肺ずかLくないですよ、ぺつに間違えても．　　　　　i
口い、鯖わりにしてください・こっちを向いてください．取賃でどのくらいA言ってくれる人いますか？自信ある人？じvあsこっち
から当て蜜すよ．’じゃあs太田君、太田君、培です』あ、お■いします●どのくらいだと恩いますか●
6万．

6万円くらい．は一い．（寧軍書をしていく．）あともう1人、え一、あと2人当てよう．じ苧あ、’Nl1さん●小川さん、どこですか一
●」5、お■いします・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　．
5万．

5万くらい．tt　一一　“．あと、もう1ん多治見さん●

8万．　　　　　，
8万くらい．は一い、ありがとう．じ●あ、広さ、どのくらいか、自信あ晶人？一．tsいねえ．じpあ、山口君．お■いします．広さどれ
くらいかな・どのくらL、オビと恩う？‖だいた‘㌔　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

唐聞だけですか？
屠宴だけ、うん居霊だけ、キ亨チンとかトイレとbS鼻呂とか壱ぬかした広さ．
s畳くらいです」h
s畳くらい●は一い．じ宇あ、吉原きん．吉原きん、お口いLます●
10畳くらい・
IO畳くらい．は一い．あと、もう1人聞こうかな．永田さん．はい．
8畳．

S畳、－tttti、はい、ありがとう．じpあ、今慶京馬どういう牢APtあるか、自Mbる人？じ苧あ、こっ杉から当てtす．鈴木弘太陣
君・ぱい・全昂い言，てってくれ4．寧具］F．け．虞ず．はい．
ベッドと、本■とテーブルと倉翻■、とあと勉強机と楠子．
は一い、ありがとう．食掲■よく坦いついたね．さっきのクラスねえ、食国■出なかったよqこれ以外に寧具あるんじ中ないかなあと思

識灘ラt鶉訟ぺV　F’・　”・テープN・　fiua・　￥”en‘Datlに・”＊nfiFさんどうh，　ts．

あ、タンスみたいな．健い．ありがとう・他にあ6？これだけ．あ6？いい？旺んと？じ●あ、次今度、電化製昌答えてもらおうかな．

どういう●がある耽じ苧あ、大村君、大村祐介君．はい、お■いします．
テレビ、ビデオ、櫓■凋1、エアコン、洗■拍」それだけです・
はい、ありがとう・この他に阿かあ5って言う人いる？どうです］e，・・，，

枚額措とか、5抑埴とかs■■U晩とか・
はい．間違えち苧った．　（申欝をど忘れしてしまった．）違うホ1．すいません．阻違えた字を書くよりひらカ｛なで書唐ますe再胞をさ
らして…　　．ち、こoと、今ど忘t」敬えてくれる人いたらちaoと、敬えてもらいたいけど．まあ、ちょっと、許して．で、こんな■
じでいいかな．じゃあ、量祖したこと．どういうことだと恩う？培か、言ってくれる人？魔か言ってくれないかな？1eてくれないかな
？あんまり、私当てるの好きじ争ないんだ●まNいいや、当てるの好きじゃないんだ．じゃあ、加■くん‘｛1笑いが起こ6●｝何で笑
うの？
櫨艮．

4動臣、軍賃ね・禦賃●モの傭考えた？
学校と、駅とパス個tの日i■』
お一すごいね．他1：t？
店．

店、あ一なるほど．この伯にあるって言う人いる？うんとねえ、京賃、stlAまた1埠｛からの距厚、あと、お店btfiくにあるかっていうこ
と、ちaっと見にくくってごめんね．他にある人？はい、お■いします．
同じです．

同じ？見せて．日んとだ、全く同じでした．他にsいるかな、あるかな．じ“あ、av．　ltさん．劇II知嵐さん、■、櫨．
欠席です．

あ、休み、すご一い．　（■欠席している人壱当てたことにたいして鳳わずでてしまった・・－e｝三浦さん．

日剤畑L
あ、日当たりってことですねえ．．
1；　vあ、このくらいにLますね．棉に、ある人いる？いい？じvあ、実麹、あ、107人にアンケー一ト取りましたモの異培を報告しま一
す。え一とねえ、寧賃1ホ、平均してだいたい、静大生の船fi万円、平均は5万円eで、ね4万b円から6万円、までに集中していたe
だいたい、家賃↓t．’でね、広さは、だいたいの人がe畳か0畳、これtt半々くらいだった．6畳が50覧くらい、8畳も50Nくらいこ
のくらいだった．中にii　10畳の人bいるよ．少しだけど．でね、家鳳半分以上の人が持っている人の襖具をちaoとここに書轟ます
ね．本楕、あと、1タ‘；1　Nコタツ及びテープルあと、ペワド、あと、学習机、あと、倉劉県モれとタンス穎、あのねえ、タンス類、整
瑠タンスと洋鳳掛けと洋四タンス、どれか、いずれかを持っていました．半分PA上の人．で、今度電化■品、テレビ、冷蔵庫、う一んと
ステレオ、CDとOMDとかラジカセとかね、あと、掃除槙、あと、エアコン、あと、ビデオ、で、洗靖鳳コテッま、こ・3ちにもある
けど、で、口子レンジ、を半分以上の人持つていました。いいかな．で、今度盾祖したこと．1位がやうばり、さっき出してくれたね．
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欝窪蜆諦藩ξ晋鑑麗鷲圭畿覧騒∫㍗鎮縦寳璽濠繋；告難鴇編職雛
ニワトパスって知っτいるかな・後で競明するけど・描豊で、遍んだ．で、あと、広さ、あと、新しさ、築伺年になるか、新しさや、日
当たり、さっき出たね、日乱以上です．みんなここ真は気になっているでしょう？違う、そう？苗字で、書けないあの人馬■とか患っ
ている？書ける人ちょっと書いて、みんな書ける、はい、書いて書ける人．まあ、いいや、坦い出すね、あとで．はい、ここまでです．
これが実培です．い」、かな．見える？　　　　　　　　　　　　　　　　　　’i
じvあ、今度はワークシート2を出してください。これはねえ、●N次学生（女子）1人住まいの部■の平面国です．それで、まfAを
見てくさい．Aのところに、パス、トイレ、洗■槙って書いてあ6んですが、ちtっと共岡というの力戦けているので共岡って1台加え
てください・こういう畠垣です．後でビデオを見るので、稜で拍明しますね．次はあと、Cちょと見てください．この1星は、ロフト付
島の部屋で、あと、ユニァトパス、ユニ7トパスっていうのは、この平面図壱みて分かるように、ttスとトイレが一緒のところにあるの
、よくホテルとかであるじ◆んねえ、後でビデオ見せるね．ロフトってわかるかな、撮いたことないねえ．あるか屯．笹で、じ争あ、ビ
デオで嵩明します．で、E見て、これ面白い、面白いところに住んでいるこの子．1　Mptt　II車スペースになっているの．う一ん、考え
られないねえ．う一ん、屯しいねえ。2庸がこうなっているの、2階が居宣．で、この平面掴を見てもらうとわかるように、BとDが問
じ間取りなんだよう，．（＊BとDの1Rの拡大順り図を鳳娠に貼る．）ちiっと、方向が違うけどね．■の方向がh西と南で違うんだ
けど●ちaeと、これ見えにくいんだけど・聞取り甘一緒．問廟りが一緒でも、京具D配置によって、ぜんぜん違うよねえ．‘じが．
モれで今度は、みんtsに…　　、このワークシート3を出してもらいiす．これt±Dと同じ間章りなんですけど、ここに、この下に家具
とか書いてあるから・．これを参考にして、自分で必婁だなあと思うものをここに配■してみてください．色ペンで．bか6、大丈夫？で
、ちょっとi人だけ薗でやってもらいたいと恩います．やってくれる人？いない．じvh、当てます．え一と、清水君、清オ頃．あ、お
■いします．じpあ、．みんなも、やっててねえ．こっち、来てください．　（＊ワークシート3にあるDの寧西居砥大国を貼り、清水君
に包明する．）ここに、眼具の悟・・（O聞豊職れない．）自分の必曇なのだけここに貼ってみτください．
で、もう1回前みてくれるかなあ．この、Dの問取りだと、ここね、片■台戸、こうやって引くドアってわかるかなあ、片NS戸だから
Nこっちのね、凪のように、ここ、B見て、自分のやつ見ていいよ、　Bのところに食書■置いてあるところあるでしょ、片緒白戸だと■
廿ないので、引き戸と考えてもいいですよ、引茜戸、引茜戸っていうのは、bかろよねえ、こう言うやう．｛S真白壱見せる．）引島戸
と考えれば、もしこ二に家具壱■古たい人は置け6ので、モうPって考えてやeてみてもいいです．U，b、やoてみてください．で、
もしもっと付けだしたかったら、自分で家具壱考えてもいいし、寧具の大自さをかえてもいいですよ．（亭清水君に書島たし用のマロ，
ク壱置す．）

で、今まわるので分からなかった、分からなかったところがあ，た人言ってください■　（車机酬●する・）だいたいでいいよ、フリー

；ξ、5讐亘孟え書t詰誇宅三岳警擢縫蒜長鵠培顎漂葬誘丘言三匡蕊㌣鑑‡瓢鶏詰ち文試
をボンって置けばいいし．2マスが、1畳分ですよ、これ、大自さだいたいあ臥下に書いてあるのがムつうの大Sさ．あと、3分くら
いでやうてくれるかな．あ、ありがとう清水君．ちaoと、清水君もう1回来てくれるsごめん．楠水君は、モこに書かなくていいよ・
｛■タンスが棲にならていたりs穂しの上に1化製昌が置いてあったりしたので、質問してみた．）
ここちtoと、見て、ここ旅しね施L台●
いいかな、みんなで白た？浦水君はこうやってやvてくれました．ぺ，ドが東鳳机真ん中、ソフ7も■いてあるねえ、テレピはここ、
ステレオここ、食書0、引台戸と考えてここ置いてくれました・みんな、これと全く同じの人いる？手壱●げて・みんなそれぞれ違うよ
‡1え．う一ん、ちょ・，と員間があるなあ葛．このソファに1■て、庫ったと由テレビ見晶ときって、やっぱ、ソフ7に直oて見たいよね
え．ここに■くと、ちょっと、こうやって、こうやって、ねえ．
モれ．は考Xていませんでした．
考えてください…　　．（＊「モれは考えてください．」と筒こえたので．）はい、ありがとう・まあ、今度こう言うこと、今度の時■
こういうこと、またやってもらうので良く考メLて着いてください●
じゃあ、さeそくですが、笹ろを向いてください．今度、ビデオ見てもらいます．蟄ろ、ごめんねs忙しくて・・㌔
これは、静■tkc！lt！S、この、平両閣に書いてあ6、毎■のビデオを操りました・まず、共同の部■からです・
｛lr」内はビデオのインタビュー、時間●飴で遺中ビデオ壱省略してい6）
r≒繊からどのくらいですか」これ、Aね・　「賛捗で約10分です●」　「周囲の璃ぱ魔ltどうですか」　「近くにコンビニ、スーパー、鼻便
局、パス停、本■などがあり、便判です．あと、道路を挟んで目の菌にお茶畑と田んぼがあり幕ちっいた雰囲気です．」これね、共同だ
から先ず廊下があるの、面白いね、玄関1つ、ちょとよくみていて．「・・たことはなんで1rか」「はい、家賞と学捜からの庖信です．
モして、他の共問下宿と見比べ靖劇■があり生活しやすモうだったからここをWtした．」共伺でも、　tt拍Sれいだったからここを■
んだって．これ、層霊ね．「…　いくらですか」「2万8千円です．この下宿はトイレとお鳳呂が共同なのでこのように家賃が蜜くな
っています．モのため、他の生活費にお金を多くかけ6ことが出来ます．」「工夫している点などありまiep・．」rはい、自分t，一一書菖ち

っけるスペースに・したいので自分の好歯なものを鯵っτUます．また、くつろぐころが出来るように、スベースを十分に取っています．
」これs敏宵夷■の｛と白のだって、中学校2」F生・これトイレ、共同のトイレ．こ嫌■■ね、共鳳これパスhお口呂、播■・こオ」
共同の．こう言う部■もあります．こう言うところに住んでいる人もいます．
今度連う住まい．これBです◆「坂の上にあるので量学屯どに少し大衰です．近くに脚量っているんですけれども、モんなに■音は
聞こえないので、わ｛1あVとDかです‘茶畑に囲まれていて■がありいい竃填だと量います．」　rは一い．」　「近くにスー，t－・など買い
告力tで茜るところがあること、あと、●かな葦培です．」今の、書楓したことね．「粍置O椙のうえです．」ここtt、京貴5万3千円で
す．「…　　島のおみやげです．」「もう1回言って肩7」「・一島のおみやげ一」「だそうです．」r家貴はおいくらですか．」r
5万3千円です．」「広さはどのくらいですか．」「S畳です．」「工夫している点BbりtすPt」「好Oなもが、とりあえずたくさ
んあるので、それをゴチ†ゴチャしないように工夫して鱒っています．」この平i■と煩らし合わせてみると百白いよ；4どこらへんか
な～って、迫ってってみ．だいたい．モうすると、平西図」が■め己ようになってくるよ．今、机だね、学主帆、B嘲机どこかなあ
．西裾のところだね．’パズルがおいてあるところ．「ベランダからの■めがいいです拍え．」「はb、あぺかわの花火など、夏には花火

芋醍枠轄｛、竺把彗三㌣品；卦ト諺1曼議認±糟三誌』藷と芒Σ三宅髭Σ毛セ己狸正隷tlξと晶f

ています●」トイレね．「畳豊がやっぱりありtすねえ．また、パズルがありますねえ．」「かわいいですtu」「洗泡畠の上にも収納
が工夫されています．1」「去年タイに言ったと島の写真です．」「さナが大学生でサねえ．」「いや、モほどでも．・」、r不便な直健あり
蜜す加」「電気のスィ亨チが宝閤の入り口掬にあるので、眉宣からキvチンに入ると古に暗くなってしまって…　　〔」lrち己令と、
閉めてみますね．」　’あ、真e暗ですねえ．」この間扇りBてわかる？このキ亨チン◎ところに富ないじゃんねえ．だから、・欝めち争う
とすごい暗くなち苧うの．玄Nのところにスイ，チがあるんだよ．ちょeとこれみて．「玄■●ここにあ基からですね】」口宣から蛸

阜織‡謡ε蒜㍊爵か」r自繍で1。鍵歩仏2蹴らsd分くらいかかり粘」馳．醐品酬う
て、いろいろあるから．ちaoと、飛ばします．　r郎■にインターホンがついていて安全だなというところとsあと、壇■とかのとSl
階より2階の方が安全かなと厘って2Mにしました．」「これポインターホンですね．」「ltu、モうですんね．」「寧貴社おいくらで
　　　　「5万5千円です．」ここが一書高い．Cのところは5万5千円．」「広き口どのくらいですか．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r6畳です色、あと、ロコすか．」
トが1畳くらい。」ロフト見ていてね．ロフトってどういうのbl階貴があって、こうなってい6これがロフトです．イメージbくかts
．「工夫している点ほあります】h」「郁口に噸Mのスペースが少ないので、そのまま、こうもの」を担いてあることが多いんですけど、人
力t来たと轟などは布を掛けたりなどして、見えないように目■す6ようにしています．あと、自分の趣鯵というか自分の好島tsも●モい
っぱい並ぺて置いてありtす．」今度の時間には、みんなに、今臥家具Φ配■だけだったんですけど、今度は端とかも考えてもらい

脇↑語↑艘1隷誌1諸巌玉三鵠言訟f書罐潟；F宅封誌ξ±錺を警量誌．「㌣鑓
｝砦ご舗芝鑓濾讐鴇㌣晶醇㌣晶き鑓墓読腎雛竺謡‡齢話讐監‡馨昇群三子匡と董讐；：
西日．」「はい．」「爾が降ったときに、この箪の●聞とか、ドアの原聞と▲あの、あと郵便曼けの埴聞から、二うhMJSubt入ってO
てしまoて、この玄関の土聞のところがすごい結欄隊びだしになってしまったり、あと、抑履杓もホびだしになったりして、ちtoと、
モういう時は、爾の日はすごい困ります●」これトイレポ1●これuPta二　7トパス・いい？平i間ちょっと見てみて・トイレと釦口呂・一
緒になっているねえ●ちioと、こういう‘じです．見てみてください．「シャワーA一テンをすごい、、気に入っk告を買ってちょっ
　　　　　　　　　　　rかわいいですねえ．」rはい、とても気に入ってUt†．」とsヱ夫しています．」
「大学までどのくらいかかりますか・」　「自転車だと10分くらいで貸歩だと、」これDホ1●Dの間扇り、いい、轟・てくださし㌔周囲0
　　　　　　　　　「学校から少し遠い以外は、すぐ…　　カ｛ある．」　「1人住まいの楓■を迫んだときに■順し±二とぱ有ですib－，，，，」環境ttどうですか．
「ちょうど藪神熾雌あったとさで、酎襲性壱考えまLた．あと、おi呂とトイレか別になっている二と壱考えtした●」「宏賃＃お
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　牌　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　r工夫している慮はあります1！㌧」いくらです加」「5万2千5百えんです．」「広さは、どれくらいです恥」「Q畳です．」

と襟織蒜聖t翫熱ご匙蹴美え婁澄鴇き÷鍵響籍鑑梧‡言｛品ご濫玲
舗ご1需；手ご話昇灘曇曇ご二論已鞘』なってい趣2論え、モPt剛ちょとみて・・T．「…はど
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60

63

65

TS3

T　s’4

うですts」「大学生が近くに少ないのでとても静かです．」罵圃の環境はまあ、みんなと同じくらい．ここは、1階の入り口ね。階量
あるでし1、そこ0階艮から珀っていてみ・　1階から、畳ってい古tす●　「いきなり階量なんです83え●」　rモうなんです●」　r階段が

培二三ミ崇長ρ門競旨ご工詩裏手雷］‡諸1講㌔も「書竺掃己聾銘ま野『纈丁欝霜‡登圭

言農鍔」織嗣詫1手認ぱ誇裳悟｛よ疏綜ご皇壁欝羅1脇ぱ響十誓慕野あ岳鮭醇踊
何ですかs」「これ甘、スパイス入れなんですけれども、私口このなかにポピンなどを入れて、jごめんね、時間がないので飛ばします
・ここ鼻呂肘こい広い．「かなり広いですねえ．」rはい、そうなんです．」

認罐葦誌講讐織鑓議宅議よ禦ξ盟鐘控遮翻占認i鑑†講；、織ごの問
「ネコが沢山いることと、コンビニPパス停が近いので侵利で寸．」　「本当に静かでサねえ．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「はい．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1人住まいの毬星を遣んだ
とOI匡貢楓し1たこと健有ですjetr・，，，」　「ま「ず、搭槽とトイレカ4セパートiだったこと、あとN大学から少し虐れていること、あと、部置が2

陪にあることと、部虐の大白さPt　8畳という十分な大8さだったこととs最後に芭から1士山が見え6こと．」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「いっも櫨この■匡からみ
えδんですねえ．今日Bち占っと・」「広さはどのくらいですか．」「部屋の日うはβ畳です．」「すっ島りしていますねえ。」ビデオ
見なカ4ら書くとビデオ●ことばっかりになoち守うけど、このビデオ見6Nのことも書いてください．印象に農ってい6こと・rエ夫し

櫻鵠毅論蒜讐雷‡ξ‡認1誤r臨∫1’惜罐『ゴ悟鵠響三丁゜‘’ているということ？t’
ちaeと、書島ながらでいいから■いてください●今度の時■k　2年8担では、10ヨの3コマ目、もう一度授章をやらせていただ吉ま
す．モれで、モの時D笹半、授婁の■半に、1人暮らしをするとしたらどういう住み方をしたいかを考えてもらい、今日は牢Aだけだっ
たんですけれど、配■しただけだったんですけれどもs色を考えてたb、あと装持品とかも、考えてもらいます．モれを、平面国だけじ
宇なくって、平面■s上からみた国と自唱の中から績をみた回、わかるかな、■N■白たいに、そういう‘じ1吟1賄いてもらうので、
芭山｝華壱必ず持っτきてください・10圓のSコマ目、お■いし虫す・（●チャイムが鳴ろ●）ちょっと、2分菓長させてくださ」㌔ご
めんね、10日●Sコマめ、モれで、今1の授章tでにいろいろな佑鯵をみt－bsあと家具どういうのがあるかなっていうのを考えてお
くと、今1の時間すんなり入れると厘います．じ苧あ、轄わりにします．モれで担出してもらうのは、事前アンケーk事前冑査と、ワ
ークシート1とS、ってことは2以外ワークシート2以外、すべて担出してもらいます．いいですPtまだ、ち争んと書けてない人は、
蟄でいいので、稜で担出してください．
（申笹わりの挨拶壱する●）
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授　某　の　疏　れ

　【4t始まりの嬢拶をする・｝
増田番槍と申し蜜す・卒集始文で象庭科の住生活領埴の研寛をやります．モれで、今回2年1組のみなさま、みんtsに2コマもらって授
靖をやらせていただ8ます．どうぞよろしくお■いいたします・さっそくですが、これから10分間ちiとNこの事薗アンケート壬、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（
車遅剤してしまoた生稜bt入って島たため、笑いが起ころ．〕今からこれを配りますのT、10分uaでPeてください．わから屯いこと
があったらちょと、聞いてください．
　（章v蘭MEと資事斗を配6．）
あまり考え屯いで、やうてください．あ直ったら、笹うに置いておいてください．分から屯い人います？ぺっに、”高とかぜんぜん聾鳳
ありま廿んから里’3たとおりにやってください．10分くらいででSますか．わからない内寝があeたら手を上げてください．いStす
．（申机間逼裡す轟．♪みんti、水泳浪わoたあとで度れているね・でも、頑彊ってください・ビデオ、撤っていますよ．
操っているの？（ビースをしだす．）
はいNやってください●アンケート．時聞bt迫って島ま寸’．今日U、■り沢山あろので．この時計で、後15分直でにやeてくだ古い．
お口いします・頑彊って・あと、6分で・あまり、考えないで且ったことを．●噴虹い出せなかったら皿い出廿たところ］PSけ書いてくだ
さい．モこで、ちょと時間かかかってしまうと里うので．月嘩校で学んだこと、中轍で学んだことというところは、恩い出したことだ
げでけっこうです．でSた人は、■いておいてください●擾章の最後に回収します．なくさ屯いで、■いておいてください．静かで、■
しいです．最後まで、静かに聞いてください．お口いします．
ちloと、書1ナた人もいるので、いったんこっちを見てださい・ワークシート3枚配りました．この1暑燈切の、●間大学生の一一．一人住ま
いの寅態というワ・一クシrトに］と書いてください．で、21t±この平面因がいっぱい書いてある●周嶋生｛女子の一人住まいOBi
の平面団）これが、　　　　　　　　　2です●で、姐りbt　Sです●ちょと、で白た人h手壱亭i虜てくだきい噂アンケート・　（■2，8人だ‘，・）1だだね
・は一い・笹・2分くらいでで古なそうな人手を亭げてください．0．K？じ中あ、15分にtS　eたら切ります．（■ワークシートの書
号が付けられていJSい人がいた．⊃ごめんね、さo白早口でいったので分からない人がいたので、もう一度言います◆　｛中略｝あと、2
0秒で接わりにしi肇す．もし、で島なかoた人ぱ授■の合聞にやってください．最後に、回収します．次は、お星tiので、時閲どおり
荘わるようにjimotす．じ争あ、日わりにしてください．モれ1主書で回収す6⑪で、増の日うに■いておいてください．まだやって
いない人は、授集巾合間にやってください．ありがとうございます．
14書の、アンケ・一トの14書でお聞Sしたんですけれども、将来一人暮らしをしてみたい人ちaoと手を挙げてみて．あ、巴とんどだ
ね．予想どうり．泓も高檀のとt一人幕らLをいヒくて、私は出身由慣野なのだ4，れど、今●問1一人5らしをしてい直†．今日は、●
問大学生の一人住：Eいの真■ということで，fi大学の107人にアンケートを取って島tした．　tず、みなきんに京賃と、ワークシート
の1を出してくだきい、広さと、寧A、m化翼品、と後なんだった1ま、下宙を訣める■に書槙したことsi何か【以上を書いた■用蟹を萬
板に貼る）ということをまずs予想をたててもらいたいと恩いtす．ワークシートに予頚をたててみてください．京賃はどのくらいか屯
？どうだろうね．予想してみて．みんな、書■大学なんて行自たくtSVKと屋ってU6でしs？榔ここの大学生だから、　D魔大学生に
屯ったっもりで考えてみてください．わからなかったら、？で、いいですよ．忙Lいけど、20分までにやってくれるかts？（●帆間遭
視すろ．）わかんない」輪私も大学入るまでsまったく牢貴」粘、くらかなんて分からなかった．あ、ごめん、忘れた、すいま廿ん．ここ
の、予想のところ、どのようts京A、竃化N品があるかな、というところ■が小さいので、家真の日う壬右■の下に書いτください．相
験しなくτも、自分力t恩oたとおりでいいよ．一一つお■いがありま†・真■壱覚裳したあと予想壬度えないでくださいというかs書e直
さないでくださいね．ぜんffん、恥ずかしくないから、的外れなこと書いても．まだ、もうちょと時蘭敬しいなと1う人は手壱亭efてく

ださい．いいんです加いい？もうちょっと時聞隠しい人手をあげて．はいeじ争あ、笹もうL2分でお■いLます．
じ，、モろモろ、こっち壱向いてください．注目Lてください．も、予恒はモこまで．章貴●予姐だれかに、言ってもらいます●自信あ
る人？じ，あ、こっちから当てます．暁め晶直字め人当てtす．川上S、いくら？
6万くらい．（＊桓書していく．）
5万くらい．3人くらいに■いてみようかな．じ争あ、今度女の1：、木田さん．
7万くらい．
r万くらい．はい．時聞がないから、2人にしま寸．今度臥広さ、何畳あるか・な？自信あ6人？いないね．じ？あ、古田君．
5万円．
（＊笑いb｛ilこ品）

あNごめんなさい．広さだよ．広さは？何畳ぐらいかな？いいよ、白分が量った●でいいよ．恥ずかしくないよ．
s畳．

8畳・は一い・居宣だげね、こオ」じ宇あ、4置精沢きん・お■いし直す・
．10畳．
tt一い．じ苧あ、家鳳家A、皿いっいた人、一人でいいや、時■がないので、では、島井君．■かな．はい．お■いしtt．全恒書っ
てください．
コタツ、机、椅子・
書いたの全口喧って．
接わりです●　　・

（s笑いが起こるo）
ありがとう．いいよ●じ雫あ、もう一人、鈴本さんお■いし富す●寧具⑭目うで付1，出しがあったら、お口いしtす●
本■」たんす、■・，ぺ亨ド●

ありがとう．他にあ晶よという人いる？じ苧あ、次、電化■品、戸塚君お■‘、LまT．

エアコン●
どんどん言ってって●
ありません．

ありがとう●じ申あ、早川さん●
電子レンロ、チレピ、冷■」』
ごめん字が小白くτ■与●人見えないと屋うから良く■白取ってね．じ●あ、今口｛は下●をする■に口■したこと壱劃，大人いるかts？

こっちから当てます・え一と、永井君・
牢賃・広さ・交逼・手貴・

ありがとう・交■手良って例え信、どういうこと●－L．
駅までとか、Sttlまで．
ありbCとう．モの也にある人い6？
培肩年．

培’てこれでいいんで寸よねえ・自信ないです．
　　　　　　｛●笑いが起こる臼）いいで一す．
あe一じ“あ、■kたアンケート結皐を融します．真■で†よ．ぽ賃Pts早均してなんとこの人正飾、正解b伺btsいけど、6万円で
す．書いていoて』早均す6と5万円で、，万5千円～6万円tでに集中していtした書アンケート■査で健．で、4度広さ．6畳と・

璽‡繕雷とP：籍縫」；響罐詰笑銘㍊語計野畳∫購茎；ご識㌔苔雰あ琵2遠盆辮譲5

罐：鑑鵠：芒識匡三ζ鶴ま；、2遠鴛臨惜醒¶｝f㌍と髭ご註手雷』；擢R量諸t辮と

認精三±し餅諺守鷲縦㌍號㌣繍蕊舘当霊圷話鑓≒三を肇L讐｛㌣齢鍵盆惜三藻
彊してい庄す・テレビ、冷n碑、’スチレオ、掃■槙、揚■哺も必興だね、エアコン、ピヂオh一人暮らLはaしい●で日っこうピザオ持
っている人多いですよ●洗■口、電子レンロ、以上です．1〈tとPtVoitt，あoてkたいへんだね．で、あと1主置担したことだね．
一書は、大学までめ距■でLた．やっぱり、近い日うbl－・い　bんね．見えるかな、下●日う．大丈夫かな．2位が寧貴．モうだね．　S位
がえ一と、　トイレと濡宣pr別4＝あ6かoで、もう一一但広さが4位●　54釦枯新しさ・と、日当たり・以上で「ナ，コ事自口、もっと色々■ぺ1た

器蟄㌍霧峠雛認欝陛忠竺霞甦遠麗『難誌：毅fl殼鹸鵠τ野詰話㌣諸、ト仇龍
1聲Σ名嗣閂龍鰭量誌識忠三想遵ご1瀧！、晋畿」這‡geL1霞哩ε濃ξ；・ぢ1醸
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34

3e

38

39

42

4G

S1

52

fi　5

5●

1●0直“6

T22

T？3

T叶

T25

Tユ晶

T37
Tユ●

の郁回です．女子学｛Eの部垣だけなんですけど、これは．ちょと、CをRてください。　Cは、ロフト付き．ロフトうてわかるかな．大丈
夫．分からない人手毛準げて．　（卓1、2名手を挙げる。）‘iLbeロフトというの‘」ね、屋槻裏部屋というのかな、屋根．KSZみたいts
陪じで、同じ居室のIS　biに1段oていうのかな、後でビデオを見廿るので、うまく言遣で説明できないので。　Lやあ、次はE．　E口おも
しろいよ◆1階がね．駐車スペースになっていて、2階が居室になっているの．これ続めうかな．借段があるでしょ、1から常段を皇う
て占たところに闇室があるのおもしろいよね．見て分かると思う」ナど、BとD伺じ聞取りtsの、惑の位■が連うだけ・　（1凪とDの部屋

燃蹴『禦控言鑓庄二量響∫通三蝶贈‡巽誓斑鷲；織晶εモみよ5、．（，．。卵、ねべ．
　ドとかソフアとかの大轟さ麿いてあるよね、これを参考にして、BとD閲取りが一緒なのだけれどSSTJが違うとぜんぜん麟じが違く臼・
るの、で、自分でら，tと住んだと仮定して、ここにあるのだ’，じ↑なくていいから、ここにあるの全聞使わなくてもいい、伺えst、ピア
　ノはいらtsいから使わないとか、いい？自分で必聾だなと坦うものをこのこのMSJbtりのというかiド面図があるよね、ここに書いてくtlさ
い．2マスが1畳です．ちょっと書いてみて．色ペンで書いてもらえると娼しいな．ある人は、赤か、青かで．ごめん、本当に時簡がt
いから後2分か3分でばばぱっと．特別の…　　というか…　林君て雄・林君だけはここにやってもらいます．｛tワークシート3に
あるDの平面図の掴R　7く図を鳳板に貼る．）これせっかく作ったからやってほしいの．ごめんね．ここに来てこれがあるので（亭箪真のマ
グネワト）貼ってください．もL、他に必翼なものがあったらこれで書いてくださいg　（亭マジ亨クを置す．｝
林君が終わったらみんなもで島たとみなLてしいます・　（車机間指導する｝あ、ごめん今時間ないから告差Lで書かなくていいや．あ、
モうだ、中断させてごめんね、この間取りだとねここね｛亭平面図Dの居宣に入る戸を示す．，　片閲島戸になっているよね、片開島戸
というのはこういうやつね｛卓輿■にある片開S戸を示す．）　ここにB口、負題掴■いてい6よね、置けなくtsっち’うから（＊平面
図Dの唐童に入る戸を示す．）ここにもし何か■きたいと考える人はここを引き戸と考えていいです．引き戸と言うのは、これです．
＊貰口にあ6引占戸を・示rll’．）がらがら．で、今度引歯戸になるとこ二にものが■けますよね．ここにものを置占たい人は、引占戸と考
、えて寂具を■いてください．わかりますか．大丈夫？
ありがとう．おっ、すごいね．　（事　＃君beすでにで古ていた．）どうかな、これとみんな同じになった？同じ人いるかな．岡じ人手を亭
げて．みんti、　Pっ‘1り違くな晶⇔．　tねしち一いけないよ、自分で考えて．じtあ、これは峰わりにし1す．4Kも、忙しいよ．みん
ないっ廿いに後ろを向いてください．ビデオをみます．
　｛申ワークシート2のA～Fの部置や周囲の瑠壇の撮子と、そこに柱んでい6学生に」周囲の田壇について、人層する■重祖したこと、

軍賃、工夫している点などをインターピュしたVTRを見てもらう・）
これが▲の昂■です・ワークシート2を見なカ4ら・…
後ろの人、見え屯かうたら前に来ていいですよ・
これが、Aの図ね．パス、トイレN洗靖勘｛共同の～口．
笹ろの人、■こえる？
ここが、入り口、二こカし■下…　　（＊よく■島取れない．ハ
2万8千円、安いね．
光って、見える？後ろの人．
みんな、見てる？後るの人見てV6？
今のは、トイレ、共同のお旦呂．
これ、Bね．
かわいいでLi、この厚置．
平面園わかるかな…　　（事よく聞自取れ屯い．）眉らし合わせてみて．
玄■入ったところにスイッチがあるから…　　（■よく凹S取れない．）
これが、Cのロフトb：ある軍です．
ここちょっと、みていてね．居宣のとこるに階歯があっτ、2蹟べ7ドみたいだね．これ由t、ロ7トです．
竈の位■について槍丘4　（＊よく醐魯取れないところ枯、略．ハ
これ値、ユニ亨トパヌ，といってお旦呂とトイレが同じ所にあるの．あの、アメリカ、ホテルとか泊まるとこういうのあるね．

これ1主D．BとD間取りがだいたい一緒です．
工夫している乱寧具を木で全86籠一しているところだって．全駆本だとなんかいい艦じだよね●
で、Eね．
ここが駐車スペースです己ここが1階2　MPt居實です．
セパレートというlt、お皿呂とトイレが別白ということで寸’．
こtLトイレ、和式で寸●
洗い塙広いね．

最輪Pです．
梼口にしていたらい㌦’けど、汚いやだね、ガラスの戸だから宅A梗の人とか未たらti　b，見えち，うn．

（章VTRと同時に臣しているので良く聞8取れない．ハ
はいs以上です．机を●かLい6と時聞ないので…　　．ワークシート1を出してください．ワークシート1K授Mの」副翌と書いてある
ところありますね．モこに、今日授婁を通して印象に日ったことや、住まいへの闘心に彦●を与えたことなどを中心に後5分で廠田を書
いてください．後6分じptiいね、稜、4分．
みんなのお昼休みの時間の2分だ‘，ください．まだ、■想書けないよね
書けた人手を事げてく．ださい●　｛＊2，3人．）まだだ43．
ちょといいかな．膏度の略閲、2年？梱では、11日の5コマ目もう1度授巣をやら廿てもらいます．お■いします．それで、後半に1
人暮らしをす6とLたらどういう住み方壱したいかを考えてもらいます．今日やうたのは、京具、m化蓑品の配置だ6，だったんでTけれ
ど6、今度臥そこに色を入れてもらったり後、蓑持品あの、蛤とかまあtsんでもいいんです」ナれども、そういうこともやoてもらいま
寸．モれで、平面図ピ，なくて、腐開団とい・，て、上からみた臥とSRのなかから櫨から見た団を書いてもらいます．で、今Kの時間
までに、いろんな抱鯵とか見ておけばスムーズに行くと里います．あと阜Aとかの大ぎさとかはかっておけばこの時間■皐にでS6と思
います・色始筆今or．　；必ず持r｝て白てください．11日のEコ？目、いい、色鯖草お口いします．あとs韓鯵とか持って吉てもいいです
．で、授皐襲わr3たらアンケートの、アンケートとワークシート1と3　ti　ts集thます．じ苧あ、お■いします．　【＊ちょうど、チャイム
が鳴晶．）前を向いて；ください．

｛＊鰭わりの挨拶をする■）
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授業②203HR授業記録

時問

00

01

03

04

05

OS

10

12

13

！5

17

兜言者

T1

T2

T3

T4

T5

Te

T7

Ts

T9

T10

T11

擾 嵩 の 捷 れ

ヒ
　
よす

⌒運麟燕欝竃…
口託㌣継髭鑓蠕緊詰晋控桂…㌶鷺⌒竃欝鵠酋

鵬驚麟蹴㌶鐘魏懸賠弘

…謂鑓蟹愁雛鷲款㍍誌馳

螢竈繋鯉灘鐙…懸
懸議鳳蕊憲脇灘撰綱賊）£雛

分蘭とす0のごま4こ亘り駒、鄭あではーも
スの、童

パうは描らいて同かとし共

鶏竪
」°です

゜すれま

すでそり
で霊◆あん2いがい4た宣近はい搭と富だの

趨錨
みーで一

、°いに

13
ｷら■

れでくア
こ■じロ

゜4岡フ

すはは各
ス居広が

ハ2いん
ア゜させケがだまう富くり

い居て・あ

丸賊膏“肝弼………
蓄ゆ→噺鵠齢野

麟
齢甜離巽蝿躍濡謎盟靖雲荘軌離欝懸誌雛饗晶㌍讐猷鐘隷ユ晶己巽詰薩卦晶蒜銘

議議甑螢蕊灘噸欝眠蟷購露…欝議

認枯詰瓢吾諸詮輔ぽ亮麟甦門ω古告歌吐ほ違賭＆酬

齢耀…欝工
舳醤か甦農縣麟鑑諾器綴言紹繋誘認瀧撒

一いす43行

、すまれを

は、いこ道れあて゜－

°とさまら

討鵠認い、にせこ紅蒜票
かこを面い■くと畳とが置ン、ろ

聾竃辮籠殿繰㌶懸懸壷選羅竃誤綴蒜㌍協濤拓蒜緬

すし惇葛付聾れ

いそり人榛島鯵

竃≧｛難鍵灘｛難

鍵〔欝≧㌶㎜鞭⌒…難嶽議墨㌶蹴崩蹴運……工灘⌒認ぷ㌶…灘…

、にん、と

まん

盲樽を亨シが

糟㌣晶
モ帖のた゜の

　、のくますめ

孫蕩曇藤獣蘂いすれ
竪情慧嵐±誌語郡語蕩浅鯖

晶紹鵠鵬誌欝蹴髄鍵㌫蒜灘罵諾議脳選竃嬬麗捷靴乱㌶緬告離国の埋仏顕

れりとら埴然じ壱悼信れ枯をモ子人り様

、四の

れる口ら来部真、し
にりど族おな京てる

たLいいかて

　　＝鵠
欄裨�｣ぽ⌒璽㌶灘羅⌒蕪蕪欝＝灘…㌶…嚥誌礫㌶…灘

一35一



19

21

24
6亨・

2D

31

32

34

35

40

fi　3

だ0匡“

T12

TlS

T14

T15
Tle
TlT

T18

T19

T20

T21

T22

T28

T24

T25
↑26

所雌已◆う，、，・tt、rPt．モれe．あっtら・s“ので、今回はなしにし軌鳳跳認三』三鐘㍑鑓｛野櫻響

とですね、あとカーペvトを敷くかそのいずれかを適んでください．で、A，　B，　C，．を今度遣んでもらうんですけれど、遇んだ理由と
、どう住みたいか、自分の生活を、どういう生活をするか、あとこうだったらこの部屋はもっといいのになあと言うことを文章で書いて
ください．■条書きでも構いません．で、書良吉れない船は、裏に1いてくださいe，色舶筆を忘れちゃったと言う人がいるんですけれ
ども、もし、友遠に剖りれなかったら、色ぬらなくていいので、ここは何色と、言葉で書いてください。京具やカーテン、壁などにも色
を入れてください．で、冷■庫は、だいたい擁しの櫨1：■くようになっていますが、まあ、居蜜に置きたいという人tt■いてもいいけど
、モの理由とか書いてくださL㌔
で、今度●斜6．ち」oと借を書いてみました．皆料6．■ですね．これはBを書いてみました．あのこの文章は●で参考にしてくださ
い．で、量がありますよ‡Lこうや，て■いた状■になっていまナよね平面閣が。この壁っていうのは、居童のtiかからこうやって樋か
ら見た図、分からない人います．大丈夫．書けるかな．■しい、大丈夫．いいかな。倒えば、これが（事鳳板楠し）タンスだとします．
S－i国っていうのは上から見た面だからこうなるよね．いい．でもN措から見るとこうたっているから…　　。この図を見れU分かると
且うけど、ピアノ見て、上から見るこうttけれど、横から見6こう、こんなSじ。あとコ団■とか．モういうもの書いてもらいt「す．この
貝■図を書くことによって、京具の高さなどもわかるよね．だから今回こうやって書いてもらうことにしました。じ宇あ、これを参考に
してください・　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；
で、また聾料6に5どってください．で、モこに1畳の大豊きとかちtとわかりにくいと思うんですけれど、これも春考にしてください
●51Pが0．8マスです●この小さいマスが．さっそく、じpあA，　B，．Cすぺて配うてあるので、そこから自分が住みたいなあと思う
もの、もし全郎やだなあと恩ったら、まだましだなと思うものを1つ週んでモこに書いてください．どのように艮N図、この前凍具の配
■だけはやったので茸いたい書けるかな．さっそく、はじめてくEさい．それで、資料S、4も配ったので、あのsもし参考にしたかo
たら見てください・いろいろのってL・うんで・で・京具の場合なんでサけれUS、全■噺しく買わなくrs、　＊当に真llre考えると、軍
にある家Aとか1人1らしす6ときそれを持っていoて、モれを使ったりもで吉るから、モういうことも考えて．4年間だけだから．あ
との妬理とか困るよね．そういうのも考えてやoた方がためになるかもしれないうよ．

　しています。タンスの上や掴の上、壁面などには自分で作ったという手芸の作品を所狭しと飾ってあり、手芸用の材料や遭具類は、テレ
ビ前にある掴の上に禎み貢なって■かれています。（＊シート●）これがこの方由t作った人形です．アンパンマンですねeこの花も作っ
たそうです．折り紙と毛糸で●｛＊シート●ハあと、このマリア像も毛糸で作oたモうです。（＊シート●）さっき、テレビの前の手芸
用の道具や材料ロカ4壇み重ねてあi5というのは、これです．こんな‘じで積み■t　oています．手芸が多くの材料を用いるために、モれ
を収納するためのスペースの直保が必要になってくるためからか、手芸という生き甲嬰に重きを置くことによって生活が圧迫されている
ように患われます．けっこうごちゃごちゃしていますよんねえ．まあ、挟いということもあるかもしれませんが．本当に生き甲斐だけの
郎■みたいな感じでナね．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
今度は住まいの蓑飾について…　　（＊パイクの官でよく聞こえtい）あ、すいません．その前にごめんなさい．生き甲斐が友人と遊ぷ
ことである、入居者についてちょっといいですか．　（1シート●）居室に置かれている棚や整理箱などに布などをかけて目■しをしてい
ます．これは、友人，よどが居宣へ遊びにくることの多いと患われる入層者にとって、見えては困るもの屯ど，例えば押し入れには入りき
らない衣括などの㎜を迫るための手段の1うであると考えられます．また、比較的摸具は少なめで、居蜜内のゆとりの空間を広く■保
している様子が伺えます・これも、友人などの接客においてs居室郎分を広く■保しておく必喪からではないかと思われます。　（＊シー
トO）顧やtu折り紙の小鞠嘱、人形、ハンカチなどその屠量によって様々屯装飾がなされていたり、（牢シート●）あと、鉢櫨えなど
が置かれています．このことから、入居者の住まいに対する着極的な関わりが続み取n6といえ、友人を居室に招くといった行為が、住
まいの襲いを助長しtい6ので健ないかと考えられtすe友培を呼ぷことによoて、部iを飾ろうとか、あと見られたくないものをこう
やって、布で屋したりとか、友迫と色々何かをやるために、眉室の空間を、スベースをとっているって言う例です．
じ“あ、すいません．今度、蜘晦状況です．さっき言った…　．（‡シート●）これは、玄闘に鯵り槙が■か払モの上に花や人形が
飾られている様子です．これは扉です．玄闘のところに飾り垣が殴けられています．　（＊シート●）先程もありまLたが、こ払トイレ
のなかです．広いトイレ内に掴をお台、その上に人形や＃品を置善、個性のあ6幕ちついた空間にしてあります．ここら辺にトイレがあ
るんですけれども、ちょっと見えにくいです1ナれどが、これがトイレです．ちょっとぜんぜん関係ないんですけど、これは何でしaうか
．｛章トイレ内のテスリを指す．）何のためにあるのでしょうか．分かる人？大学生の日うにはなかったよねえ．テスリとか必婁な人い
るよねえ．これがパリアフリーっていうよね．段豊だけじ◆なくってチスリとかも…　　ついていtす．ものとかを■かなければ車橋子
でも使用1S6ようにできています．このように、この住まい方はλ居者の鍵喋を最大印にいかすために梗い■手を考直した上手な収納
・整Nあるいは住みこなしが実現されているといえます．
で．今度は居宣のなか。居豊内装飾にはs花や木s置物や小告を節るという状況が多く見られますeまた、ランプを置くなどする入居者
もいました．【＊シートΦ、32、33）これ櫨、整理ダンスの上に人影ケースがおかれている様子です。大学生のにttこんなのなかったよ
ね。こういうふうに小告を■いtり生け花をしたり…　　こういうふうに花te飾ったり（Sシート聞）こう言うふうに抽っています。ケ
ァハウスの様子は以上で鰹わります．じゃあ、前をむいてください．じ争あ、カーテンをNけてください。ちょっと暗いね。　（＊1気を
っける．〕

じ苧あ、賓料1をもう1回出してください．裏に授藁の1想、これはOHPを見てもらいましたね．ケアハウスのその感想を自由に書い
てくださL㌔今から5分程度取ります．この1暗計で30粉くらいまでにお口いします．稜で、提出してもらいます。
書いている造中でごめんなさい．あの、今日色軸筆を忘れち争ったという人、手を亭げてください．Itいeありがとうございます。
書けた人は切り雇して加いてください．稜で、すぐ出せるように切り取り」■から、でs飛ばさないようにLてください。（こに書いてあ
る胎わかりますか．スノーレ，ツです．飛ばさないように気をつけてくださいね．机のなかに入れておくといいですね．
では、先に拍明しち“いますね．さっき机のなに入れておいた賓科を全て出してください．で、N料1はもう使わないので机の中に入れ
てSbて結楠です．飛ばさないように気をつけてくださいね．責料4を出してください．この前ね、このクラスにはいたか屯？寮に住み
たいと百う生笹、寮に住みたいという人がいたので、あの、D貴大学生袷の費料から、私力｛入学したときにいただいたものから、ちょと
色々鐸して毒tした．で、あの一マジックでかこんであ6ところちtっと、見てください．9N大学の寮は、1人あたま5畳で机とぺ亨
ドがあるので、自由に使えるが、スベースが順られてくる・本当に狭いんですよ・4人部嵐なんですよ。20畳の大島屯部星に4人で相
1やというのが基本です．で6、1の賠力はなんといっても、家黄力t安いということです．今回寮も入れようと恩ったんですけども、寮
の場合i当にスペースが狭くって、ぺ亨ドと机もう、元からあるので今回M寮st、省力ました．寮に住みたいという人がごめんなさい．
じoあ、いいですか．次は責料5をだしてください．今度みんなに書いてもらうよ．蛮料5、5です．これです．切れていてよくわから
ないね．（章5という数宇が切れていた．）この．A，　B，　Cからって書いてあるやつね．みていない人いる一。いいこれ出してね．資
fi　5．かoた6いな1一と組“ているかもしれないけど、はい冠碩って、項彊って、お昼前だからね…　　．え一と、　A，　B，　Cから1
っ住みたいと思うものを迎び住まい方を考えてみまLaうというこてで、みんなに考えてもらいます。で、今回it、コンセット、スイ亨
チの位置は考えないようにします・昔逼だったらコンセ亨ト、スイ亨チの位■が決ま

き言雰ξ誌i魏毛≧石毛ぎ麹認蒜ぎ緊㌫鷲務言響ε；藍晶堤誉鮎』♀葺±逼輻麟砦緯諄錨f‡
もらって、出来ない人6ま、未逼までに自分でいいtと恩うぐらいまで、こんなに細かく．なくてもいいですからね、Bみたいにほんとにも
っとおおざっぱでいいですよ．さっモく、はじめてください．まf遣んでね．今、1人ずうまbっていくね、時聞があるから。その時に
底頚を出しτください．何か質聞Ptあったら1っτくNさい．（＊机聞槌をす己．〕
あ一ごめんまた、大きな間違えをしてしましました．ごめん．ありがとう。BとC、逆でした。大航［間違えでごめん屯さい．これ、逆
に』てください・Ceあ・Cをモのtまで・ワークシートBをCにしてください．　CをBにいますぐ慶えち，って。ごめんね。もう1回
いっね．賢料5にかいてあるA．B．　Cとワークシートに1枚’ずつかいたやつがアルファペ，ド違います．間違えました．ごめんttさい
．で、こっちのカをi“本にしてください．だから、BとCが逆でワークシートの已うをBをCに衰えてください．大丈夫．ワークシート
の方をだけだして、Cを臥BをCに書きかえて、何も考えfにこれをBをCにCをBにして．【申机間脂導中に今麓明したこともも違
っていたことがわかる．）
ごめんね．すっごく楓乱させて．今言ったことは全1忘れて、全部わすれて、全田なし、もう1回新たに言います。ぜんぜん違うことい
うからよく聞いてて・いくよ●1回しか言わないよ●え一と、ただ間違えたのは、モのBの図とCの図、図だ‘ナを交換してください。あ
とは、あっています．この賢科5のBとCのこの平面国だけを交換していただければ、この下に書いてあるものとこれは同じです。わか
た？ごめんね．これで時間取るなんて恩わなかった．（＊簡違えを飯書’ナる．）これだIJ度えて書いてくださし㌔あとは、ごめんね最初
にワークシートCをeにとかわけわからないこと言ったけどNモれ、また情しておいてください．いい？これだけ、これだけ直してくれ
tut有に　6やらなくていいです．費料5のBとCの平面図だけ交換．そうすれば全却あっている。ごめんね．みんな．これで時問取6と
は・・㌔あと、最初に言ったことは全部忘れてね・ちaoと、まわっていきますね．
（＊机間指導すろ）

大きさとかは、資科Sのところに1マスがとかいろいろ書いてあるから、モれを見ると、すぐ書けると恩うよ。何えば、40　IPの正方形
、40x40の椅子を置白たいとしたら、2．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2マス、この小さいマスで2．2ます．、
テストって近くないよね．大丈夫？テスト近い？これ出来tiかっhらっていうA自分が納得いかtsかったらJtti1の木■Hlでにやって

璽磯ま勘鵠瞥禦』ふ1』ぞ語こ㌶9璽蕊砦軸緬け暢・たほうが…・う一ん「eMe“’iか・　f一か
量の色とかも自分で挟めていいよ．モんなこと日んとは出来ないけど．
メジャー持ってきたから・もLなんか、このくらいって何Pかわからなかったらちiとこれ貸しますので、手を拳げてください．あ＿
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もう時聞ないね・
Uり9Dまでやるように、今ちょと税明しちVうね．もう1回言うけどこれで宮なか6たら、自分でもういいなと量うくらい、ぺっに静
iとかじ苧ないから、モんなにというか・・㌔ぜんぜん問係ないから、だから自分でこういうふうにしたいなあっていうのPt、1けた

ら1？日糟日の’彬雌蝋勲と龍酬してぽさい．モ触でに輪て来τく性㌦、．聴騨け、色蜘入紅龍執いん
ですけれども．今ち1と分からないという人、今のうちに聞いておいてください．たぶんもう1回まわれないと量うので、恥ずかしPtら
ずに・今h聞いておか屯いと・・㌔大丈夫？何でもいいよ●くだらないことでもいいよ・大丈庚？名蘭も書いて、理由とかも大丈夫、
書き方わかる？どういう生活をしたいとかさe高鯵者のみて序ら虫なかった？イメージ．大学生●住まい方だけだと、ありSたりだしね
．もっと、よ一く考えてbて、じpあ、1Zじ　ff分ぎりぎりtでやりtすね．で、今日撮出出来る人仏笹わったら、ここに提出してっ
てください．
清水君もう、ほとんどできち中ったて、あと色を塗るだけだって．見えないと鳳うけど（みんなに見せる｝いろいろ工夫してあ5よ．
今ね、コタツ机とかあと挿し入れとか、本■とか書くんですかと書われたんですけれども、鯵でみてわか6tら書かなくていいよ・IWi
みても分かるなら．ば’と見て分からなかったら、添え書毒壱書いてくれるとうれし一hts．
今、いい質問してくれました．Bのこれってなんですかうて聞かれたんですよ．量がありますよね、これ口、あの、木屯んですよ．有て
名前か忘れち●た、今日■いたんですけれど忘れち争た、すいt廿ん．二こにあるこ，！1によって■びaうとかPtさせtす．だから、ここ
に口びょうとかさLて、絵とか■ったりでStlb．が、今回はそんなことあんtり考えなくていいです・もうすべて■び‘う書して、　O
KにしておSます●他●居室、輝■も普逼はなんかs西びょうモささないでく】巳さいとL、うところもあるんですが・じ苧あ、チャイムが
鳴ったら終わりにし9．　tta・

あっおわちoet－e出来t人季」を亭げて．いないよねえ．こんなんじ苧で自ないよね．ごめんね、私がワークシート壱昨日夜中にあte
てつくったもんで、地厩かけち中oた．じ争あN富Mになoて申し訳ないんですが、tあ、？だかったらNこん電⑪やってられるかと墨
ったら、まあNしaうが屯いけど、で島るだけ色を入れて17日の木■日小杉先生の授婁のと島に担出してください．おねがいします．
2コマどうもあbPtE、うござUました・
（■あいさつ』をする・）
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授 業 の 流 れ

（＊始めのあいさ・っをするe）｛章貰料を配る．）一人6部ね、6島っていうか6枚ね。1枚枚だけ机の上に担して、あとは、机の中に
入れておいてください．あとで、使うので．1枚目、一書上sその順書になっているから、一書上モうモうそう。賢科1だけ出して桟し
て、笹は机のなかにしまっといてください。1枚足りない。■田さんごっから持oていうてください。お願いします．前回は、近い将来
であ6大学生の1人住まいについてM強しました．覚えています加今日は、同じ1人住まいは1人住まいでも、みんなとは世代が■れ
てい6、高齢者の1人住まいにういてやりたいと鳳いますeモれで、この前も言ったんですが、授業の後半には、みんなにも、一人暮ら
しをするとLたら、どう住みたいかを考えてもいたいと思います昏　　．
（tここで、チャイムが唱る．）じ苧あさoそく、費料1を見てください。事前■査を見ますと．ケアハウスにっいて知’ている人が少
なかr論たので、まず、ケアハウスというものを脱明します．この太枠をちょとみてください．ケアハウスというのは、住宅政策として厚
生省が平虞元年からS度を創設しました．こ払ゴールドプランのことですねeで、桓責としましては、軽費老人ホームの新しいタイプ
で、より居住性を轟めたもの、給食、入潜、緊怠時対応のサービスが受けられる．目治体の在宅福祉サービスがを利用で白る．寝た9り
椥■になると退去しなくては、しなければなりま廿ん．で、居住性を高めたものとして、ちょとたどってください．ケアハウスは、あく
tでも住宅として位置づけられ、入居者が四人の自立性を尊重しっっ、眉人目人にあ七た自立生活を櫨持・縫続できる場、でそのためケ

アハウスは、眉室で、内部の設僧は住宅としての槙髄に重Aを置きながら、鞘子での移酷がしやすい構遭となっています．で、サービ
スにういては稜で、長、ておいてくださUeで、住宅と掴祉の泊抽を併せ持った、個人の自立性を尊重するケア付di住宅と書えます．で、
入層責椿、剰用する人は、60　M21上、但し夫垣の場合は一方が60虞以下でもOKですeで、②ちioと辿ってください．高M等のた
め敦立した生活への不安、（自炊がで善ない程度の身体楕施の低下等）があり、家族の擾助が受けられない方が入層します．で、自炊が
できない程度と言うのは、例えば、身体嶺椀が低下し、多少虚弱あるいは歩行器具や車椅子を使用しているが、ホームヘルパー等による
家事擾助や入搭などの一郵身辺介助壱曼けることで自立した生活を送れる人、高齢や健口等から1人暮らしや高M者夫培のみの些活に不
安をかかえる人、比較的身体的には自立しているものの、家1経■などがなく京事能力がない人がここに入っています．で、利用料は、
ちaっと見ておいてくださいeだいたいこれで、ケアハウスのことわかりましたか。こっちの、例えば、老人、え一と特別養霞老人ホー
ムとか、たぶん知っていると思うんですけど、ここit要介■者、が入るところです。ケアハウスは、こんな感じですeで、今日4m齢者

認麟ぢ農1違讐離†㌔認子ケアハ1）　XNアドナmというケアハウスの”°P・　1人住まいの梧゜HP醜てもら

で、横の人暗幕閉めていただけますか．カーテンを．
　〔IOHPシートは全郁で、34枚使用した．）　〔卓シートΦ）え一と、ここtt　JR、いいですか見てください．　JR浜松駅からパスで
th　40分のところkある、アドナイ館というケアハウスです．で、ここの居室は全酋南向きです．モれで、2人居室、これは、殆どが夫
口屯んでけれども、2人唐Xi　4童．1人E豊は42宣．で、この1人居室というのは、この前見ていただいた嬬生のワンルームマン
シeンと広さは周じくらいです・モれで、設■としましては、1部星ごとX、キ，チンとトイレがあります●あの、責料1の裏にちょっ
と例が書いてあるので見てください．nt1itありませんが、各フロアーに一人用の搭璽ありまた、共同潜童があります。ほとんどの方が
、共同搭豊を利用されてい6ようです。
　（宇シート¢｝モれであの、今度ドァ．こっち、今度OHP見てください．居寛のドァは、」鞘子でも聞けれるような引者戸になってい
ます．

じ“b、今度、1人住まいの様子を紹介します．
　（阜シートO）この住まいは、82胞の元幼稽■の■長さんであった、女性の住まいです．このかたは、陶芸や押し花、手芸、料理など
非常に多くの趣味を持っておb、快活で話好きts人です．玄闘には、大きな花瓶に非常に多くの花が生けられています．さらに、玄関に
入ると、すぐ横には飾り相Pt口かれτおり、この上には自分で作った毛糸の人形tsどbt乗せられています．これが、モの人形です．｛＊
シート④、O）居霊内に目をやると、ペヲドを富■に平行に置くことで、日中生活す6空間を竈保しており、完全に就寝のゾーンと日中
の行為ゾーンとが、分階されている様子がうかがえます．またこの人M．足の状培がよくないことから、これまでの起居椋式（坪座）を
、椅子・床折裏型、椿干と床にすわるように慶えたようですが、机椿子を壁面に押しやることで、居室中央部においては床皇を展開する
といeた生活が営まれており、掩子塵の部分と床■の駕分とが上手く配置されています．居i内部1±非常に蔓理が行き届いており、掴の
上には人形が■かれていたり、モの畳面には自分で作ったという押し花の頓が鯵られています．（＊シート●）これn｛lipし花の頓です書
またペヲド近くには手芸這具ばかりが収納されている専用の担が置かれていたり、トイレ内部には押し花の乾埠に用いるタ亨パー・一　Uどが
収拍された■や押し花の作品由t鯵られうなどの工夫がみられます．｛＊シート⑪kΦ）これトイレのなかです．トイレ、非常に広いんで
すよ．車椅子でも生活できδようにトイレは広くなっています．このように、あ、これも、この方が作った、面白いでナねこ拓このよ
うに、この住まい方は、入居者の趣味を量大霞に生かすために、使いD手を考直した上手加艮納整理あるいは住みこなLが実現されてい
ると言えます．

じゃあ、次違う方を紹介します．この住tいti　71自の女性の住tいです．この方M、色々な方と交擁するのが妊きであると話してくれ
たとおり、非常に話好きで着亮的な明るい人です．元中学校の1直科の執師だったモうです．玄関Bに目飾り栖Pt■かれ、上に花瓶がの
せられており、モの■には眉童の置くことがで魯ない本掴が■いてあることから、f闘の裳いおよび、映い居室空間をいかに住みこなす
かといった工夫が見られます．また、玄開と居室の壇に　ttカーテンをかけることで、プライバシーが但たれており、モの付近には冬場使
用するであろうと思われるコタツが立て掛けてあります．このように、昔負使用しないものを邪直にならない場所へと移蔚させることで
屠室内を聾理しているのだろうと思われます．さらに、押し入れの鼻をアコーディオンカーテン1こかえることで、ベッドを押し入れ前に
平行に寄せて並べ、家具を全て壁面に簡って置くことで、居宣空間を広く■保している綴子がうかがえます．（章シート似●）これPt
ぺ亨ドです．前に紐介した、入居者と同様、足・艮の状■が暴化したことから．最近机と椅子の導入に賄み切ったそうです．B■に机と
楠子をN置し、趣味である垣職や手芸を行うときには、モの都度必憂な書告や道具■を遅び、ここで損々な活殆を行っているそうです。
このように秩序、秩序付けされた住まい方が入唐者の蔓姑とした暮らしぶりに1着、密養に関bっているのではないでしょうかe量面に
目を向けると、n台の上にはり一スがかざられています．また、ベヂド僧の畳にはハンガー一がWtり付けられており、モこ1こ洋厨が敷枚と
帽子などがかけられていtす．（＊シート●）これがモの様子です．入居看櫨、ほとんど督eのように外出す6といった忙しい生活を送
っていて、二うした活■的な生活が、このような量面利用状況にも衰れているのでしょう●
次轟う住まい方いきます．（＊シート⑪）この住まいは、77童女性の住まいです．先ず玄闘に入るとすぐに茶ダンスが置かれています
．一書最旬に紹介した方と同じくべ亨ド壱竃■に平行に置くことで、怠寝と日中の行為ゾーンとを完全に分■させています．食書椙や整
理ダンス、書相、テレビ等椋々な家具を壁面に柏って配■さ廿ており、さらに、座卓までを、量面に寄せています。これは、中央毎分で
書道壱行うために、1－Nをすぺて中央から撫しています．この方の生き甲壁を、が書道であるといったことから、書道を行うスペー
スに重きをe田住まい方であ6といえます．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　｛＊シート㊥、0、●）これが、この方の作品です。あとで、感想を書いてもらうのでよく
見ておいてください．
また違う人です．（章シート●）この住まいは、右目がほとんど見えないという女性の住まいです。これまで仕事一莇でやって吉たため
、仕事ポで島なくなったときには生喜る気力がなくなってしまい、蔦ち込んでしまったモうです。モうしたおり、宗教と出会って心から
救われたと悟ってい9した．一一一．人で生歯てきたこともあって非常にしかっりとしft考えをllp、負けザ培いな人です。玄闘に入るとすぐ
に木蟹のついたてが■かれτおり、プライバシーの口保がなされています．ここには、込居者の一人で幕らしていくといった固い信念も
衰れてい6ように恩われます．台所にltマヲトが数かれておりsモれによって、ゾーンの何らかの秩序付けがなされているといえます。
また、居蜜内の大きなタンスは上を棒で支えてあり、地■対箪なども行われていiすeこの方の生き甲Nとしている、宗教が裏れている
郎分は、ペザド横の掴め上であり、ここには本rP■子、花やみかんなど撮々屯宗敬関速の小鞠類が鱒られています。　（寧シート●）これ
がモの様子です●

｛＊シート⑰）じゃあ、今度は男性の例です．この住まいは、79良男性の住まいです●ボー‘1ングやサイクリングを趣味としており、
毎日自転車で外へ出掛けていくといった活■的で話好きな明るい人です．居蜜と玄関との間には、貝さんが生きたいた頃に、2人で旅行
した先で口入したというのれんが付けられています．奥さん亡く屯うち苧ったsモうです。ぺ亨ド伺の量面を見ると、壁が見えないほど
に奥さんや牢族、孫との写真やパズル屯どが合わせて20数点田iられています．　｛＊シート●）これがモの様子です．部屋に写真を飾る
ことで、いっも家族と一緒にい6ような気分になれるからという理由でこんなに多くの写真やパズルを驚oているそうです．（＊シート
●）これがモうです・　（＊シート0）．ペヲF’zaの掴の上にU、ポーリングの大会で畳Dした■にもらったというト回フィーや孫の修学旅
行のおみやげなどが■いてあり・いわば思いでの空間とtsっているといえ、主としてペッド碍には就寝および思い出のゾーンとして活用
されているといった様子が見られます．また、ベワドと反対掬の量面にltタンスやコタツが置かれており主に生活行為ゾーンとなってい
る様子がうか坦えます。至る所に京族との思い出が具体的に衰れており、この方の精裡面での支えである家族が住まい方からも充分見れ
てとれるとbiます．
（牢シート●）また、男性の例です．この住まいは、8D胞の男性の住まいです。この方は、元大学教授といったこともあり、モの居室
内にt±ソファなどしっかりとした家具顕が置かれています．玄闘を入るとすぐに楕子b｛　2つ■かれており、ここには、身体槙柚の低下の様
子が裏れていると言えます．また、入屠者の以前の仕事がらか本掴が玄関に2つ、居宣に1つ■かれていることから非常に多くの書鞠を
所有していることが分かります。寵■には、書蒼机が配■されており、最近ここで自分の先祖の研究をされているモうです。また、ベッ
ド掬の皇面には弟さんの撮られたという写真や外国の風景画、大学当時の思い出の品々およびポストカード景が飾られています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（＊シ
ート●）こtZbt・E・の様Fです．壁面には、壁面には写真や昔の思い出の品などが飾られていたり、書斎enにlt先祖を隅べるための書鞠が
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そうiSti、これだと真ん中に家A■きたいという人もし、いるかもしれないね、モれだと檀から見た間ってちょと1きにくいね、真ん中
に■いたやつltじゃあいいです、●か屯くて、上から見た園で、もし、書けるんだったら嶋に、この真ん中のは檀から見るとこうですっ
て、書いてください．
V“あ、もし、机って、60学oてどのくらいかなって、分からtsい人、メジV一もって白たので、言ってください●行古ます口このく
らいって、何PかbからないとSあったらN使ってくHさい．また、1周しますね．
まず・だいたいどこに置白たいかフリーハンドで、パーって書いてから、清書するとすぐで3ると思うよ、だいたいここに何置きたいo
て、丸出もいいから書いておいて、モうLてあら後でちゃんと書けば．
掌具とかぺつに全郁析しいもの考えなくても、例えば寧m6葦貝をそのまt、一人暮らしす6と8hこれを持っていこうという物があ
ったらモれ壱書いて理由を、書いてくださ」㌔私も、家kあった・・㌔友違とかべ，ドとかわざわざ遵んだ人とかいます、あと、タン
スとか峠つになくても、押し入れに収納ケースとか、今いいの売っているから、そういうのとかで、居室を広くするっていう手もありま
すねえ．で、量■机がなくっても、こういう人がいますよ．コタツ机壬全部勉㎜、負亭す6とSs倉峰いろいろ、そういう人も
sいます、モういうこともいろいろ考えてみて．
あの、キワチンのぱうに措かかなかったんですけれど、もしキッチンのほうに、今～君ごめんね、あの、キ亨チンによく炊飯暴置いたり
レンロ■いたりする培とかありますよねsモういうのに置Sたいっていう人M、皇ないんですけどもsモれも、禎から見た図書いてくだ
さい●まあ、冷萬庫ぐらいだeたら書かなくいいよ●書島たかったら、虫あ、書いた日うがいいけど・
自分が住むと仮定しτ書いてね‘　　　　　　　　　　　　　　』
あとs10分くらい、鯛だね、結構時聞かかちeうもんね．あと、もし、夏はこういうS■、冬はこういう部Moて、季節ごとかえる
人とかもい5よね、襲い、モういうも書いてみていいですよ．夏、夏だからこういう住み方だとか、冬だから、おこたっをっけて■房が
あ6とか㌔モういう0も飯定して書いてみ晶の6西白いかも．
この擾嵩ぺつPN一人暮らしを道めているbけじ苧ないからね、もし、住むとLたら、どういう、本当は自分の1■でもいいんだけれど
、今住んでいδ舶、まあNこうLた方Pt－1いと恩ってね．掌から一・す晶と、お金がうくっていうこともあるし。
4日出してくれδ人櫨ち●んと名前書いて出してください．
あとs文章でも書いてください．ペヲドを■かない瑠由とPt　　　　　　　　　　　　　’
あ、真飼にPbましょう．あと、5分、あ、もう5分ないじeんねえ．もうすぐチャイム鳴ります．あ、2分．
（sチャイムが鳴る．）じoあ、笹わりにします●で専た人は、で者たというA自分でいいと恩った人は、揖出してってください．ど
こtで書けっていうの口屯いので．で、で島なかったというかもうちiっとやりたい人は、さっきも言ったんですが、17日木■日Sコ
マ目の’』彰先生の授婁のときに担出してください．ありがとうございました．今日と・・㌦2コマありがとうございました．
（寧襲わりの期壱すろ●）
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第　3　節 授業分析と授業の評価
1．授業分析の方法と視点
　学習内容、学習方法については、授業者の立場と学習者の立場から分析及び評価を行う。
具体的に授業者の立場からは、授業者・学習者の発言や学習者の活動を記録した授業記録
から、分析及び評価を行う。学習者の立場からは、学習内容について、興味・関心が持て
たか、楽しかDたか（楽しさの評価）、ためになったか（有益性の評価）の3っの質問を
した事後調査と、授業①、授業②時に採取した授業の感想及びワークシート1－1、1－
2、3－1、3－2、3－3と事後調査で採取した授業全体を通しての感想から、分析及
び評価を行う。
　また、本章の第1節で挙げた仮説①、仮説②、仮説③の検証にっいては、以下の方法で
行う。

〈仮説①の検証〉

仮説①一授業の導入として、学習者にとって近い将来である大学生の一人住まいを教
　　　　材として用いることにより、学習者の住生活に対する興味・関心を高めるこ
　　　　とができる。

　学習内容について、興味・関心が持てたか、楽しかったか（楽しさの評価）、ためにな
うたか（有益性の評価）の3っの質問をした事後調査と、授業①時に採取した授業の感想
及び事後調査で採取した授業全体を通しての感想と、ワークシート3－1、3－2、3－
3を基に検証する。

〈仮説②の検証〉

仮説②一自分自身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢者の一人住まいを
　　　　教材として用いることにより、空間的条件がほぼ同じである個人的生活空間
　　　　でも、住まい手の個性によって住まい方が違ってくることがわかる。　（仮説
　　　　②一1）また、大学生と高齢者の住まい方を比較することで、住まい手の年
　　　　齢によっても住まい方が違ってくることがわかる。　（仮説②一2）さらに、
　　　　自分自身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢者の住まい方を学
　　　　習することで、自分らしい住まい方にっいて考え今後に生かそうとする。

　　　　仮説②一3）

授業②時と事後調査で採取した授業の感想を基に検証する。

〈仮説③の検証〉

仮説③一住まい方の実態を知ることで、高齢者の生活や、趣味などの理解が深まる。

授業②時と事後調査で採取した授業の感想を基に検証する。

一41－一



〈採取した感想及びワ・一一クシート、事後調査について〉

・授業①時に採取した授業の感想とは、小題材1．終了時に書いてもらった感想である。
　（本章章末に、授業①時で採取した授業の感想の一覧を掲載している。）
・授業②時に採取した授業で感想とは、小題材2．終了時に書いてもらうた感想である。
　（本章章末に、授業②時で採取した授業の感想の一覧を掲載している．）
・事後調査は、小題材3．が終才（授業②終了）して1週間後の家庭一般の授業時に行っ
　たものである。

　（本章章末に、事後翼査で採取した授業の感想の一・覧を掲載している。）

・ワークシート1－1は、小題材1．時に静岡大学生の一人住まいにっいて予想を書き込
　んでもらったものである。　（本章第2節1．を参照）

・ワークシート1－2は、小題材1．時に平面図Dに家具の配置作業をしてもらったもの
である。　（本章第2節1．を参照）

・ワークシート3－1、3－2、3－3は、小題材3．時に自分はどう住みたいか平面計
画などをしてもらoたものである。　（本章第2節1．を参照）
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2．学習内容、学習方法の分析及び評価（授業者の立場から）
　各授業にっいて、目標が達成できたかどうか、そのための授業の方法は適切であったか、
また、その学習内容自体が学習者に適したものであったかを主な視点として、授業記録を
基に授業者の立場から分析及び評価していく。

【授業①207HR】
本時の目標
　近い将来である大学生の一人住まいの様子を知ることで、住まいに興味・関心を持っ。

　本時では、ワークシトを2枚、資料を1枚配付したのだが、そこにぬを付けておかなか
うたため、数分ではあるが余計な時間を費やしてしまった。予め、thを付けておくべきで
あった。

　事前調査を行った後、静岡大学生の一人住まいの家賃、居室の広さ、どのような家具・
電化製品が置いてあるか、下宿を決める際重視したことは何か・の5点について予想して
もらった。居室の広さについて、授業者が「居室」についての説明をしていなかったため・
パス、トイレ、キッチン、玄関も広さとして考えてしまった生徒も中にはいるだろうと思
う。予想する時間が5分ほどしかとれなかったため、発表では特に家具・電化製品の予想
があまり出なかった。考える時間をもう少しとる必要があったように思う。しかし、時間
は十分にとれなかったが、生徒は真剣に予想し（中には近くの人と相談している生徒もい
たが）授業に主体的に関わっていたので、導入としては良かったのではないかと思う。実
態の報告では、家賃や居室の広さは平均を、家具・電化製品は過半数の学生が置いてある
ものを、下宿を決める際重視したことは上位5位までを板書で示した。特に、家具・電化
製品の実態については、板書に時間がかかり、単調になってしまっていたので・あらかじ
め画用紙に書いておき、黒板に貼っていくという方法の方がよいと思う。本時では、時間
の関係で家具の配置作業にも十分な時間がとれなかった。　（黒板でやってくれた生徒が終
わるまでの時間＝4分間で家具の配置作業をしてもらった）ここでは・同じ間取りでもs
家具の配置の仕方は人それぞれであり、また部屋の雰囲気が変わってくることを生徒に実
感してもらいたかったので、1人だけ黒板でやってもらい、黒板のものと自分のものとを
比較させた。時間があれば、3人くらいに黒板でやってもらい、その3人のものを比較検
討した方がクラス全体の理解を得る効果が上がると思われる。
　この後、静岡大学生の一人住まいの様子をVTRで、視聴してもらったのだが、家具の
配置作業をまだ終えていない何人かの生徒が作業を続けており・VTRに集中できていな
かった。家具の配置作業ができていない生徒にも、作業を中断させVTRを視聴するよう’
注意する必要があった。授業者がVTRのインタビューと同時に説明を加えていたため、
生徒はどちらも聞き取れなかったようである。また、このVTRには男子学生の部屋の様
子がなかったためか、VTRの終わり頃には、特に男子生徒があきているようであった。
VTRで取り上げた大学生の住まいについては、家具等を記入した平面図を配付しており、

挽聴に合わせてみてもらっていた。
　1時限にしては内容が多すぎたことで、それぞれの学習内容に十分な時間がとれなかっ

たことが残念である。
　本時は、生徒にとって近い将来である大学生の一人住まいの様子を知ることで、住まい
に興味・関心を持ってもらうことを目標としたが、VTRや平面図には、女子学生の住ま
いにっいてだけであったので、男子生徒に興味・関心を持たせるには不十分であったよう

に思う。男子学生の住まいも取り上げるぺきであった。

【授業①203HR】
　207HRと同じ学習指導案で、同日に授業を行ったため、特に207HRと違いがあ
ったことについて述べることにする。
．203HRでは、授業を始める前に授業のねらいを生徒に伝えた。
・「居室」についての説明がされていた。
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・家具のNM作業には、207HRの倍の作業時間（8分）を確保した。
・VTR視聴時、VTRの音と授業者の説明が重ならないようにした。

【授業②203HR】
本時の目標
・前時の大学生の一人住まいと空間的条件がほぼ同じである個人的生活空間として、ケア
ハウスで生活している高齢者の一人住まい（特に、自分の生きがいや趣味などが住まいに
表れている住まい）の様子を何例か見ることで、ほぼ同一一一の平面図の住まいでも、住まい
手によって、住まい方が違ってくることを知る。また、高齢者の生活や趣味などを理解す
る。

・近い将来である大学生の一人住まいの住まい方について計画することで、住まいに主体

的に関わろうとする。

　ケアハウスについての説明は、資料を用意することにより、短時間で説明できた。
　大学生の一人住まいとほぼ広さが同じであるアドナイ館というケアハウスで生活してい
る高齢者の一人住まいの様子をOHPで見てもらった。大多数の生徒は熟心に見ていたが、
時間の関係で高齢者1人ひとりの住まい方の様子を写したOHPをじっくりと見るだけの
時間がとれなかった。しかし、生きがいや趣味などが住まい方によく表れている高齢者計
7名のそれぞれの住まい方を紹介することで、住まい方は、その人の個性や生き方によっ
て違ってくるということはつかめたのではないかと思う。時間があれば、住まいに主体的
にかかわうておらず、雑然とした住まい方をしている高齢者の住まい方も紹介し、比較さ
せることで、生徒が自分らしい住まい方にっいてもっと深く考えていくことができたので
はないかと思う。
　主体的に住まいと関わっていく態度を育てるため、自分らしい住まい方を授業①で扱っ
た大学生の一人住まいの平面図3っから生徒一人ひとりに1っ選んでもらい、そこでどう
住まうかを平面計画し、選んだ理由、どのように住みたいか、住まいへの要求などを書い
てもらった。机間指導している時、「全然考えられないよう。大学生になったら一人暮ら
ししたいけどこんな調子じゃ困るね。」という生徒もいた。自分のこととして考えている
ということがうかがえる。自分のことについての作業であうたため、大多数の生徒も、自
分なりに、自分自身がどう住まうかについて真剣に考えていたように思う。
　時間があれば、不動産屋が出している物件の資料から選ばせるところから、取り組むと
学習がより深まったと思われる。
　授業者が資料の誤り（選択してもらう住まい3つのうち2つに関して平面図とその説明
が入れかわっていた）に気付くのが遅かうたため、訂正に時間をとられ、20分くらいし
か平面計画の時間がとれなかった。結局、授業時間内に作業を終えた生徒はほとんどいな
かったため、宿題とし、1遇間後の家庭一般の授業時に提出してもらうことにした。この
宿題は学校での評価（内申）にはまったくかかわらないため、生徒の興味・関心が作品に
影讐してくるだろうと思われる。
　訂正に時間がとられてしまったが、訂正の時間を入れても十分な時間があったとはいえ
ない。これだけの内容を2時隈で行うことには限界があったように思う。

【授業②207HR】
　203HRと同じ学習指導案で授業を行ったため、特に203HRと違いがあったこと
について述ぺることにする。
・前述した資料の訂正にっいては、早く済ませたが、授業時間内に自分はどのように住み
たいかにっいての作業を終えた生徒はほとんどいなかったため、203HRと同様に宿題
とし、1週間後の家庭一般の授業時に提出してもらうことにした。
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3．学習内容、学習方法の分析及び評価（学習者の立場から）
　学習者の立場から、学習内容、学習方法が適切であったかどうか、学習内容について、
興味・関心が持てたか、楽しかったか（楽しさの評価）、ためになったか（有益性の評
価）の3つの質問をした事後調査と、授業①、授業②で採取した感想及びワークシート、
事後調査で採取した授業全体を適しての感想を基に分析及び評価をしていく。

｛1｝事後調査からの分析

　授業②終了後から1週間後の家庭一般の授業時に事後覇査を行った。
〈調査方法〉
　生徒にわかるように、授業時間2時限において行われた学習内容と方法を合わせた書き
方で、授業を行った順番に7項目記してある。それに対し輿味・関心が持てたか、楽しか
oたか（楽しさの評価）、ためになったか（有益性の評価）の3つの質問をした。生徒が
主体的、意欲的に学び、授業後も継続した広がりのある学習に進展させるためには、生徒
が興味・関心を持ち、楽しく、ためになると思えるような学習が必要ではないかと考えた
からである。

　図2　3－3－1　授業評価についての調査内容

内　　　　　　　　　　　　　容 鮭卿心 翼しさ 響め
1） 大学生の1人住まいの家賃などを予想する
2） 大学生の1人住まいの家賃などの翼態を知る
3） 大学生の1人住まいの部屋の平面図を見る
4） 家貝などの配置作葉をする

5） 大学生の1人住まいの様子をVTRで見る
．

6） 高齢者の1人住まいの様子をOHPで見る
τ） ・自分の住まい方を計画する

図2－－3－3－1　授業評価についての調査内容
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＜結果及び考察＞

1）授業についての興味・関心
　授業についての興味・関心は、表2－3－3－1と図2－3－3－2に示すとおりであ
る。過半数の生徒が興味・関心を持てた学習は、　「大学生の一人住まいの家賃などを予想
する」、　（41名／50．6％）、　「大学生の一人住まいの家賃などの実態を知る」　（5
8名／71．6％）、「家具などの配置をする」　（41名／50．6％）、　「自分の住ま
い方を計画する」　（52名／64．2％）であった。また、過半数に近い生徒が興味・関
心を持てた学習は、　「大学生の一人住まいの部屋の様子の平面図を見る」　（39名／48．
1％）、　「大学生の一人住まいの様子をVTRで視聴する」　（39名／48．1％）であ
った。特に「大学生の一人住まいの家賃などの実態を知る」や「大学生の一人住まいの様
子をVTRで視聴する」に高い関心が示され、輿味・関心が持てなかった生徒はそれぞれ
3名（3．7％）というわずかな数であった。
　「高齢者の一人住まいの様子をOHPで見る」に興味・関心が持てた生徒はわずか22、
名（27．2％）であった。やはり、生徒は自分にとって身近な将来に興味・関心を持っ
という傾向が明らかである。

　しかし、事前調査で「高齢期の身体的・生理的特性と住居への配慮」について興味があ
るか質問した結果「大変興味がある」と答えた生徒は9名（11．1％）であったことを
考慮すると、わずかではあるが輿味を持てた生徒が増えたことがわかる。また、「興味・
関心を持てなかうた」とする生徒は8名（11．1％）であったので、全く輿味・関心を
持てなかった生徒はわずかであったといえる。

　　　表2－3－3－1　興味・関心が持てたか　　（人）

A B C 州回
1．　’ 41 32 3 5

2．　， 58 17 1 5

3． 39 34 3 5

4．　具 41 32 3 5

5．　　　　の 39 29 8 5

6．　　　　の 22 45 9 5

7．　　　の　　　いの 52 21 3 5

A・興味・関心を持てた

B・どちらともいえない

C・興味・関心を持てなかった

1．予想

2．実態

3．平面図

4．家具配置

5．大学生の
　居室
6．高齢者の
　居室
7．自分の住
まいの計画

O％ 50％ 10眺

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

il「

？図2－一一一一3－3－・2　興味・関心が持てたか　（％）
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2）授業に対する楽しさの評価
　授業に対する楽しさの評価は、表2－3－3－2と図2－3－3－3に示すと：おりであ
る。過半数の生徒が楽しかったと答えた学習は、「家具などの配置をする」　（44名／5
4．3％）と「自分の住まい方を計画する」　（42名／51．9％）であった。また、ま
た・過半数に近い生徒が楽しかったと答えた学習は「大学生の一人住まいの部屋の様子の
平面図を見る」　（37名／45．7％）であうた。作業をすることに対して特に楽しいと
する生徒が多いことが明らかである。
　「高齢者の一人住まいの様子をOHPで見る」は楽しさの評価も低く、楽しかったと答
えた生徒はわずか10名（12．3％）であった。しかし、楽しくなかうたとする生徒も
わずか10名（12．3％）であったので、全く楽しくなかったという生徒もわずかであ
るといえる。

表2－－3－3－－2　楽しかったか（楽しさの評価）　　（人）

A B ＿回
1．予，巳 16 55 5 5
2．　　’ 31 41 4 5

3．　　図 37 35 4 5

4．　具L 44 24 8 5

5．　　生の 27 40 9 5

6．　　　の居 10 56 10 5

7．　　の　　いの言 42 29 5 5

A・楽しかった

B・どちらともいえない

C・楽しくなっかった

L予想

2．実態

3．平面図

4．家具配置

5．大学生の

　居室
6．高齢者の
　居室
7．自分の住
まいの計画

ロ無回答

目C
■B
■A

図2－－3－－3－－3　楽しかったか（楽しさの評価）　（％）
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3）授業の有益性の評価
　授業の有益性の評価にっいての結果は、表2－3－3－3と図2－3－3－4に示すと
おりである。過半数の生徒がためになったと答えた学習は、　「大学生の一人住まいの家賃
などを予想する」、　（48名／59．3％）、　「大学生の一人住まいの家賃などの実態を
知る」（66名／81．5％）、「大学生の一人住まいの部屋の様子の平面図を見る」
（45名／55・6％）・　「大学生の一人住まいの様子をVTRで視聴する」　（41名／
50．6％）、　「自分の住まい方を計画する」　（50名／61．7％）であった。また、
過半数に近い生徒がためになったと答えた学習は「家具などの配Rをする」　（37名／4
5．7％）であった。7項目のうち「高齢者の一人住まいの様子をOHPで見る」だけ、
32名（39．5％）とやや少なかったが、興味・関心や楽しさの評価と比べるとために
なったと答えた生徒は多いといえる。また、ためにならなかったと答えた生徒は、7名
（8．6％）であったので、全くためにならなかうたという生徒もわずかであるといえる。

表2－－3－3－3　ためになったか（有益性の評価）　　（人）

A B C ，．回

1．予 48 21 7 5

2． 66 Io 0 5

3．平　’ 45 29 2 5

4． 37 34 5 5

5．　　生の居室 41 28 7 5

6．　　　の　室 32 37 7 5

7．　　の　まいの計1 50 26 5 5

A・ためになった

B・どちらともいえない

C・ためにならなかった

1．予想

2．実態

3．平面図

4．家具配置

5．大学生の
　居室
6．高齢者の
　居室
7．自分の住
まいの計画

O％ 50X 1eo驚

6．2

6．2

6．2

6．2

6．2

6．　2

6．2

ロ無回答

目C
■B
■A

図2－3－一・3…4　ためになったか（有益性の評価）　（％）
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（2）授業の感想及びワークシートからの分析

　ここでは、事後調査で設けた7項目の学習内容、学習方法について、1項目ずっを（た
だし、項目正）と項目2）は一緒に見ていく）、授業①、授業②で採取した感想及びワー
クシート・事後調査で採取した授業全体を逼しての感想を基に分析及び評価をしていく。

〔授業①　小題材　大学生の一人住まいの様子〕

1）大学生の一人住まいの家賃などを予想する。2）大学生の一人住まいの家賃など
　　の実態を知る。

　生徒が予想した家賃は、表2－3－3－1と図一一一十に、居室の広さは、表2
－3－3－2と図wa－→に、置いてある家具は、表2－3－3－3と図＋一・－r～
－3－一一一一3一に・置いてある電化製品は、表2－3－3－4とm　　　－「←に、下宿を決め

る際重視したことは、表2－・3－3－5と図2－3－3－5に示すとおりである。

表2－3－3－1家賃の予想（人）

3 1

3　’上4 6

4　’　4．5 10

4，5　’上5 8

5　’上5．5 26

5．5　’上6 5

6　’上6．5 10

6．5万以 15

表2－3－3－2居室の広さの予想（人）

4．5　　bい 1

6　く、い 28

8　くらい 29

10　くらい 16

12　くらい 3

14　くらい 2

15　くらい 1

回 1

表2－3－3－4どのような電化製品があるかの予想

表2－3－3－3どのような家具があるかの予想（人）

る い

ぺ“ド 57 24 81

またはドレ・サ 13 68 81

コタツ・座 14 67 81

テー　ル 33 48 81

ンス 57 24 81

整理　ンス 41 40 81

33 48 81

り 14 67 81

9 72 81

イニングテー　ル o 81 81

51 30 81

け 4 77 81

子　　・ 2 79 81

ソフ 14 67 81

その 3 78 81

入 3 78 81
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表2－3－3－5下宿を決める際に重視したことの予想（人）

工

56 25 81

室の広さ 28 53 81

1 80 81
しさ 4 77 ’81
キッチン 2 79 81

トイレ・浴室 7 74 81

の 2 79 81

0 81 81

36 45 81
・　か 0 81 81

0 81 8」

日当た 14 67 81

風　し 2 79 81

通の 38 43 81

からの 31 50 81
生状， 6 75 81

1 80 81

その 7 74 81

入 2 79 81

京貫

　臼゜広f

　　　°7

　　新しS

　亭ッチン

　トイレ・塔1

　口鯵⑭外見

　　　内襲

　　■境

　　何■か

　　端
　日当たり

　　且■し

　交■Φ檀

夫学から¢E■

　待生状■

　　陸ロ

　　モΦ槍

　　蘂臥

O％ 50X 100X

ロなし

■あり

図2－3－－3－5下宿を決める際に重視したことの予想（％）
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　大学生の一人住まいの家賃などを予想し、実態を知ることについて感想を書いている生
徒は、81人中（欠席者及び未提出者を除く、以下同様）47人いた。　（表2－3－3－
6、表2－3－3－7）約半数の生徒が授業①においての感想の中で触れているというこ
とは生徒にとって印象が強いものであったといえる。
　47人の感想をみると・　「実態を知ることができてよかった・ためになった・参考にな
った・参考にしたい」や「実態がわかりやすかった」、「板書の仕方がわかりやすかっ
た」などのようにプラス評価をしている生徒は21人いた。「予想より、家賃が高い・低
い」や「予想より狭い」・「予想どおりだった」、　「こんなに電化製品があるなんて思わ
なかった」などのように、自分自身の予想と実態を比較したことにっいて記述している生
徒は24人いた。マイナス評価をしている生徒は、1人であったが、その生徒は、すでに
自分の姉が下宿をしているため、ある程度実態を把握していたため、「そんなにためには
ならなかった」と記述している。

　以上のように・約半数近い生徒がプラス評価をしており、マイナス評価をしている者は
わずか1人であった。また、マイナス評価をしている生徒は、すでに実態をある程度知っ
ていたことが原因であるので、大学生の一人住まいの家賃などを予想し、実態を知ること
にっいは、生徒の興味・関心を引き出す手立てとなり、授業の導入としては適切といえる
のではないかと思われる。

3）大学生の一人住まいの部屋の様子の平面図を見る。

　大学生の一人住まいの部屋の様子の平面図について感想を書いている生徒は、80人中
わずか4人であった。　（表2－3－3－6、表2－3－3－7）これは、平面図を見る時
間を十分にとれなかったためだと思われる。

　4人の感想をみると、すべての生徒がプラス評価をしている。4人のうち2人が実捺の
部屋を撮影したVTRと平面図を見比ぺることに対して、　「わかりやすかった」と評価し
ている。

4）家具などの配置をする。

　事後調査で採取した感想では「4）家具などの配置をする。」と「7）自分の住まい方
を計画する。」の記述内容の区別がっかないので、ここでは、授業①時に採取した感想と・
ワークシート1－2を基に分析及び評価することにする。
　家具の配置作業にっいて感想を書いている生徒は81人中わずか3人であった。　（表2
－3－3－6、表2－3－3－7）これは、作業をする時間が十分にとれなかったためだ
と思われるp

　生徒の感想をみると、3人のうち2人が「思っていたより難しかった」と記述していた。
残りの1人は、　「部屋の家具などの配置の説明にマグネットを使うなど、わかりやすくし
てくれた」というように、黒板で1人やってもらい、自分のものと比較させたことにっい
てプラス評価をしている。

　生徒が提出したワークシート1－2を見ると、時間は十分にとれなかったが、大多数の
生徒が家具を配置し終えていた。ただし、時間がとれなかったためか、自分の独自な生活
行為を考えず、参考として載せた家具をそのまま配置するだけという生徒が多かった。

5）大学生の一人住まいの様子をVTRで視聴する。

　大学生の一人住まいの様子をVTRで視聴したことについて感想を書いている生徒は、

81人中37人いた。　（表2－3－3－6、表2－3－3－7）約半数近くの生徒が授彙
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①においての感想の中で触れているということは生徒にとって印象が強いものであったと
いえる。

　3T人の感想をみると、　「平面図を見ただけでは、いまいち雰囲気とかよくわからなか
ったけど、ビデオをみてよくわかうた」や、　「大学生の一人住まいのイメージがふくらん
だ・想像できた」、　「いろいろな住まいをみれておもしろかった・楽しかった・参考にな
った」などのように、プラス評価をしている生徒は、17人いた。　「上手に部屋を使って
いる」や「工夫している」、　「思ったよりこちゃこちeしている」、　「きれいですごい」
などのようle　．大学生の一人住まいの様子で感じたことをそのまま書いている生徒は、1
6人いた。マイナス評価をしている生徒は、5人おり、その中の3人が「おもしろくなか
った」、　「っまらなかった」、　「中をみせているだけという気がした」と記述している。

残りの2人は、「男子学生の部屋も見たかった」と記述している。
　VTRは、筆者一人で短期間に作成したため、詰めが甘かうたと反省している。しかし、
約半数近くの生徒がVTRを視聴したことについての感想を書いており、その中で、　「平
面図を見ただけでは、いまいち雰囲気とかよくわからなかったけど、ビデオをみてよくわ
かった」や、「大学生の一人住まいのイメージがふくらんだ・想像できた」、「いろいろ
な住まいをみれておもしろかうた・楽しかった・参考になった」などのプラス評価をして
いる生徒が、半数近くいたのでVTRを教材として用いたことは効果があったのではない
かと思われる。

〔授業②小題材　高齢者の一人住まいの様子〕

6）高齢者の一人住まいの様子をOHPで見る。

　仮説②の検証で高齢者の一人住まいの様子を教材としたことについて分析するため、こ
こでは、高齢者の一人住まいの様子を知るためにOHPを使用したことについてのみ分析
及び評価することにする。

　OHPを使用したことにっいて感想を書いている生徒は、76人中6人（表2－3－3
－6、表2－3－3－7）で、　「それぞれの部屋の様子がわかりやすかった・はっきりわ
かった」や「様子がみれて興味深かった」というようにプラス評価をしている生徒は4人
いた。残りの3人の生徒は、　「もっとゆっくりみたかった」や「高齢者の住まいはよくわ
かったが、OHPシートをみて、説明を聞いていると、授業を受けている気がしない。研
究発表という感じであった。」、　「OHPの提示している時間が説明の長さにようて、ま
ちまちだったので、よくわからなかったものもあった。OHPの多用は単調になりがちな
ので、ビデオにすべき。」というように、どちらかといえばマイナス評価をしていた。

〔授業②　小題材　自分らしい住まい方〕

7）自分の住まい方を計画する。

　住まい方の計画について感想を書いている生徒は、76人中20人だけであった。　（表
2－3－3－6、表2－3－3－7）これは、住まい方の計画については、事後調査の時
に授業①、②の全ての授業を通しての感想で書いてもらったためだと思われる。
　20人の感想をみると、　「楽しかうた・ためになった・参考になった・これから役に立
っ」などのようにプラス評価をしている生徒は16人いた。マイナス評価をしている2人
の生徒は、それぞれ「家具類の配置作業は役に立たないと思う。　（自分の希望適りの家具
がみっかるかわからない。資金面などの問題もある。）」、　「家具の配置をかえることは
今の部屋でもできる。それをするよりも、普段あまりかかわることのない台所のまわりの
配置についてもoと深くやったほうがいいと思った。」と感想を書いている。マイナス評
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価をしている2人の生徒は・本題材のねらいである「自分がどうすまうか」について考え
るには及ばなかったと思われる。　「大変だった・苦労した」というように記述した生徒は
2人いた。そのうち1人は、「普段住居のことを考える機会が少なかったために、家具を
配置する作業は苦労しました。」というように、この作業が、住居のことを考えるきっか
けとなったようだ。　住まい方の計画は、授業時間内に十分な時間がとれなかったため、
宿題にし・1週間後に提出するようにした。この宿Nは、学校での評緬（内申）にまった
く関係ないにもかかわらず、80人中70人が提出してくれた。身近な将来のことである
ため、大多数の生徒がこの宿題に意欲的に取り組んだものと思われる。提出してくれたワ

ークシート3－1、3－2、3－3をみると、表2－3－3－8に示すように、大多数の
生徒が自分の生活を住空間の中に投影できているといえる。しかし、平面図としてはよく
書けているのだが・住まいを選択した理由を書いている生徒は8e人中25人で、住まい
方について文章を書いている生徒は24人で、平面図に色まで入れた生徒は28人であっ
た。やはり、授業時間内に作業時間を確保した方が、完成度は高いのではないかと思われ
る。

A）授業①時で採取した授業の感想で、同じ間取りでも家具の配置などにより部屋の感じ
　　が変わってくることについて記述した生徒は、81人中7人であった。　（表2－3－
　　3－6、表2－3－3－7）7人というように数は少ないが、同じような間取りであ
　　る2例の大学生の一人住まいを比較したことや、その間取りに家具配置を行い生徒同
　　士で比較させたことは効果があったと思われる。生徒同士の比較は、十分な時間がと
　　れなかったため、黒板で家具配置をやってもらった1人の生徒と臼分が行った家具配
　　置とを比較するだけであった。2、3人の生徒に黒板でやってもらいそれを比較する
　　ことを行えばより多くの生徒が「同じ間取りでも家具の配置などにより部屋の感じが
　　変わってくる」ということに改めて気づいたのではないかと思われる。

B）授業①時で採取した授業の感想で、学習内容を今後の住生活に生かそうとしている記

　　述をしていた生徒は81人中6人であった．　（表2－3－3－6、表2－3－3－7
　　授業①では、住生活に興味・関心を持つことを目標としたが、6人の生徒は、以下の
　　ように今の自分自身の部屋や、将来一人暮らしをした時の部屋にっいて、自分なりに
　　住まいとかかわっていこうとする意欲が見られる。自分なりに工夫をしていると筆者
　　が考えた大学生の一人住まいを教材として選択した効果があったのではないかと思わ
　　れる。

　　　以下は、授業①時で採取した授業の感想で、学習内容を今後の住生活に生かそうと
　　している記述をしていた生徒の感想である。

生徒番号

336　i工夫しているところとか私が一人暮らしするときに利用したいです。自分がi
　　　　iくつろげるようなすてきな部屋をっくりたいです。　　　　　　　　　　　i

　336の生徒は事前調査で、自分の部屋・スペースにおいて、「あまり工夫していな
い」と答えている。ここでは、一人くらしをする時に自分がくつろげるようなすてきな部
屋をっくりたいと書いているが、今の自分の部屋・スペースにおいても今後工夫をしてい
くのではないかと思われる。

7・61e分の部屋もいろいろ工夫してより暮らしやすいスペースをっくりたいと思っi
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　　　　た。
　　　：・一一・…・”．一＿．．＿＿tT－、、＿．＿＿．．．一＿．．．＿、＿．．．．＿．＿．　　≠　　．＿，、＿．＿．．＿＿．＿＿．」

7－1－3isszaをかわい櫛っている人が多かうたので、私も三∵□□ん嵩『亮恵∵i

　　　　　た。

　713の生徒は事前調査で・個人的生活空間の平面計画には「興味がない」と答えてい
る臼また・自分の部屋・スペースにおいて・　「あまり工夫していない」と答え、模様替え
もしたことがなく・したいと思ったこともなかったと答えている。713の生徒にとって
は・居室に自分なりの工夫がしてある大学生の一人住まいの様子をみるこは、大変効果が
あったと思われる。

714i私も自分の部屋をもっと工夫して、自分らしい部屋にしてみたいと思った。

　7i4の生徒は事前調査で、個人的生活空間の平面計画には「興味がない」と答えてい
る。また・自分の部屋・スペースに個性（自分らしさ）があるかにっいて、　「あまり自分
らしくない」と答えている。714の生徒にとっては、居室に自分なりの工夫がしてある
大学生の一人住まいの様子をみるこは、大変効果があったと思われる。

719iいっか一人暮らしをする時は、自分なりに工夫して、落ちっいた所にしたいとi
　　　i思う・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

738i同じ部屋でもその配置やインテリアによってずいぶんと変わるので、大学で一i
　　　i人暮らしをするときには、しうかりと考えてきれいな部屋にしたいと思うた。

C）事後調査で採取した授業の感想で、学習内容を今後の住生活に生かそうとしている記
　　述をしていた生徒は75人中6人であった。事後調査では、授業①、授業②をとおし
　　ての授業全体の感想を記述してもらったため、数は少ないが授業①時で採取した授業
　　の感想で、学習内容を今後の住生活に生かそうとしている記述をしていた生徒以外に
　　5人の生徒が以下のように学習した内容を今後の住生活に生かそうとしている。
生徒番号

3・9i今までぼんやりと一人住まいと・・うことを考えていたけど、急に身近な問題に；

　　　iなったような気がします。もっと深く考えていきたいと思いました。

　319の生徒は事前調査で、自分の専用の部屋があるにもかかわらず、主に親に掃除を
Lてもらっていると答えている。また、自分の部屋において、　「あまり工夫していない」
と答えている。将来一人住まいをするにあたって、今の自分の部屋の管理においても関心
が持てるようになるのではないかと期待する。

336i自分の部屋の配置を考えるのはとても興味があるのでこれからも考えてみたいi

　自分の部屋の配置を考えるのはとても興味があると書いているが、336の生徒は事前
萬査で・自分の部屋・スペースの模様替えはしているが、工夫については「あまり工夫し
ていない」と答えている・これから自分の部屋の配竈を考えていくことで、自分なりの工
夫がなされてくるだろうと思われる。

337i住まいは・自分が一番安らげておちっける空間にしたいと思うた．自分の麟i
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　　　iの空間でくらせたら、それだけで、すごく楽しくなると思う。今までは、住まi
　　　iいは、住めれば特に工夫がなくてもいい気がしていたけど、勉強していくうちi

　　　iに、やっぱり自分にあった住まいにすんで、快適に生活したいと思oた．
　　　4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

　337の生徒は事前田査で、個人的生活空間の平面計画には「興味がない」と答えてい
る。また、住まいへの関心に対して「あまりない」と答え、自分の部屋・スペースにおい
て、　「あまり工夫していない」と答えている。337の生徒にとうて、今回の授業は大変
効果があったのではないかと思われる。

713iこの授業をうけて以来自分の部屋の配置、配色など気になって気になって・・i
　　　　・。はやく一人暮らしをして、部屋をかわいくしてラブリーなマイ・ワールドi

　　　iをつくりたい．　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　：＿．＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿＿．＿＿＿．＿一．一＿一一．一一＿一＿．＿＿．．、＿＿＿．＿＋J－一．L－．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿．＿＿＿．．1

716i自分が将来住む部屋はどんなだかわからないけど授業でやったことをおもいだi
　　　　して住みやすい空間にしたい。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
　　　‘　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

7－1　7…収納の仕方ee分なは考えて、快適なes9をっくりたいです。　i

　717の生徒は事前掲査で、住まいへの関心に対して「あまりない」と答え、自分の部
屋・スペースにおいて、　「あまり工夫していない」と答えているe717の生桂にとって、
今回の授業は効果があったのではないかと思われる。
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4．仮説の検証
｛1）仮説①の検証

仮説①一授業の導入として、学習者にとって近い将来である大学生の一人住まいを教
　　　　材として用いることにより、学習者の住生活に対する興味・関心を高めるこ
　　　　とができる。

　授業①時と事後N査で採取した授業の感想で、仮説①とほぼ同じ趣旨の記述がみられた
生徒は、81人中42人（51．8％）であoた。　（表2－3－4－1、表2－3－4－
2）過半数以上の生徒が「近い将来である大学生の一人住まい」を教材として用いたこと
で、住生活に輿味・関心を高めることができたということが明らかになった。また、本章
第3節3．で学習者の立場から学習内容、学習方法を分析してみた結果、授業①での学習
内容・学習方法である「大学生の一人住まいの家賃などを予想する」、　「大学生の一人住
まいの家賃などの実態を知る」、　「大学生の一人住まいの部屋の平面図をみる」、　「家具

などの配置作業をする」、「大学生の一人住まいの様子をVTRで視聴する」のすぺてに
対して・約半数以上の生徒が事後謁査で「興味・関心を持てた」と答えている。特に、
「大学生の一人住まいの家賃などの実態を知る」には7割の生徒が「興味・関心を持て
た」と答えている。学習内容、学習方法について書かれた感想の分析からも、マイナス評
価をしている生徒は少なく、プラス評価をしている生徒が約半数近くいた。事前調査では、
自分の部屋・スペースにおいて「あまり工夫していない」、「あまり自分らしさがない」
と答えていた生徒や・個人的生活空閥の平面計画には「興味がない」と答えていた生徒が、
授業①で採取した授業の感想をみると、「大学生の一人住まい」を教材として用いた学習
内容を、今後の住生活に生かそうとしている記述がみられた。
　以上のことからも、「近い将来である大学生の一人住まい」を取り上げた教材は、生徒
の住生活に対する興味・関心を高める効果があるといえる。
　以下は、授業①時と事後調査で採取した授業の感想で、仮説①とほぼ同じ趣旨の記述が
みられた生徒の感想の一部である。

生徒番号i私も、大学に行ったら、一人暮らしをしたいと思うているので、こういう授i
304　　‘

307

327

702

711

i業は、とても興喋があうていいと思います。　　　　　　　　　　　　　i

iとっかかりのテーマが「大学生の実態」ということで、興味・関心がわいたi
も

”・…
@一・・・・・・…　一・一■・・一・一・一一一一一一…　一・一一一一・一・一・・・・・・・・・・・・・…　’・・・・・・・・・…　『・・…　－rF．．．．一．．．．．．．．．一一一．．．．一一一一一一一一．．．一’　．．．－r．一．．．．．、．、．．．＿．．l

i一人暮らしをしたいと思うていたので今日は役に立ちました。今まではただi

i一人暮らしをしたいだけだったけど、今はどんな部屋でどんな家具をおいてi
i、何を気にして部屋を選びたいかが、想像できました。　　　　　　　　　i

i今までは、住まいのことにっいてほとんど関心がなかったけれど、今回の授i
i業を通して、少し関心が高まったような気がする。自分が大学生になったらi
i一人暮らしになるので、それまでに住まいに関する知識をつけておきたいとi
i思う．
i＿＿＿＿．．．．＿．＿＿＿、．＿＿．一一．一＿＿＋，一、一一＿＿．＿＿＿一＿＿一一．、＿＿．．．．．＿＿＿．＿L－一一＿　　　　　　　i

　自分は将来一人暮らしをすると思うので勉強になった。これからはたまに広i
i告とかも見ようと思うe実際に一人暮らしする前に気づいたのでよかった。
1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘
・T．T－－．．．．．■●．◆白r．．．．．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J
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②仮説②の検証

1）仮説②一1の検証

仮説②一1
　自分自身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢者の一人住まいを教材と
して用いるこにより、空間的条件がほぼ同じである掴人的生活空間でも、住まい手の
掴性によって住まい方が違ってくることがわかる。

　授業②時と事後調査で採取した授業の感想で、仮説②一1とほぼ同じ趣旨の記述がみら
れた生徒は、77人中33人（42．8％）であった。　（表2－3－4－1、表2－3－
4－2）約半数近い生徒が、　「自分自身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢
者の一人住まい」を教材として用いたことにより、空間的条件ほぽ同じである個人的生活
空間でも、住まい手の個性によって住まい方が違ってくることを記述していた。授業①時
で採取した感想でも、　「家具の配置や、収納の仕方で部屋の感じが変わってくる」という
ような記述をしている生徒は7人いたが、「住まい手の個性によって住まい方が違ってく
る」というように、住まい手のそれぞれの生き方が住まい方に違いを与えるということま
では、触れられていなかった。大学生より、生活経験が豊かである高齢者の一人住まいを
教材としたことで、　「空間的条件がほぼ同じである個人的生活空間でも、住まい手の個性
にようて住まい方が違ってくること」がわかったのではないかと思われる．。
　以下は、授業②時と事後掲査で採取した授秦の感想で、仮説②一1とほぼ同じ趣旨の記
述がみられた生徒の感想の一部である。

生儲号i一人一人の麟や考え方によって、　es屋の輌鵯の龍などがずいぶ橘1

310　iわると思った。
　　　　；　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；

317 どの住まいにもその人の趣昧や人柄とかがあふれていると思った。
…1

322
’……’…’’’’’’’’’”』………㊥’’’”…’－………→……’’”－ーエー…’’’’”…’…”…’…………T’’”r’”…－‥

自分のライフスタィル、何をーNするかによって、部屋の中が全然違って輿i
味深かった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一三

323　　同じ部屋のつくりでも人によって、家具の配置がことなるため、まったく印i
　　　　　象が違うものだった。その人の人柄があらわれていたと思う。　　　　　　i
　　　　i．．．＿．＿＿．．＿．．．＿＿＿＿＿＿、．．＿＿＿＿＿一．一．．、＿＿＿＿一，一一一一一．＿＿＿．＿＿＿．．．一．＿．．＿＿＿＿一．．一一＿＿．＿＿！

325　iどの人も独特のその人らしい部屋になっていた。　（中略）好きなものを飾っ
　　　　iて、その人の申心にしてあって、住みやすそうだった。

　　　　1

716 i個人個人がそれぞれいろいろな考えで部屋を配置してあると思う。
……

733 i個人個人によって多種多様で自分が住みやすいように、自分で工夫してあるi
iところとかがあって、いいと思いました。同じような部屋なのに、全然、住i
の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　：

iみ方が違うのには、驚きました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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2）仮説②一2の検証

仮説②一2
　大学生と高齢者の住まい方を比較することで、住まい手の年齢によっても住まい方
が違ってくることがわかる．

　授業②時と事後調査で採取した授業の感想で、仮説②一2とほぼ同じ趣旨の記述がみら
れた生徒は、77人中わずか18人（23．3％）であった。　（表2－3－4－1、表2
－3－4－2）しかし、本時では、高齢者の一人住まいとしてケアハウスの一人居室を教
材として用いたため、トイレが広いことや、段差がないというようなハード面での違いに
目を向けた生徒が多く、授業②時で採取した授業の感想では、35人、事後謁査で採取し
た感想では、7人の生徒が前述したハード面について、感想を述べていた。　「空間的条件
がほぼ同じである個人的生活空間でも、住まい手の年齢によって住まい方が違ってくるこ
とがわかる」ことを仮説②一2としたが、高齢者の身体的な衰えを補うようなっくりの違
いに注目する生徒が多かった。
　以下は、授業②時と事後調査で採取した授業の感想で、仮説②一2とほぼ同じ趣旨の記
述がみられた生徒の感想の一部である。

生徒番号i大学生に比ぺ自分の生きがいや趣味を主とした部屋づくりになっていると思i
327　　iいました。
　　　　t－一一一，一一、一＿＿．＿．＿一一一一＿＿f－．＋一一．．一＿＿＿＿＿．＿．．＿＿＿＿＿＿．．＿＿＿、＿＿＿．．＿＿．＿＿＿－Tr．＋＋．一＿＿三

713i大学生の部屋よりも・老人の部屋の方が自分の麟のスベースがちゃんと確i
　　　　保されていたと思う。
　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　≡

717　i前回見た大学生よりも、やはり高齢者という感じの部屋だったe大学生よりi
　　　　i高齢者の方が趣味を生かした部屋をつくっていた。　（中略）大学生と違い部i
　　　　i屋にいる時間が長いので、各人かなり個性がでていた。　　　　　　　　　　i

725
1

　自分で作ったもの等を、棚等にかざったりして、大学生の一人住まい以上に

、工夫がなされていたと思う・　　　　　　　　　　i

731
i’

p亘；芳灘戸亘’亘口亘亘’ひ亘三三⌒亘云i、天蓮三ぶぞi
長いから自分の趣味ができるようにたくさんの杓を置いたり、置きかたが工i
夫されていてよかったと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

735 i大学生の一人暮らしと高齢者の一人暮らしの大きな違いは、家にいる時間のi
i長さの違いと、人生の中で得てきたものの大きさの違いだろうと思った。大i
学生はまだ1っのものにうちこむことが少ないと思うけれど、高齢者の方々i

洪湯3㌶竪㌶繁ものにうちこむ肱はの量とか”のi
：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
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3）仮説②一3

仮説②一3
　自分自身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢者の住まい方を学習する
ことで、自分らしい住まい方にっいて考え今後に生かそうとする。

　授業②時と4後調査で採取した授業の感想で、仮説②一1どおりの記述がみられた生徒
は、77人中わずか3人（3．8％）であった。　（表2－3－4－1、表2－3－4－2
）約半数近い生徒が、　「自分自身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢者の一
人住まい」を教材として用いたことにより、空間的条件がほぼ同じである個人的生活空聞
でも、住まい手の個性によって住まい方が違ってくることについては記述していたが、自
分自身も住まいに主体的に関わっていこうとする動機付けまでには至らなかった。自分自
身の生きがいや趣味などが住まいに表れている高齢者の住まい方を学習することだけでは、
自分らしい住まい方について考え今後に生かそうとする効果があまりみられなかった。
　以下は、仮説②一3どおりの記述がみられた生徒の感想である。

生徒番号i同じ広さの間取りでも・ちょっとした工夫によって、さまざまな利用がされi

305 ていて、自分にとっても、これからの生活の参考になりました。やはり、－i
番重観したいのは、自分にとってよりよい生活のスペースを作ることだと思i
いました。自分の興味のあるもので部屋をかざることによって、より安心のi
できる場とすることができるのだなと患いました。　　　　　　　　　　i

322 自分のライフスタイル、何を重視するかによって、部屋の中がぜんぜん違っi
て興昧深かった。家具の配置やらなんやら一つとっても、いろんなことを考：
えてするべきだと思った。

702
云天二元F戸夏こ”亘⌒’二亘1：工’戸こ亘’亘戸τ；三亘…：亘1

けるものを配置してあって、工夫した家づくりがなされていると思つた。債i
の部屋には老人たちがしているような配慮が全くされてないので・自分の部i
屋にもこうした工夫をしたいe

｛3｝仮説⑨の検証

仮説③一住まい方の実態を知ることで、高●者の生活や、趣味などの理解が漂ま6．

　授業②時と事後調査で採取した授業の感想で、仮説③とほぼ同じ趣旨の記述がみられた

生徒は、77人中52人（67．5％）であった。　（表2－3－4－1、表2－3－4－
2）過半数以上の生徒が、高齢者の住まい方の実態を知ることで、高齢者の生活や、趣味
などの理解が深まっているといえる。感想の内容をみると、高齢者に対してどちらかとい
えぱプラス面の理解が深まったと思われる生徒が52人中31人（59．6％）おり、ど
ちらかといえぱマイナス面の理解が深まoたと思われる生徒は、52人中6人（11．5
％）だけであった。残りの15人の生徒は、プラスともマイナスともいえないが、高■者
に対する理解は深まったといえる生徒である。
　事前翼査では、　「高齢者」に対してのイメージを自由記述してもらった結果、明らかに
マイナスと思われるイメージを持っている生徒や、どちらかといえぱマイナスと思われる
イメージを持うている生徒が多く、プラスと患われるイメージを持うている生徒はわずか
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4人のみであった。このような事前調査での結果を考慮すると、「自分自身の生きがいや
趣味などが住まいに表れている高齢者の住まい方」を学習することで、高齢者のマイナス
面ばかりでなく、プラス面にも気づいた生徒が多数いたといえる。
　以下は、授業②時と事後調査で採取した授業の感想で、仮説③とほぼ同じ趣旨の記述が
みられた一部の生徒の感想である。事前調査で自由記述をしてもらった「高齢者」に対し
てのイメージも合わせて示す。

事前調査において、高齢者に対してマイナスと思われるイメージを持っていた生徒

生徒番号

307
不自由。

　↓

高齢者でも、自分なりの生活を送るために、いろんな工夫をしていること
がわかった。

314 年金。動きが鈍い。
　↓

自分たちの生きがいを生かすことができるような部屋づくりをしていたの
で、すごいと思oた。

329 1誰かの手を借りないと生活がしにくい人たち。高齢化。
i　↓

iOHPでみた：お部屋は、どれも生活感があり、生きがいをどの方も持って
i前向きに生きてるんだなあと思いました。
L＿．．．．．．、．．．、＿＿．＿＿．＿＿一＿＿．．一一一．．＿＿．一＿一＿一一．．．．一＿一＿＿＿．．．＿．．．．．．＿．．．＿．．＿＿．．＿＿＿＿．＿＿．．＿．．

701

704

iもう年をとって、体にガタがきていて、就職できない。
i　↓
i高齢者の体の不自由さにも負けず、自分なりに趣味を見っけ、うちこむの

iは・すごいと思った。
：＿＿＿＿．．．．＿．＿＿＿＿＿一．．．．．．一．＿＿＿＿．．＿．．－LL－一．一一．一一．．一一』一一．．＿一＿一一一一一一＿．一一．．．一＿一一＿＿．．．．＿．．＿＿．．＿．．

i子やまごに世話してもらうようなts　evさん、おばあさん。

i　↓
i皆・部屋の使い方がうまく・ちゃんと整理してあった。さすがに何十年もi
i生きてきていない（ママ）。
L＿＿．＿．．．＿．．．．一＿．＿＿＿＿．．．一．．．．＿＿．．＿．＿．、．＿＿，．＿．．＿一．．、＿＿＿．＿＿．＿一一一＿＿一＿．一＿＿一．．．．＿＿＿．．

726 i介護とか大変　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i

i　↓　　　　　　　　　　　　　　i
i年配の人々のくらしている部屋を見ると・介護のイメージというより、－i
i般の人々と同じく・趣味に重点がおかれてN・るイメージがあった．Ne化i
iにより老人の期間が延びたためか・余生を十分に楽しめるようになっていi
iると思った。年をとったら老いるばかり・という先入観がはらわれて、年i
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配者になっても人生を楽しめることがわかったのは、この授業を受けてよ

かったことだと思う。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　X

事前調査において・高齢者に対してプラスと思われるイメージを持っていた生徒

授業後において、プラス面の理解が深まった生徒の感想

321 大先章。

i　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　T
i自分のやりたい事を自分でLかっり把握して毎日の楽しみにしていることi
；

はすばらしい事だと感じた。
高齢者の一人暮らしにっいては、趣味をもっている老人は問題ないと思っi
iたが・果して自分が高齢者になうた時にこのように充実した毎日を過ごせ
　るかという事が心配だった。今のうちに自分の好きな事・興味の持てる事i
iをしっかりと持うておきたいと感じた。

730 経験豊富な人　　　　　　　　　　　　　　　i
　　↓

高齢者の部屋は、何か雑然としているようなイメージがあったが、ほとんi

どの人が、きれいにしているなと思った。それに、各郎屋の家具の配■
なども工夫されていた。それも、その人その人の趣味や生きがいにおいてi

違っていたのに、よく考えているなと感心した。　　　　　　　　　　i
t，．．．一＿r＿一＿．＿一．．＿＿．．＿＿＿＿．＿＿＿＿＿．．＿．＿＿＿＿＿＿、、．＿＿＿．．＿＿＿．＿．＿＿＿＿．＿L．＿＿＿三

736 iダンディー。人生を楽しんでいる。
　　↓

i老人は、趣味に生きる傾向がみられるが、そのための工夫に費やした努力
　は並ではない。
i．．．．＿一＿．＿．＿一＿＿一．．．．．．．．＿．．＿＿．＿．．．．．．一一一一一一一．．．＿＿＿．．．．．．．．＿＿＿＿＿．．．．＿．一一一一一＿．＿．．．．＿＿．＿＿ゴ

事前調査において、高齢者に対してマイナスイメージを持っていた生徒

授業後において、マイナス面の理解が深まった生徒の感想

302
i体に不自由なところがある．人のin、st、、blt必要。　　　　　　i

i　↓　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i
iお年寄りは、私たちより、生きがい、趣味などを、とても重橿しているこi
iとが、部屋の様子からわかった。そういうことを重視したり、信仰心があi
っくなったりするのは、やはり、コ独感にかられることも多いからかな、i

iとも恩った。　　　　　　　　　　　　　　i
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327 年金をもらって暮らしている人　　（筆者は、どちらかと言えばマイナスイi
　↓　　　　　　　　　　　　　　メージであると考えた。）
老人の方の住居には、人形や花など、装飾品が多く一人で住む寂しさをまi
ぎらわしているのではないかと思いました。大学生に比べ自分の生きがやi
趣味を主とした部屋づくりになっていると思いました。身体機能の衰えなi
ど年をとるにっれて生活していくことじたいに問題が生じてくると、今まi
での生活形態を変えたりしなければならないので、やっぱり私は長生きし；
ないようにそこそこでこの世を去りたいと思いました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

734 i税金が増える。なりたくない。手間がかかる。
　　↓

i侯たちよりは自由に使える時間があるので趣味のものがたくさんあったが’

i侯たちより体が衰えているので若いうちにいろいろやっておきたいと思うi
1＿＿．．．．＿＿＿＿＿＿一．一＿＿＿一．．＿．T＿＿、＿＿＿＿．＿、＿．．．＿．一一＋＿．＋．＋．．．．＿＿．一＿．＿．一．＿．＿．＿．．．．．．．．．．

プラスともマイナスともいえないが、高齢者に対する理解が深まうた
といえる生徒の感想

901」 i高齢化杜会の中での高齢者がどのように住んでどのようなことが必要なの
iか参考になりました。
」

339

713

i大学生の部屋と、ケアハウスでは部屋のつくり自体から、飾ってあるもの
iまでぜんぜん逢うていた。
㌧＿＿＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿．＿．＿＿＿＿．．＿．一■．．．．＋＿．．．＿，一．＿．．．．、．．．＿＿．．．＿．．．．＿．＿＿＿一L－一一一一一一＿一＿一＿一

i一
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　と確保されていたと思う。

719 i部屋の様子はもう高齢なので趣味に没頭する人が多かった。また、家族の
i写真を飾る人もいて、思い出を重視したいのだなあと思った。

＜注および引用文献＞1）日本科学者会識編　　r住まいを見直す」　大月書店　1984　P4

2）同上　PP96－973）佐藤由紀　　rr装いのある暮らし」の実現に向けて一単身高齢者を中心として一」

　　1996年度　卒業論文　PP125－175
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